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ＶＢ区の遺構・遺物の調査記録
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図１３８Ｂ区SD-601出士遺物実測図３（縮尺2/3）
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れ曲がり､端部は丸くおさめる。４は鉢の口縁部破片。

５は壷の頚部から肩部にかけての破片で、外面にはヘ

ラィ犬工具の角を押捺した刺突文が巡る。６は壷の底部

破片で､縦方向に擦過痕が見られる。７も壷の底部で、

内面はケズリ調整が施され、板状工具の押さえつけ痕

１
．
１

~

図１４ＯＢ区SD-602出土遺物実測図（縮尺1/3）
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で破壊されている。撹乱部を挟み東側では北西方向に

のびるが､西側では北東方向から南西方向にのびた後、

一度屈曲し北西方向へと続く。かなり蛇行しながらの

びる溝である。底面はほぼ平坦で、大きな凹凸は見ら

れない。埋土は茶褐色～黒褐色砂質シルトで、最上部

には、小さな角篠や粗砂が混じるやや灰色みをおびた

茶褐色砂質シルト層が堆積していた。

出土した遺物には、弥生土器（図142-1～10)、土

師器（図142-11)、須恵器（図142-12）がある。２は溝

底から出土。他は埋土中から散発的に出土している。

ｌは壷の口縁部から肩部の破片で、口縁部は短く、肩

部は大きく張り出す。２は聖の口縁部破片で、端部を

上方に摘みあげ、端面に２条の凹線文を施す。頚部と

肩部との屈曲部外面には、突帯を貼り付け、指頭によ

る押圧刻目が施される。内面屈曲部直上には沈線が１

条巡る。弥生中期後葉に比定できる。３は莞の口縁部

の破片で、横ナデによって端部近くで、外方に少し折

図１３９Ｂ区SD-602遺構実測図（縮尺1/60）
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が残る。８は高坪の脚部破片で、

柱部下部から大きく外方に裾が

開き始める部分にあたる。９は

蕊の底部片。平底である。１０は

莞の底部で丸みをおびた小さな

底面をもつ。外面にはタタキ痕

が残る。弥生後期後葉～終末に

比定できる。１１は土師器要の肩

部破片。１２は古墳後期の須恵器

の壷または謡の胴部破片であ

る。他に、弥生土器あるいは土

師器の壷や蕊の胴部破片が30数

点、古墳後期の須恵器坪身ある

いは坪蓋の胴部細片が１点出土

している。

こうした埋土以外にも、

SD-603の最上面に堆積した茶

褐色砂質シルト質土層からも遺

物が出土している（図143)。１

～15は弥生土器。ｌは壷の口縁

部から頚部破片で、端面に凹線

文が２条施される。２は喪の口

縁端部片で、端部をわずかに摘

み出す。３は壷の肩部破片で、

外面Iこはへう状工具を用いた刺

突文が施される。４～６は聖の

頚部～肩部の破片で頚部の付け

根に突帯１条を貼り付ける。４．

６の突帯には指頭、５の突帯に

は板状工具による刻目が施され

る。７．８は壷の底部片で、７

は平底､８は上げ底気味である。

９～11は莞の底部破片。１０，１１

は上げ底。１２は鉢の口縁部破片

で、口縁部は斜参め上方に直線的

に伸びる。１３は鉢の胴部上半部

の破片で、口縁部は外方に大き

く屈曲する。１４は高坪の脚端部

片である。１５は上げ底気味を呈

する鉢の底部片である。いずれ

もは弥生中期後葉～後期前葉に

比定される。

１６～29は古墳後期の須恵器で

三

一Ｎ一
一
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至三室瀞

ある。１６．１８は坪蓋の天井部破片。１７は坪身の口縁部

から受け部破片。口縁端部を欠損する。１９は坪身の胴

部から底部片である。２０は短頚壷の口縁部から肩部破

片。２１は壷の胴部下半の破片。２２は穿孔がないため壷

としたが、魁の可能性もある。肩部から胴部外面には

カキメ調整、底部外面は不定方向へ板状工具によるケ

ズリ調整が施される｡23～27は壷または妻の胴部破片。

28.29は壷の底部片で、２９は丸みをおびる。この他に、

弥生土器・土師器の壷や蕊の胴部小片、弥生中期後葉

に見られる口縁端部を上方に摘みあげた要の小片、近

世陶磁器の破片２点が出土している｡近世陶磁器片は、

上層部のⅡ層からの混入品と考える。

以上の出土遺物と埋士の特徴から、SD-603は古墳

後期に比定できる。

ＳＤ－６０４

Ｂ区北部ＤＧ・ＤＨ－３８．３９区に位置し、SC-605・

SC-606を切り、SD-603に切られている（図141、図版

27)。東西方向にのびる溝で、｜幅1.28ｍ、深さ１５cmを

測る。

埋土は、やや灰色みをおびた茶褐色シルトで､小喋・

粗砂が混じるが、SD-603の埋土ほどは多くない。

遺物は、埋土下部、底面付近や底面に貼り付いた状

態で、須恵器や土師器の小片が点々と出土した。

溝底付近および底面に張り付いた状態で出土した遺

物には、図１４４２～４．６～１１．１３～15がある。２～

４．６～９は弥生十器。いずれも弥生中期後葉～後期

前葉に比定できる。２は壷の口縁部破片で、端面には

凹線文が２条以上施される。３は蕊の口縁端部の破片。

４は壷の肩部破片。６は壷の平底の破片である。７．

８は上げ底の妻である。９は莞あるいは鉢の上げ底の

破片である。

１０．１１．１３～15は須恵器。１０は坪の底部破片で、平

底である。外底面Iこはへう切り痕が残る。１１は蓋坪の

天井部片である。１３は坪身の底部片。１４は短頚壷の口

縁部から肩部片で、張り気味の肩部から、頚部が直立

し、口縁端部は尖り気味におさめる。１５は壷あるいは

蕊の胴部破片である。１１．１３～15はいずれも古墳後期

に比定できる。図示した以外にも、弥生土器の大型壷

の胴部破片１点、壷や蕊の胴部破片が十数点出土して

いる。

この他、埋土下部から、図1“－１．５．１２が出土し

ている。１は弥生土器壷の口縁部。端面には幅広の凹

線文が４条施される。５は弥生土器壷の頚部から肩部

=フーニ琴

破片である。１は弥生中期後葉、５は弥生中期に位置

づけられる。１２は古墳後期の須恵器杯蓋の天井部破片

である。他に、弥生土器の壷や妻の胴部破片10点があ

る。

以上、溝底面に貼り付いた状態で出土している遺物

には、弥生十器と古墳後期の須恵器がある。ただし、

図144-10は、平底の坪で、こうした形態の坪は古墳後

期にはない。古代の須恵器と考え、SD-604の時期を

古代と考えておく。

ＳＤ－６１０

Ｂ区北端のDH-39区に位置し、SD-604底面で検出

した（図141、図版27)。東西方向にのびる溝で、幅３５

～45cm，深さ26cmを測り、断面は逆台形状を呈する。
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SD-604に切られ、SP-611を切っている。

埋土は、SC-605やSC-606に近い、やや茶色みをお

びた黒褐色砂質シルトである。

埋土から散発的に遺物が出土している。５点を図示

した（図145)。ｌは壷の頚部から肩部にかけての破片

で、頚部付け根には、指頭による刻目を施した突帯が

１条巡る。２は平底と考えられる底部近くの壷の胴部

下半部の破片である。３は壷の口頚部破片で、口縁端

部は欠損する。４はミニチュア高杯である。１～４は

弥生中期～後期。５は古墳後期の須恵器坪身の破片で

ある。口縁部内面にあまい段をもつ。この他、弥生土

器あるいは土師器の壷や蕊の胴部破片が５点、近世陶

磁椀の口縁部破片が１点出土している。近世の陶磁器

片１点は、SD-610が近世のSP-611と切り合い関係に

あることから、混入品と判断した。

以上、SD-610は古墳後期の溝と考える。

ＳＤ－６２７

Ｂ区中央部のＤＨ－３６．３７区に位置する。北西から南

東にのび、撹乱部分で屈曲し、さらに東にのびる。幅

１．１ｍ～1.9ｍ、深さ90cmを測る。逆台形に近い断面を

もち、底面は緩やかに窪む。

遺物は、埋土上面から弥生中期の壷頚部片・胴部片

が各１点、埋土から近世の陶磁器２点と土師器小片が

少量出土している。

SD627は近世の溝である。

図１４６Ｂ区SD-627遺構実測図（縮尺1/60）

２７．５０ｍ

図１４５Ｂ区ＳＤ－６１０出土遺物実測図（縮尺1/3）
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５

Ｂ区では18基の土壌が出土した。いずれも埋土ａの

遺構であるが、ＳK－６６３．６６６．６７５．６８４．６９０．６９５．

６９７．７０５．７１０．７１３．７２５．７３２．７３３．７３５．７３９の１５

基は弥生時代、ＳK－６４７．６６２．６９３の３基は古墳時代

の土壌である。

ＳＫ－６４７

Ｂ区南部のDH-33区に位置する（図147)。ＳＤ６０２

と切り合う。長径1.5ｍ、短径1.1ｍの不整形な長楕

円形を呈し、底面は東から西にかけて低くなり、もっ

とも深い部分で28.7cmを測る。

埋土の上部は粗砂層､下部は灰褐色シルト層である。

理十'二部の粗砂層の中位から、近世陶磁器片２点、

弥生土器あるいは土師器の胴部破片４点、土師器椀１

点が出土している。土師器の胴部破片の中には、古墳

後期と考えられる土師器喪の破片がある（図148-1)。

直線距離で６ｍ離れたＤ1-31.32区Ⅲ層中から出土し

た破片と接合する。

下部の灰褐色シルト層からは、須恵器坪身もしくは

無蓋高杯の胴部破片（図148-2)、外面に回転へラケ

ズリが施された須恵器坪の破片が１点出土している。

ともに古墳後期の遺物である。

下層の遺物は古墳後期のものであるが、上層には古

代～近世の遺物が含まれる。しかし、埋土上部は切り

合うSD-602と共通し、下部も灰色系の埋土ｃであり、

SD-602に伴う中世～近世の土壌と考える。

ＳＫ－６６２

Ｂ区南端部のDH-32区に位置する(図147)｡SD-601・

SP-658に切られ、SP-659を切っている。東西に細長い

長楕円形の土壌である。東端部は撹乱で破壊されてい

る。推定長径1.15ｍ、短径70cm･中央部に深さ７～１６

cmほどの円形の掘り込みをもつ。掘り込み部分は径５０

～65cmを測り、ほぼ中央で立柱痕跡を確認できた。

立柱痕跡の①層は復元径20～22cmで、黒褐色砂質土

に径１cm大のにぶい黄褐色砂質土の塊が混じる。②・

③は掘り形埋土にあたる。②層は黒褐色砂質土。③層

は、黒褐色砂質土で、にぶい黄褐色砂質土が混じり、

全体に明るい色調である。

埋土から出土した遺物には、弥生土器の壷（図148

３．４)､高坪（図148-6)､蕊（図148-7）がある。３。

６は掘り形埋土の③層から出土している。３は、口縁

土壌

152

部が外方に大きくひらく壷で､弥生中期に比定できる。

４は底部近くの胴下半部の破片である。６点の破片が

接合するが、接合する破片間でも焼成具合や色調が異

なる。焼成失敗品の可能性があるが確定できない。５

と同一個体と考えられる。６は、高坪の坪部破片で、

外面には凹線文が施され、直下に板状工具の角を押し

当てた刺突文が巡る。７は「く」字形に短く緩やかに

屈曲する口縁部をもつ｡口縁上面がわずかに内湾する。

弥生後期前葉のものと考える。７はⅢ層出土遺物と接

合している。

この他、SK-662上面のⅢ層部分からは、弥生土器

壷の底部（５）、土師器妻の口縁部（８）が出土して

いる。５は、前述したように、４と同一個体の可能性

が高い。８は、口縁端部は面取り調整を施し、古墳後

期に比定できる。

確実に埋土から出土した遺物は弥生中期～後期前葉

の時期幅をもつ。したがって、SK-662は弥生後期前

葉に埋積した遺構と考える。なお、Ⅲ層部分から出土

した古墳後期の莞（図148-8）については、Ⅲ層中に

掘り込まれた遺構に伴う可能性を考えておきたい。

ＳＫ－６６３

Ｂ区南半部のDH-32区に位置する。北端部を撹乱で

破壊され、ＳP-664.665に切られる。残存長125cm、最

大幅45cm、深さ１０cmの浅い船底状を呈する土壌である

(図147)。埋土は黒褐色砂質土で、下部にはにぶい黄

褐色砂質土が少量混じる。埋土の遺物の多くは、底面

よりやや浮いた状態で出土している。鉢の口縁部破片

(図149-2)、磨石（図150-1）がある。図149-2は、

口縁部が頚部から大きく外反する。弥生後期前葉～前

葉に比定できる。図150-1は、花尚岩製で、両端部に

擦過痕を観察できる。

SK-663上面のⅢ層部分から出土した遺物には、弥

生土器の壷（図149-1)、須恵器の坪身（図149-3）

がある。ｌは、やや不安定な小さな底部である。弥生

後期。３は､古墳後期の坪身の底部破片がある。また、

埋土からは、炭化物片が多く出土した。炭化物周辺の

埋土を持ち帰り、水洗選別を行い、一辺５皿未満の炭

化材を確認できた。樹種等については分析を行ってお

らず不明である。

Ⅲ層部分から出土した遺物は、切り合い関係から考
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区に位置する。隅丸の長方形あ

えられる（図147)。遺構の大半

最深部で10cmを測る。SC-670を

づＰ－６８３

、 厩 卜 而

二当竺／

え､上部遺構に伴う可能性が高い。埋土の出土遺物は、

破断面が磨滅した小片が多いが、いずれも弥生後期ま

での遺物で、埋土ａに分類できるので、SK-663は弥

生後期の遺構と考えた。

ＳＫ－６６６

Ｂ区南東部のDH-31区に位置する。

るいは方形の土壌と考えられる（図１

は調査区外へのびる。最深部で10cIn￥

SＫ－６８４

ＳＫ－６６６ SＫ－６８４

閃
SP-736I，



切っている。底面はほぼ平坦で、底面では

SP-667oSP-668を検出した。

埋土は黒褐色砂質土で、直径２～５cmの

花尚岩円篠や、径１cmほどのにぶい黄褐色

砂質土塊が点々と混じる。

埋土から弥生土器の壷や妻の胴部破片が

４点出土しているが､小片で図示できない。

また時期的な特徴も明らかでない｡しかし、

弥生時代後期前葉のSC-670を切ることか

ら、SK-666はそれ以降の土壌と考える。

ＳＫ－６７５

Ｂ区南端のDI-32区に位置する。SP-671

に切られ、西半部は撹乱で破壊されている

が、小型の隅丸方形の土壌と考える（図

147)。残存長1.1,,幅30cm・深さは最深

部で５cmを測る。底面はほぼ平坦である。

埋土は、黒褐色砂質土で、径１０cm大の花

両岩の円喋が多く混じる。

埋土中から炭化物の小片が少量出土して

いるのみで、遣構の時期を考えることがで

きる遺物は出土していない。しかし、埋土

は埋土ａに分類でき、SP-671に切られるこ

とから、SK-675は弥生時代の土壌と判断

した。

ＳＫ６８４

Ｂ区南端のＤＨ・DI-31区に位置する。

大部分を撹乱で破壊されているため、北半

部の一部しか残存していないが、径35cm以

上の楕円形の小型土壌と考えられる（図

147)。底面は、西半部で10cmほどの深さで

あるが、中央付近から東へ向かって落ち込

み､最深部で18cmを測る。SP-683に切られ、

SK-732を切っている。

埋土は、黒褐色砂質土で、径4～5cm大の

花問岩の円喋が点々と混じる。

埋土中から、弥生土器壷・斐胴部小片が

１０点ほど出土している。その中の１点は、

北側に約2.5ｍ離れたSK-739から出土した

壷の破片と接合する（図169-5)。弥生中

期後葉～後期初頭に比定できる。

埋土は埋土ａに分類でき、弥生中期後葉

～後期のSP-683に切られること、出土遺

物の接合関係から、弥生中期後葉～後期初

〔SK-647〕

1１１

〔SK-662〕

！
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／
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図１４８Ｂ区SK-647・ＳＫ閏662．SK-693出土遺物実測図

（縮尺1/3）
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だが、中には一辺１cmほどの木片がある。

遺物は、埋土上部で西半部を中心として出土してい

る。出土遺物の接合関係を見ると、図152‐１は

SK-705o713出土の破片と接合する。６はSC-752を構

成するSP-704やＳＫ－７０５．７１３．７２５の破片と接合する。

図153-4.9は古墳時代後期の掘立柱建物を構成する

SP-688②～④層出土の破片と接合する。

図152‐１は、壷で、図153-3と同一個体である可能

性が高い。胴部中位に焼成破裂痕が残る。弥生中期後

葉。２は、壷肩部片で､外面には重弧文が施文される。

弥生前期のもので、混入品と考えられる。３は、壷の

口縁部破片で、口縁端面に２条の凹線文が施される。

４も壷の口縁部破片。口縁部直下に小さな楕円形でク

レーター状に窪む焼成破裂痕が残る。５は平底の壷底

部。６は、壷の下半部で､外面は焼成破裂痕が見られ、

内面は焼成状態が悪く、暗灰色を呈する。底部側面に

は焼成不良の部分がみられる。

図153-1は蕊の強く「<」字形に屈折する口縁部の

破片。口縁端部を上方に摘み出す。２は壷の口縁部破

片で、「ハ」字形に頚部がすぼまり、大きく口縁部が

外反する。３は謡の底部から胴部下半にかけての破片

で、底部は平底。４は謡の下半部で、底部はわずかに

上げ底状を呈する。５～７も翌の底部片。上げ底とい

うより脚台底に近い。８はわずかに上げ底状の蕊の底

部破片。９は、深鉢形のミニチュア土器。底部は上げ

底状で、口縁部は端部を折り曲げ、外面側に折り込ん

でいるため、口縁端部に粘土紐を貼り付けたような形

状を呈する。１０は鉢の口縁部破片である。１１も鉢の口

縁部破片。口縁部は大きく屈曲する。

図154-1.2は砂岩の亜円牒を利用した台石である。

ｌの上面と側面の一部には敵打痕が集中して残る。２

の上面には研磨痕が観察できる。

この他、壷の肩部破片3点、上げ底の蕊の底部破片

５点、弥生土器の小片が約１００点出土している。

以上の出土遺物は、弥生前期の壷の肩部片を除き、

いずれも中期後葉に比定できる。また、切り合い関係

からは、Ｂ区南半部の遺構の中でも最古段階に位置づ

けられる。以上から、SK-690は弥生中期後葉に比定

できる。

ＳＫ－６９３

Ｂ区南端のＤＩ・ＤＪ-3区に位置する。撹乱溝を挟ん

で東西の残存部分を確認できた（図147)。調査段階で

はSK-683としていたが、別遺構に同じ遺構番号を付
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図１４９Ｂ区SK-663出土遺物実測図１（縮尺1/3）

図１５ＯＢ区SK-663出土遺物実測図２（縮尺1/2）
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頭の土壌と判断した。

ＳＫ－６９０

Ｂ区南端のDI-31区に位置する。一部を撹乱で破壊

されているが、長辺3ｍ，短辺２ｍ，深さ45cmの隅丸

長方形の土壌である（図151、図版29-2)。底面は、

中央が緩やかに窪む。ＳC-687.713,ＳK-689.693.

705,ＳP－６７７．６７８．７０２．７０９に切られ、SK-735を切る。

埋土でも上部は暗褐色砂質シルトである。これに対

して、埋土下部は砂喋が多く混じる暗褐色砂質土で、

径１cm～10cmの明黄褐色・灰白色砂質土塊を大量に含

む。

埋土上部には焼土や炭化物片が混じる。一部を水洗

選別した。炭化物は、多くが一辺５ｍ未満の炭化物片
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Ｍプﾆﾐ

、

ロ

、~～－.一

Ｉ



一一一一一一一竺二

ＳＫ－６９０

》

一
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一
函

していることに気がつ

き、SK-693と遺構番号

を変更した。南半部は撹

乱で破壊されているが、

長径1.8～２ｍの長楕円

形の土壌と考えられる。

深さは23cmを測る。底面

には小さな凹凸がみられ

る。SP-736に切られ、ＳＣ‐

689、SK-690、SP-691を

切っている。

埋土は２層からなる

(図118)。上部の①層は、

暗褐色砂質土で、灰白色

砂質土が混じる。径１，

前後の砂篠や径１cm前後

の円喋を含む。下部の②

層は、砂牒と円牒が混じ

る暗褐色砂質土で、明黄

褐色土のレンズ状ブロッ

クが混じる。

埋土①層中から須恵器

魁（図148-9)、底面か

ら浮いた状態で土師器の

謡の胴部破片（図148-10）

が出土している。９は、

口縁端部に内傾する段を

もち、外面には口縁部と

頚部との境に鋭利な突帯

をもつ。１０は、SP-702か

ら出土した破片と接合す

る。ともに古墳中期に比

定できる。この他、弥生

土器の壷や葵の胴部小片

15点がある。また、埋土

②層から、弥生中期～後

期と考えられる壷や語の

胴部小片が各１点ずつ出

土している。

以上、図示した須恵器
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ＳＰ－６７７

Ｂ区南端のH-32区に位置する。長径２ｍ、推定短

径１ｍ前後の歪な長方形の土壌である（図151)。

SC-670、ＳＰ-654.659.660に切られ、ＳP-724.745を切っ

ている。中央東よりを撹乱で破壊される。底面は西か

ら東に徐々に低くなる。

図１５１Ｂ区SK-690o695遣構実測図（縮尺1/50）
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以上、図示した須恵器腿や土師器莞が遺構の時期を

示す遺物と考え、SK-693は古墳中期の土壌と判断し

た。
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５

毒
を

ある。図155-1は、長頚壷の口縁部～肩部の破片で、

口縁部は直立気味にのびた後、端部近くでさらに外反

し、端部は尖り気味におさめる。２は、「<」字形に

口縁部が屈折する莞で、口縁端部をわずかに上方へ摘

み上げる。４は、大型壷の頚部破片で、外面に沈線文
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図１５２Ｂ区SK-690出土遺物実測図１（縮尺1/3）
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埋土は、黒褐色砂質土で、不整形のにぶい黄褐色砂

質土の大きな土塊が多く混じる。

出土遺物の多くは、西半部の埋土から底面より浮い

た状態で出土している。弥生土器（図１５５－１．２．４

～６)、花尚岩の円喋を利用した磨石（図156-1）が
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図１５３Ｂ区SK-690出土遺物実測図２（縮尺1/3）

４条が巡らされる。５は鉢の肩部片。６は、壷の底部

の破片である。平底。この他､高坪の破片がある。２．

６は弥生中期後葉～後期前葉に見られるもので、１．

４．５は後期前葉に比定できる。

SK-695上面のⅢ層部分で出土した遺物として、図

155-3がある。妻の「く」字形口縁の破片で、端部を

上方に摘み上げる。この他、Ⅲ層部分からは、弥生土

器の壷や尭の胴部破片１３点、要の口縁部小片２点、高

坪の脚端部小片１点が出土している。莞の口縁部小片

の１点は、「<」字形口縁で、端部を下方に摘み出す。

弥生後期初頭のものと考えられる。

また、埋土とⅢ層部分から、炭化材が少量出土して

いる。長辺１cm，幅及び高さ５ｍほどの炭化材が含ま

158

れる。

SK-695は、弥生後期前葉のSC-670に切られること、

弥生後期前葉までの遺物が出土していることから、弥

生後期前葉の土壌と考える。

ＳＫ－６９７

Ｂ区南端のＤ1-31.32区に位置する。調査区壁沿い

で出土し、北側は調査区外にのびるが、長軸長12ｍ

前後の楕円形の土壌と考えられる(図147､図版30-1)。

深さは26cmで、南西部分がテラス状の底面となってい

る。ＳＫ－７３９とSP-708を切っている。

理十ｋ部の①層は黒褐色砂質シルト。②層は、黒褐

色砂質シルトで、暗灰色砂質土が混じり、①層よりも

明るい土色である。③層は、黒褐色砂質シルトで、多
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量の暗灰色の粗砂、

砂篠や小石が混じ

る。

遺物は①～③層の

各層から出土してい

る。とくに、①層の

遺物が多い。

①層出土の遺物に

は、弥牛十器の壷や

謡の胴部小片数十点

がある。その中で、

図示できた遺物は、

以下の５点である

(図157-5～１１．１３．

１４)。５．６は謡の

胴部の上半部片で、

｢く」字形口縁がつ

くものと考える。７

は壷の平底の破片、

８は底部近くの壷の

胴部下半の破片であ

る。９～11は莞の底

部片で、９は脚台状

の上げ底、１０．１１は

平底。１３．１４は高坪

脚部片。１４の脚裾に

は３条の凹線文が施

されている。いずれ

も、弥生中期後葉～

後期前葉の時間幅で

捉えられる。

②層からは、弥生

土器の壷の胴部破片

１点が出土しただけ

である。

③層からは、土師

■
一
Ⅱ
■
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へ

図１５４Ｂ区SK-690出土遺物実測図３（縮尺1/2）

２

(図157-3）と鉢（図157-12）がある。３は、逆Ｌ字

形に屈折する口縁部をもち、口縁端部を上方に摘み上

げる。胴部中ほどIこへラ状工具を刺突して施す短斜箪線

文が巡る。弥生中期後葉に比定できる。１２は、逆Ｌ

字形の口縁部をもち、端部は面取りする。弥生後期前

葉に位置づけられる。また、SK-697の埋土から出土

した破片の中には、下部の遺構であるSK-739の破片

と接合するものも含まれる（図169-9)。さらに、①層

③層からは、土師器や弥生土器の壷・莞の破片が８

点出土し、３点を図示した（図１５７－１．２．４)。１

は土師器蕊の口縁部破片である。口縁先端付近の破片

で、古墳中期に比定できる。２は謡の口縁部片。「く」

字形に口縁部が屈折し、端部を上方に摘みあげる。口

縁屈折部の内面には、沈線状の段が巡る。４は、壷の

肩部破片で、頚部は直立気味に立ち上がる。

この他、埋土から出土した遺物には、弥生土器の要

、



＝

から炭化物米と

考えられるもの

が１点出土して

いる。

出土遺物は、

弥生中期後葉～

後期前葉のもの

がほとんどであ

るが、１点だけ

古墳中期の土師

器謡(図157-1）

がある。切り合

い関係も含め

て、ＳＫ－６９７は

古墳中期の土壌

と考える。

ＳＫ－７０５

Ｂ区南半部の

DI-31区に位置

する。南半部を

撹乱で破壊され
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図１５６Ｂ区SK-695出土遣物

実測図２（縮尺1/2）

図１５５Ｂ区SK-695出土遺物実測図１

（縮尺1/3）
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図１５７Ｂ区SK-697出土遺物実測図（縮尺1/3）
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図１５８Ｂ区SK-705出土遺物実測図１（縮尺1/３，２/3）
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１６］

ＶＢ区の遺構。遺物の調査記録

、

の沈線を施し、沈線を挟んだ上下二段に千鳥状に未貫

通の矢羽根状透孔を施す。１０には長方形透孔が２ケ所

認められる。１１は土製品で、欠損しており全体形は不

明。いずれも弥生中期後葉～後期前葉に比定できる。

図示した土器以外に、「く」字形に屈曲する喪の口

縁部破片、外面にミガキ調整を施す胴部破片などが十

数点、弥生十器と考えられる小片約70点がある。

出土遺物の接合関係を見ると、下部遺構のSK690o

713から出土した破片と接合するもの（図152-1.6）

や直接切り合い関係のないSK-739から出土した破片

と接合するものがある。

図160-1は堆積岩の円牒を利用した台石、２は堆積

岩の台石である。

また、埋土からは不定形の炭化物片が出土した。水

洗選別を行ったが、炭化物の微細片が確認されている

にとどまる。

以上、出土遺物は弥生後期前葉までの時間幅で捉え

られる。遺物の出土状況を見ると、埋十卜部～中位に

１０cｍ

ゾ
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ｌ／

耐Ｊ虫
／
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グ

ている。残存長1.1,,幅1.5ｍ、深さ40cmを測り、不

整な隅丸方形の土渡と考えられる(図159､図版31-1)。

SK-713とSP-728を切り、SP-681に切られている。

埋土は、灰褐色砂質土を主体とし、黄褐色や明黄褐

色、灰黄褐色の砂質土の径２cmほどの塊が大量に混じ

る。

遺物は床面から浮いた状態で､埋十上部から中位で、

北から南にかけて放り込まれた状況で出土している。

出土遺物を図158に図示したが、図１５８－３．８．９．

１１は埋土上部～中部から出土している。

図158-1は、弥生土器の謡の口縁部破片で、口縁部

は「く」字形に屈曲し、口縁端面は凹線状に窪む。２

は平底の蕊の底部破片。３は、深鉢形のミニチュアの

底部。裾が張った平底をもつ。４．５は壷の肩部破片

で、４の肩部外面上部には刻目が施される。６は壷の

平底破片。７は高坪の口縁部破片。緩やかに内湾する

形態で、端部は面をなす。外面には３条の凹線文が巡

る。８～10は高坪の脚部破片である。９は外面に９条

ま ４
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放り込まれた状況が見られるこ

とから、SK-705は弥生後期前

葉の土壌と考えられる。

ＳＫ－７１０

Ｂ区南端のＤＨ・DI-32区に

位置する。南半部をSC-670に

よって切り取られるが、長方形

あるいは方形の土壌と考える

(図147)。残存長55cm､幅90cm、

深さ10cmを測る｡SC-670､SP-671.

673に切られている。

埋土は､黒褐色砂質シルトで、

径２～３ｍの丸い明黄褐色塊が

少量混じる。花尚岩が風化して

径１cm大の篠となったものが多

くみられる。

出土遺物には、弥生土器の壷

や妻の胴部破片、口縁部の細片

約１０点がある。いずれも遺構検

出までのⅢ層部分からの出土。

その中で、図161‐１は、弥生土

器の蕊の胴上半部の破片であ

る。２は、高坪の脚端部の破片

で、端部を拡張して凹線文を２

条施す。ともに弥生中期後葉に

比定できる。

SC-670に切られること、出土

遺物から、SK-710は弥生中期

後葉の土壌と考えられる。

ＳＫ－７１１

Ｂ区南端のDH-31区のⅢ層上

部で、弥生土器・石器・炭化物

が径１ｍほどの範囲で集中して

出土した。この時点では、遺構

の掘り形を確認できなかった

が、Ⅳ層上面で長辺１ｍ、幅５０

cmの隅丸長方形の土壌を確認で

きた（図162、図版32-1)。深

さは６～15cmで、底面は北に向

かって徐々に深くなる。Ⅲ層部

分で出土した弥生土器・石器．

'｡。

図１５９Ｂ区ＳＫ-705.725遺構実測図（縮尺1/50）
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分で出土した弥生土器・石器・炭化物は、この土塘に

伴うものと考えられる｡SP-706に切られ､SP-714を切っ

ている。

~／

162

埋土は、黒褐色砂質シルトで、にぶい黄褐色砂質土

が多く混じる。

SK-711の掘り形を確認する以前に、Ⅲ層中の炭化
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ＶＢ区の遺構・遺物の調査記録

物層とその下部から、１００点近くの土器片が出土して

いる｡炭化物とともに一緒に廃棄されたと考えられる。

出土土器は、いずれも弥生土器である（図163)。１

は、壷の頚部～肩部の破片で、頚部と肩部との境に刷
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図１６ＯＢ区SK-705出土遺物実測図２（縮尺1/２．１/4）

毛目工具の小口部を押圧する短斜煽線文が巡る。２．３

は壷の底部破片。２は平底、３はやや不安定な平底で

ある。４．５は謡の口縁部破片。横ナデを施す結果、

端部が外下方に突出する。６は、口縁部が上外方に短

Bｉ
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くのび、端部をわずかに上方へ摘み上げる。７は、壷

の口縁部破片で、端部は上方に摘み上げる。８．９は、

蕊の口縁部破片。８は端部を欠損するが、上方に摘み

出す。９の端部は面取りされる。１０．１１は高坪。１０は

端部に面取り調整を施した口縁部の破片で、外面に３

条の凹線文が施される。１２は台付き鉢と考えた。いず

れも、弥生中期後葉～後期前葉までの時間幅で捉えら

れる。

図１６４１は砂岩の円牒を利用した叩き石。２は花問

岩の砥石。３は花両岩塊を用いた台石である。

炭化物を持ち帰り、水洗選別した。長辺1.5cmを測

る炭化材が目立つ程度で、５ｍ未満の炭化材が大半を

占め、残存長辺1.5cmの種実や炭化米の可能性をもつ

資料を各１点確認できた。

出土遺物は、弥生中期後葉～後期前葉に比定できる

が、後出するSC-670が弥生後期前葉と考えられ、

SK-711は弥生後期前葉の遺構と考える。

ＳＫ－７１３

Ｂ区南端DI-31区に位置する（図119)。南半部を撹

乱で破壊され、SK-705、ＳＰ－６７７．６８１．７０２．７０９に切

られ、ＳC－６８９．７２９．７３０を切っている。残存長２，，

幅2.1ｍ、深さ44cmの隅丸方形あるいは長方形土壌と

考える。底面はほぼ平坦である。

埋土は、暗褐色砂質土を主体とし、径１cm大の黄褐

色砂質土や灰黄褐色砂質土の土塊が大量に混じる。径

２cm大の円喋の砕片が多く含まれる。床面付近から炭

化物がかたまって出土した。

遺物は埋土中から出土している。弥生土器の壷や妻

の胴部破片約20点がある（図165)。１は、蕊あるいは

鉢の胴部上半の破片である。頚部で大きく外方に屈曲

する。２は謡の胴部上半の破片。３は蕊の上げ底の底

部片である。４は、鉢あるいは高坪の口縁部片で、口
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縁端部を面取りする。５．６は、鉢の口縁部破片で、

端部は丸くおさめる。

いずれも弥生中期後葉～後期前葉に比定できる。ま

た、ＳK-690.705から出土した破片と接合するものも

ある（図１５２－１．６)。これらは下部遺構からの混入

品である。

出土遺物から、SK-713は弥生後期前葉の土壌と考

える。

ＳＫ－７２５

Ｂ区南端のＤＨ.Ｄ1-31.32区に位置する。長辺2.5ｍ，

短辺1.7ｍ、深さ28cmの隅丸長方形の土壌である（図

159、図版31‐２)。ＳC-729.730とＳＰ－７１８．７２２．７２３

を切り、SC-670、ＳＰ-６７６．６８３．６８７．６９９．７００．

164

図１６１Ｂ区SK-710出土遺物実測図（縮尺1/3）
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図１６３Ｂ区SK-711出土遺物実測図１（縮尺1/3）

図１６４Ｂ区SK-711出土遺物実測図２（縮尺1/2）
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図１６５Ｂ区SK-713出土遺物実測図（縮尺1/3）

７０１．７０９．７１５．７１９．７２０．７３１に切られる。ＳＫ－７３２

とも切り合うが、先後関係は不明である。底面は平坦

で、目立った凹凸はみられない。

埋土上半部は黒褐色砂質シルト。下半部には親指先

～拳大のにぶい黄褐色砂質土の小塊が多く混じる。

遺物は、埋土上部、中部、下部、最下部で取り上げ

を行っている。図166に示した遺物の中で、１．５．９．

１５．１７は埋土上部､2.6.11.13.14は中部､4.

18は下部、３．８．１６．１９．２０は最下部から出土して

いる。この他に、埋土として取り上げた遺物に、７．

１０．１２がある。また、埋土上部から弥生土器の壷や莞

の胴部破片20数点、中部から弥生土器の壷や翌の胴部

破片約５点、下部から40点弱の弥生土器の壷や妻の胴

部小片、最下部から弥生土器壷や蕊・鉢の破片十数点

が出土し、埋土として取り上げた遺物には弥生土器の

壷や蕊の口縁部、胴部細片が約８点ある。

出土した遺物の接合関係を見ると、上部遺構である

SC-670と接合関係にあるもの（図166-9）や、

SK－６９０．７０５．７１３、SP-704から出土した破片と接合

するもの（図152-6）が含まれている。

図166-1は､壷の口縁部から頚部にかけての破片で、

口縁端面には３条の凹線文が施される。２は、壷の肩

部破片で、外面には板状工具の小口部分を押捺した短

斜線文が２段にわたって巡る。３は、直口壷の口縁部

～頚部の破片である。頚部中程で一旦すぼまり、口縁

部が少し外方に広がり、端部を丸くおさめる。４は、

莞の口縁部破片で、端部を上方に摘み上げる。５は、

語あるいは鉢の口縁部破片で､口縁端部を面取りする。

６は鉢の口縁部小片で、端部をわずかに上方に摘み上

げる。７は、姿あるいは鉢の口縁部破片で、口縁端部

を面取りする。８は、翌の口縁部破片で、口縁端部を

１６６

面取りする。９は、妻の口縁部～胴部上半の破片で、

口縁端部を上下に拡張し、横ナデ調整を施す。肩部に

刺突による短斜線文を施文する。１０．１２は蕊の胴部上

半部の破片。１１は、鉢の胴部破片である。１３は鉢の胴

上半部の破片。口縁下端部の一部が残存し、外方に突

出する。１４は､壷の底部近くの胴下半部の破片。１５は、

壷の底部破片で、外表面が剥離している。１６は平底の

壷の底部破片。１７は、高坪の坪部破片で、口縁部は直

立し、端部は面取りされている。１８は、比較的大型の

高坪の脚部破片と考えられ、内面には円盤充填を伺わ

せる粘土の貼り付け痕が残る。１９は、高坪の脚端部の

破片で、脚裾に凹線文が４条巡り、上部には未完通の

矢羽根状透かしが施される。２０も高坪の脚裾部の破片

で端部を欠損する。

以上の出土土器は、いずれも中期後葉～後期前葉の

時間幅の中で捉えられる。

また、埋土上部とSP-720周辺から炭化物片が出土

している。炭化物片の中には約１cm四方のやや大きめ

の炭化材が数点みられる。

以上の他に、切り合い関係にあるSK-732と帰属が

暖昧になった遺物がある（図167.168)。これらも、

弥生後期前葉までの時期幅で捉えられる。

出土遺物の検討から、SK-725は弥生後期前葉の土

壌と考えられる。

ＳＫ－７３２

Ｂ区南端のDI-31区に位置する。SK-725と切り合う。

遺構の切り合いに気づかず調査を進めたが、底面の高

さが違うことから、別遺構としてSK-732とした。掘

り形の50cmほどしか残っておらず、SK-725に切られ

ると考えたが、確定はできなかった。ＳK-666.684,

SP-683.715に切られている。底面はほぼ平坦である。

撹乱部の壁面で埋土を確認した。埋土は、黒褐色砂

質土で、炭化物片が点々と混じる。

遺物は、SK-725と一緒に調査したため、SK-732に

帰属する遺物は明確でない。取り上げ状況から、

SK-732に伴う可能性が高い遺物を図１６７．１６８に図示

した。図167-1は、壷の口縁部破片で、口縁端部を上

下に拡張し、端面に２条の凹線文を施す。２は、壷の

肩部破片で、頚部の付け根に低いベルト状の突帯を貼

り付ける。３は、謡の口縁部破片で、端部は外方にわ

ずかに摘み出す。４～６は妻の胴上半部の破片。４は

口縁屈折部の内面に浅い段状の沈線が巡る◎５は口縁

屈折部の少し下方に突帯を巡らせる。６は、頚部の付
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図１６６Ｂ区SK-725出土遺物実測図（縮尺1/3）

け根に指頭による刻目を施した突帯を貼り付ける。７

は平底の壷の底部片。図168-1は緑色片岩の剥片であ

る。

出土土器は、いずれも弥生中期後葉～後期前葉に比

定できる。SK-725との切り合い関係からも、SK-732

は当該期の土壌と考えられる。

ＳＫ－７３３

Ｂ区南部のＤ1-31.32区のSC-730の床面で確認した。

掘り形は判然としていない。浅い土壌で、SC-730の壁

面の崩れ土部分である可能性もあるが、埋土の質が若

干異なるので、SK-733とした（図121)。SC-729o

730、SK-739に切られる。

埋土は、黒褐色砂質土で、砂'性が強い。埋土ａに分

類できる。

遺物は出土していない

埋土の特徴と切り合い関係から、弥生後期前葉以前

の土塘と考えておきたい。

ＳＫ蓉735

Ｂ区南端のDI-31区に位置する。南北方向に25cm程

の掘り形ラインが確認されたのみで、形状については

不明(図121)。深さはl7cmoSK－６９０．７０５．７１３に切ら

れる。

１６７

霧 季薗了三蔵

､龍息式愈一厨。
必、蕊ジセ癖画亘｡
図１６７Ｂ区SK-725あるいはSK-732出土遺物実測

図１（縮尺1/3）

1３ 5cｍ

図１６８Ｂ区SK-725あるいはＳＫ麹732出土遺物実測

図２（縮尺２/3）

埋土は、暗褐色砂質土と黄褐色砂質土の不定形の塊

が混じりあう。埋土ａに分類できる。径１～３mmの砂



裸が含まれる。

埋土中から弥生土器の壷の胴部破片が１点出土して

いるだけである。

切り合い関係と埋土の特徴から、SK-735は弥生時

代中期後葉～後期前葉の遺構と考えておく。

ＳＫ－７３９

Ｂ区南部のＤL３１．３２区の調査区壁沿いで出土した。

遺構の大半 は調査区外にのびる。調査段階には

SK-705としていたが、遺構番号が他の遺構と重複し

ていたことに気づき、SK-739に変更した。一辺３ｍほ

どの隅丸形の土壌と考える(図162､図版30)。SK-697、

SP-674.696.708に切られ、SP-698・SK-733を切って

いる。深さは33cmを測り、底面は緩やかに中央部に向

かって低くなる。

埋土は、灰褐色砂質土を主体とし、小指先大の黄褐

色や明黄褐色の砂質土塊が大量に混じる。

SK-735からは１００点以上の弥生土器が出土している

(図169)。埋土の上部～中部と下部に分けて取り上げ

ている。埋土でも下部から出土した遺物は図169-4～

７．１０．１５．１６、上部～中部出土のものは１．３．８．

９．１１～１３．１７である。

出土した遺物の接合関係を見ると、９はSK-739を

切るSK-697出土の破片と接合する。また、１３は直接

的な切り合い関係にないSK-705出土の破片と接合関

係にある。

埋土下部出土の図169-4は､謡の胴上半部の破片で、

外面には刷毛目工具の小口部を押捺して短斜線文を巡

らす。５は、莞の胴部～底部の破片で、平底。６は、

壷底部付近の破片である。７．１０は、尭の口縁部破片。

７は内湾するタイプ、１０は口縁端部を拡張して端面に

２条の凹線文を施す。１５は平底の妻の破片。１６は、高

坪の脚部破片で、外面上部に7条の沈線文、下部に矢

羽根状透しが施される。この他、図化していないが、

平底の底部破片、ミガキ調整を施す小片８点、刷毛目

調整を施す小片４点ほか約50点の胴部破片が出土して

いる。７．１０．１５．１６は弥生中期後葉～後期前葉に比

定でき、他も同じ時間幅で捉えられるものである。

埋土上部～中部出土の図169-1は､壷の頚部破片で、

屈曲部外面に幅広で低い突帯を貼り付けて刻目を施

す。３は莞あるいは壷の小破片。８は、要の口縁部破

片で、口縁上面がやや内湾する。９は、莞の口縁部～

胴部上半の破片である。口縁部の内外を横ナデ調整し

た結果、口縁端面が凹線状に窪む。１１．１２は、妻の胴

168

部上半～口縁部下半の破片。１３は、莞の胴部下半の破

片で、外面には煤が付着し、下半部は被熱に伴う表面

の剥落が目立つ。１７は高坪の脚裾付近の破片。１は弥

生中期後葉～後期、８．９は中期後葉～後期初頭、１１

～13は中期後葉～後期前葉、１７は後期前葉に比定でき

る。図示したもの以外に、端面に凹線文を施す壷の口

縁部破片、斐の口縁部破片、櫛状工具による刻目を施

す胴部破片、ミガキ調整が施される胴部破片７点、胴

部小片約50点が出土している。

SK-739上面のⅢ層部分から出土した遺物として、

SK-739に伴うと考えた壷の肩部破片（図169-2)、莞

あるいは鉢の口縁部破片（図169-14）がある。２は、

頚部の付け根には刺突文が施文される。１４の口縁端部

は面取りされる。ともに弥生後期中葉に比定できる。

この他、埋土中から、小指先大の不定形の炭化物片

が出土している。

以上、埋土下部の出土遺物は弥生中期後葉～後期前

葉の時間幅で捉えられるので、SK-739は弥生後期前

葉の遺構と考える。
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６炭化物集積

ＳＸ－６６９

Ｂ区南端のDI-31区で、Ⅲ層を精査しながら掘り下

げていく過程で、径５cm未満の角張った炭化物片や土

器片が､約50cm四方にわたって広がる状況を確認した。

掘り形ラインなどは認められず、SX-669として遺物

の取り上げや記録化を進めた。Ⅳ層上面でも掘り込み

を伴った遺構は確認できなかったので、掘り形があっ

てもⅢ層中に収まるものと考えられる。

SX-669では、弥生土器片が約30点出土している（図

170-1～３)。１は、翌の口縁部破片で、「く」字形に

折れる口縁で、端部を上方に摘み上げる。２は、壷の

肩部破片で、外面に刷毛目工具の小口部を押捺した短

斜線文が巡る。３は、斐の肩部破片で、頚部との境に

は強い横ナデ調整が施されて凹む。いずれも弥生時代

中期後葉～後期初頭に比定できる。

SX-669周辺の土を水洗選別した。長辺１cm、幅４

ｍほどの炭化した木材片などがある。

出土遺物は弥生中期後葉～後期初頭のものである

が、SX-669の下部で出土したSC-670が弥生後期前葉

に位置づけられることから、後期前葉以降の遺構と考

えられる。

７立柱痕跡をもつ柱穴、小穴

Ｂ区では多くの小穴が出土している。その中で、

SP－６０８．６２６．６５６．６８３．７１５．７１６．723.724.731.

737では、立柱痕跡を確認できた。しかし、周辺に掘

立柱建物や柵列などを構成する柱穴や杭穴はみられな

い。これらに、SP-607・６０９．６１１．６３７．６５９．６６１．

７０２を加えて、代表的な柱穴・小穴として報告する。

この他の小穴については、巻末の遺構一覧表を参照さ

れたい。

SP-607（図171,図173-1）

SC-606の床面で検出した。長径74cm，短径70cm，深

さ12cmの楕円形の掘り形をもつ。立柱痕跡は確認され

ていない。埋土は埋土ａに分類でき、上下の①．②層

ともに、黒褐色砂質シルトで、径２皿大ほどの角張っ

た小喋を多く含む。②層の方が①層より黒みが強い土

色である。

埋土中から､弥生後期前葉の壷の口縁部破片１点(図

173-1）を含む、壷や喪の胴部破片５点が出土してい

る。

出土遺物と埋土の特徴から、弥生後期前葉の小穴と

考えておく。

SP-608（図171）

DH-38区で出土した。SC-605を切る。径42～45cm，

深さ15cmの円形掘り形をもち、北東よりで径19cmの立

柱痕跡を確認できた。

立柱痕跡の①層は黒褐色砂質シルト。掘り形埋土の

１７０

②層は、黒褐色砂質シルトで、砂牒が多く混じる。

遺物は出土していないが、埋土に砂喋が多く混じる

特徴と、切り合い関係から古墳後期の遺構と考えた。

SP-609（図171）

DH-38区に位置する。東半部は撹乱で破壊され、

SC-605を切っている。径56cm、深さlOcmの円形の掘り

形をもつ。

埋土上部の①層は黒褐色砂質シルト。②層は、①層

に比べて茶色みをおびる。

遺物は出土していないが、切り合い関係から古墳後

期と考えられる。

SP-611（図１７１，図172）

Ｂ区北半部のDH-39区に位置する。西半部は撹乱で

破壊され、南半部はＳＤ-604.610に切られ、全形は不

明である。残存径46cm，深さ2.5cmの掘り形をもつ。

埋土上部から29点の遺物が出土している。多くは近

現代の瓦片や陶磁器・土器片である（図172-1～11)。

、／

ロ １０ｃｍ

図１７ＯＢ区SX-669出土遺物実測図（縮尺1/3）
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端部は面取り気味に丸くおさめられる。他に、赤色頁

岩の剥片と、鉄津１点が出土している。

SP-611は、出土遺物から近世・近代に下る遺物があ

る。しかし、切り合い関係からは古墳後期以前と考え

られる。

SP-626（図171、図174-3～６）

Ｂ区のほぼ中央部のＤＨ－３５．３６区で出土している。

長径90cm，短径53cm，深さ16cmの長楕円形の掘り形を

もち、中央部で径19cmの立柱痕跡を確認できた。

立柱痕跡にあたる①層は黒褐色砂質シルト。掘り形

埋土の②層は、黒褐色砂質シルトで、小石や砂牒が非

SＰ－６０９

１７１

ＳＰ－６１１

一二

Ｈ

､-画

１．２は、須恵質土器の壷または蕊の胴部破片で、い

ずれも古代の遺物である。３は、備前焼の壷の口縁部

破片。口縁端部は丸く折り曲げられ､玉縁状を呈する。

４は、古代の土師器皿の底部破片。６は、陶器の鉢の

口縁部破片で、口縁部内面に突帯が巡る。５．７．８

は括り鉢。５は陶器。口縁端部を外方に拡張する。７．

８は備前焼。７は、口縁部片で端面に２条の凹線が施

され、内面下半部に揺り目が施される。８は、胴部破

片で、内面に７条１単位の揺り目が施される。９は、

陶器製の人形で、胴部は中実。１０は陶器の蓋。天井部

に直径約２cmのつまみをもつ｡１１は陶器の壷口縁部片。
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１７２

小石が２．３点混じる。また、径１cm大のにぶい黄褐

色砂質土塊が点々とみられる。①層の先端部は尖って

おり、杭状の柱が打ち込まれたと考える。掘り形埋土

の②層は、黒褐色砂質土で、にぶい黄褐色砂質土がう

すい縞状となって混じる。①．②層ともに埋土ａに分

類できる。

②層からは、弥生中期の莞の胴部破片２点、壷の胴

部破片１点が出土している。しかし、小片で、図示で

きなかった。この他、埋土として取り上げた遺物に、

弥生土器の壷や莞の胴部破片約１０点がある。その中で

３点を報告する（図173-3～５)。３は、長頚壷の頚

部～肩部の破片で､弥生中期～後期に位置づけられる。

４は､壷の頚部小片で､頚部と肩部との境に突帯が巡っ

ていたが、剥離・欠損している。弥生中期後葉～後期

前葉。５は、壷の肩部破片で、弥生後期前葉～中葉に

比定できる。

出土遺物と埋土の特徴、SC-670を切っていることか

ら、弥生後期前葉～中葉の柱穴と考える。

SP-659（図171,図173-6）

Ｂ区南半部のDH-32区で出土した｡SK-662に切られ、

SK-695を切る。掘り形は、長径84cm，短径65cm、深

さ19cmの長円形で、底面はほぼ平坦である。

埋土上部の①層は黒褐色砂質シルト｡下部の②層は、

黒褐色砂質シルトで、にぶい黄褐色砂質土が比較的多

く混じり、全体に明るい土色となっている。

埋土から弥生土器の壷や謡の胴部破片約10点が出土

しているが、図化できるものはない。上面のⅢ層部分
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常に多く混じる。

出土遺物には、弥生土器の壷や妻の胴部破片１３点が

ある。４点を報告する（図１７４３～６)。３は弥生土

器の壷の肩部破片、４は莞の底部に近い胴下半部の破

片、５は鉢の肩部破片である。いずれも弥生中期～後

期のものである。６は口縁部が短く伸びる土師器の謡

である。古墳後期に比定される。また、②層から近代

の瓦片、弥生土器の莞の小片が出土している。

埋土の特徴は、黒褐色であり埋土ａに分類できるが

出土した近世の遺物があるので､近世の柱穴と考える。

SP-637（図171）

Ｂ区中央部のDH-36区に位置する。径40～43cm、深

さ28cmの歪な円形の掘り形をもつ。

埋土は砂操が多く混じる灰褐色シルトで、埋土ｃに

分類できる。底面に礎板と考えられる長辺25cm、最大

幅25cm，厚さ１１．６cmの扇平な花尚岩が据えられている。

遺物は出土していないが、埋土の特徴から、古代以

降の柱穴である可龍性が高い。SP-637の北側には、近

世と考えられるSB743が存在する。掘立柱建物を構

成する柱穴には､SP-637同様に根石が据えられている。

このことから、調査区西側にかけて、SP-637を伴った

掘立柱建物が展開していると考えられる。

SP-656（図171、図173-3～５）

Ｂ区南端のＤＨ-31.32区に位置する。SC-670を切る。

径50～58cm，深さ１９cmの楕円形掘り形をもつ。径20ｃｍ

の立柱痕跡をもつ。

立柱痕跡の①層は、黒褐色砂質土で、径２cmほどの

図１７２Ｂ区SP-611o628出土遺物実測図（縮尺1/3）
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からも、弥生土器片３点が出土しており、２点を報告

する（図173-6)。６は、口縁端面と下端部を同時に

強く横ナデするため端面に３～４条の凹凸が生じてい

る。また、弥生土器の蕊の底部が出土したが、SC-670

から出土した破片と接合する（図115-28)。

出土遺物と切り合い関係から、SP-659は弥生後期中

葉～古墳中期の遺構と考えられる。

SP-661（図171）

Ｂ区南半部のDH-32区で、SC-670の埋土上面を精査

する過程で検出できた。径54cm、深さ１５cmの楕円形の

掘り形をもつ。
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埋土①層は、黒褐色砂質シルトで、少量のにぶい黄

褐色砂質土が混じる。②層は､にぶい黄褐色砂質土で、

黒褐色砂質シルトの小指先大の塊が点々と混じる。③

層は、黒褐色砂質シルトで、にぶい黄褐色砂質土が少

量混じる。④層は、にぶい黄褐色砂質土で、黒褐色砂

質シルトの径１cm大の塊が点々と混じる。

埋土から、弥生土器の壷や謡の胴部片４点が出土し

ている。いずれも弥生中期～後期。しかし、弥生後期

中葉に位置づけられるSC-670を切ることから、弥生

後期前葉以降の小穴と考える。
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SP-683（図171,図173-12）

Ｂ区南端のDI-31区に位置する。ＳK－６８４．７２５．７３２

やSP-715を切る。長径55cm，短径46cm，深さ24cmの

長楕円形の掘り形をもち、径17cmの立柱痕跡を確認で

きた。

立柱痕跡である①層は、黒褐色砂質土で、炭化物の

174

小片がごく少量混じる。掘り形埋土の②層は、黒褐色

砂質土で、にぶい黄褐色砂質土が多く混じる。

遺構検出面の上部のⅢ層から、弥生中期～後期の壷

の胴部６点、莞４点などが出土している。いずれも小

片で、莞１点を図化できるにすぎなかった（図

173-12)。１２は、「く」字形に外反する口縁部で、口縁

端面に２条の凹線文が施される。頚部の付け根には突

帯が貼り付けられている。突帯には平織りの布を巻い

た指頭を押し当てた刻目が巡る。

切り合い関係と出土遺物から、SP-683は弥生後期前

葉以降の柱穴と判断した。

SP-702（図１７１，図１７４７～10）

Ｂ区南半部のDI-31区に位置する。SP-678に切られ

る。残存長辺80cm・最大幅62cm、深さ16cmの長楕円形

の掘り形をもつ。

埋土は、径２～３mmの砂喋が多く混じる暗褐色砂質

土で、灰白色砂質土・黄褐色シルトが含まれる。

埋土から、４０点近くの弥生十器や土師器の破片が出

土している。ただし、下部遺構の埋土との違いが明瞭

でなかったため、本来下部遺構に伴う遺物を含んでい

る可能性も残る。

図化できたのは４点の遺物である（図１７４７～10)。

７は、弥生土器壷の口縁部破片で、端部を上下に拡張

し、口縁端面に５条の凹線文を施す。８は、斐の肩部

破片で、頚部の付け根に突帯を貼り付け、指頭で刻目

を施す。９は、弥生土器の鉢の肩部破片。１０は、土製

品で､大半を欠損するが､端部の一部のみが残存する。

この他に、SK-693から出土した古墳中期に比定され

る蕊の胴部破片が出土したが、SK-693出土の破片と

接合した（図148-10)。

以上から、SP-702は古墳中期の小穴と考える。

SP-715（図171）

Ｂ区南端のＤＨ・DI-31区で出土した。SP-683に切

られ、SK-725・SK-732を切る。径44cm、深さ18cmの

円形の掘り形をもち、中央北よりで径16cmの立柱痕跡

を確認できた。

立柱痕跡である①層は、黒褐色砂質シルトで、にぶ

い黄褐色砂質土が薄く縞状に混じる。掘り形埋土の②

層は黒褐色砂質土、③層は暗灰色砂質土である。

埋土から、弥生中期～後期と考えられる壷や謡の胴

部破片３点が出土している。

切り合い関係と出土遺物から、SP-715は弥生後期の

柱穴と考えられる。



SP-716（図171）

Ｂ区南端のDH-31区に位置する。SK-725と一緒に

調査を進めたため、混乱がある。SK-732を切り、

SC-670に切られる。径39cm，深さ１８cmの円形掘り形を

もち、径16cmの立柱痕跡を確認できた。

立柱痕跡である①層は黒褐色砂質シルト。掘り形埋

土の②層は、黒褐色砂質シルトで、にぶい黄褐色砂質

土が多く混じる。

掘り形埋土である②層から、縦方向にへうミガキを

施した謡の胴部破片１点、刷毛目調整を施した尭の胴

部小片が１点出土している。

出土遺物や切り合い関係から、弥生後期の柱穴と考

えられる。

ＳＰ員723（図171）

Ｂ区南部のＤＨ・DI-31区で出土した。SK-725と

SP-687に切られる。掘り形のl/4ほどしか残存しない

が、径17cmの立柱痕跡を確認できた。

立柱痕跡の①層は黒褐色砂質シルト。掘り形埋土の

②層は、黒褐色砂質シルトで、にぶい黄褐色砂質土が

多く混じる。

埋土中から、弥生土器の壷や喪の胴部破片３点が出

土した。切り合い関係から､弥生後期の遺構と考える。

SP-724（図171、図173-18～20）

Ｂ区南半部のDH-32区に位置する。SC-670・SK-695

の下部で検出した。径56～58cm、深さ42cmの楕円形の

掘り形をもつ。

埋土①層は、黒褐色砂質シルトで、径２cm前後のに

ぶい黄褐色砂質土塊が多く混じる。立柱の抜き取り後

の流入土である。底面から、立柱痕跡の径は20～22ｃｍ

と推定できる。②。③層は掘り形埋土。②層は、黒褐

色砂質シルトで、にぶい黄褐色砂質土が混じる。③層

は、にぶい黄褐色砂質土で、少量の黒褐色砂質土の小

塊が点々と混じる。

埋土から、弥生土器の壷や蕊の破片が16点出土して

いる。３点を報告する（図173-18～20)。１８は、壷の

口縁部～肩部の破片で、口縁端部に面取りを施す。弥

生後期中葉～後葉に比定できる。１９は、壷の肩部破片

で、頚部の付け根には凹みが巡る。外面及び内面上部

には板状工具によるケズリ調整が施される。２０は、尭

の上げ底片で、弥生中期後葉のものである。

調査当初はSP-724がSC-670に切られると考えてい

たが、整理作業の段階でSP-724出土土器に弥生後期

後葉に下るものが含まれていることを確認した。

１７５

ＶＢ区の遺構・遺物の調査記録

SP-724がSC-670に切られているとすれば弥生後期前

葉以前の位置づけとなり、出土遺物と翻儲が生じるこ

とになる。

SC-670埋土出土遺物の中に土師器が見られること

から、SC-670埋土中には未確認の掘り込みが存在した

と想定されるため、本来はSP-724がSC-670埋土を掘

り込んでいたと考えられる。そのため、SP-724は弥生

後期後葉の遺構と考えておく。

SP-737（図171）

DI-31区に位置する。調査段階では、SP-684として

いたが、遺構番号が重複しているの気づき、SP-737に

変更した。南半部は撹乱で破壊されている。径40cm，

深さ28cmの円形の掘り形をもち、径15cmの立柱痕跡を

確認できた。埋土①層は、暗褐色砂質土で、灰白色の

径１ｍ前後の砂喋が混じる。立柱痕跡である②層の上

部にみられることから、SP-737廃棄後に流入した土層

と判断した。暗褐色砂質シルトである。掘り形埋土の

③層は、径１，前後の砂粒が混じる暗褐色砂質土で、

不定形の明黄褐色土塊が多く混じる。

①層から出土した弥生土器は、SK-739出土の破片

(図169-5）と接合する。SP737が廃絶した後に流れ

込んだものである。③層からは、外面にヘラミガキ調

整を施した尭片、炭化物片が数点出土している。

出土遺物から､弥生中期～後期の遺構と考えられる。
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ＶＢ区の遺構・遺物の調査記録

８Ⅲ層出土の遺物

Ｂ区では、北部のＤＨ-38.39区と、南部のＤＨ．

D1-31.32区でⅢ層が部分的に分布する。このⅢ層を

掘り下げ中にも遺物が出土した。とくに、南部では掘

り形ラインを検出できていないものの、炭化物や土器

片が多くみられ、遺構埋土である可能性が高い。Ⅲ層

は、１ｍグリッドを設定し、Ⅲ層下部で遺構検出でき

たものについては、個々の遺構の報告を行う中で報告

を行った。以下では、その他のⅢ層から出土した遺物

を報告する。

Ⅲ層出土の遺物は、大半が弥生土器であるが、古墳

時代の土師器や須恵器、古代・中世の遺物が少量混じ

る。

図175‐１～50,図176‐１～22は弥生土器である。図

175-16はＢ区北端部、他は南端部で出土している。

図175-1～10は壷口縁端部片である。１は、口縁端

面に浅い凹線文が９条巡り、端部下端に円形刺突が施

される。３．４は、口縁端部を上下に拡張し、端面に

凹線文を施す｡５～７の口縁端部は上下に拡張される。

８の直立した口縁部外面に凹線文が６条施される。吉

備地方によく見られるものである。９は、口縁端部を

上方に拡張し、端面に斜線文を施文する。１１．１２は壷

あるいは莞の口縁部片である。
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１３～16は壷の肩部および胴部破片である。１３は外面

に突帯を貼り付ける。１４は､外面に沈線を１条巡らし、

下方に刷毛目工具の小口部を押捺して短斜･線文を施文

する。１６の外面には、指頭痕が明瞭に残る。土師器の

可能性も残る。

１７～22は壷の底部。１７は中央がやや張り出す不安定

な底部。１８はわずかに上げ底を呈する。１９．２１．２２は

平底。２０は平底だが安定感を欠く。

２３～50は蕊である。２３～38は口縁部の破片。２３．２４

の端面には凹線文が巡る。２５．２６も口縁部破片で、口

縁端部を上方に拡張する。２７の口縁端面は凹線状に窪

む。２８～30も口縁端部を上方に摘み出す。３２．３５は、

強いナデ調整によって口縁下端部がやや突出する。３４

は「く」字形の口縁部をもち、頚部内面に明瞭は稜が

生じている。３６．３７は、口縁端部を面取りし、３８は尖

りぎみにおさめる。

３９は頚部～肩部の破片。４０は胴上半部の破片。４１は

莞の頚部～肩部の破片。内面に明瞭な稜が巡る。４２は

胴上半部の破片。頚部の付け根に押圧文が施された突

帯を貼り付ける。
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４３～50は、莞の底部の破片。いずれも上げ底である

が、４3のように脚台底状を呈するものや、５Oのように

平底に近いものがある。

図176‐１～９は高坪である。１～３は杯部破片で、

外面には凹線文が巡る。４は杯部の破片、５～９は脚

部の破片である。６の外面には浅い沈線が６条巡り、

下部には未完通の矢羽根状透かしが施される。７．８

の外面には、幅広の凹線文が施された後、矢羽根状透

かしが穿孔される。

１０～19は鉢。１８は脚台付き鉢の胴部破片。外面には

刻目を施した突帯が２条巡る。突帯上には、棒状浮文

が貼り付けられる。突帯上部には、貝殻施文による刺

突文が羽状に施され、刺突文と突帯との間には、突帯

整形時に付着した爪痕跡が巡る。中国地方によく見ら

れる器形だが、胎土は在地産と考えられる。１９は、平

底で、外底面に草木類の付着痕が残る。２０～22は、小

型の喪あるいは鉢の底部破片。いずれも上げ底状であ

る。２２の外底面にはヘラミガキ調整が施されている。

古墳時代以降の遺物は極端に少ないが、須恵器や土

師器、備前焼などがある。



２３～28は須恵器。23.24は坪身の破片。25.26は腿。

25の口縁端部内面には段が巡る。２６は焼成不良品であ

る。２７は壷もしくは謡の胴部破片。２８は、坪の底部破

片で､外底面Iこへラ切り痕が残されている。須恵器は、

いずれも調査区南部から出土している。２３～27は古墳

中～後期、２８は古代。Ｂ区南半部では、掘立柱建物や

土漉・柱穴などの古墳中～後期の遺構があり、これら

の遺構に関連する遺物と考えられる。

２９．３０は土師器である。２９は復元径７cm・器高L3

cmの皿。口縁端部を尖り気味におさめる。３０は「く」

字形を呈する古代の蕊の口縁部破片である。３１．３２は

播り鉢。３１は陶器製、３２は備前焼製である。
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石器・石

磨石（図１７

以上の他

ＶＢ区の遺構。遺物の調査記録

製品には、砂岩の台石（図177-1)、砂岩の

7-2)、緑色片岩の剥片（図177-3）がある。

に、調査区中央部を南北に縦断する撹乱溝

やＩ層から、弥生土器や須恵器・土師器、近現代の陶

磁器。瓦などがコンテナ（54cm×38cm×14cm）２箱分

出土している。そのうち５点の弥生土器を掲載してい

る（図版47)。⑲・⑳は壷の口縁部片である。⑲の口

縁端面には２条１単位で「ハ」字形に斜線文を施す。

⑳は拡張した口縁端面に凹線文を３条施す。⑳．＠は

要の口縁部片。⑳は鉢の口縁部片である。



Ⅷまとめ

１古代～中世

Ａ区では、自然流路のSR-400が埋没した後、その

谷状の窪地を利用して、水田の開田・経営と廃絶が繰

り返されていることを明らかにできた。最上層の水田

であるⅡ‐２－②（上層水田）層では、微高地部分を

含めたＡ区全域が水田化されている。Ⅱ‐２－②（上

層水田）層が廃絶されるまでの層序は、以下のように

整理できる。

SR400③層：自然流路SR400の円牒から構成

される中州堆積物

SR400②層：中州の間を埋める流水による堆積

物

SR-400①層：SR-400に恒常的な流水がなくな

り周囲から流れ込んで堆積した土

層

Ⅱ‐２－⑥層：SR-400が埋積された谷状の窪地

での下層水田の開田と経営

Ⅱ‐２－⑤層：下層水田を廃絶させた洪水堆積

ＳD－２０８．２０９：Ⅱ‐２－⑤層を切り込む溝（水田

層が伴うものと考えられるが、上

層のⅡ‐２－④層の耕作で削平さ

れたと判断した）

Ⅱ‐２－④層：中層水田の開田と経営

Ⅱ‐２－③層：中層水田を廃絶させた洪水堆積

Ⅱ‐２－②層：微高地上を含めたＡ区全域での上

層水田の開田と経営

Ⅱ‐２－①層：上層水田を廃絶させた洪水堆積

SR-400に恒常的な流水がある時期を示す②．③層

や、流水がなくなりSR-400を埋積する①層からは、

多くの弥生土器とともに、古墳後期、奈良時代、平安

時代の遺物が出土している。したがって、SR-400は弥

生時代から古代後半の自然流路と考えられる。また、

Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層～Ⅱ‐２－①層から出土する

遺物は、弥生時代～古墳時代の遺物もあるが、古代後

半～中世前期の遺物が大半を占める。当該期に水田の

開田と廃絶が繰り返されたことになる。

加えて、Ａ区南半部の微高地上では掘立柱建物や柵

列、土壌などが営まれ、さらに畠跡と考えられる華に

よる耕作痕跡を検出した。これらの時間的な関係を整
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理し、有機的な遺構の配置関係を把握するためには、

まず出土遺物の時間的変遷を検討する必要がある。

（１）出土遺物の年代的位置づけ

Ａ区では、古代後半～中世前期を、層序的に

SR-400②．③層→SR-400①層→Ⅱ‐２－⑥（下層水田）

層→Ⅱ‐２－⑤層→ＳＤ-208.209→Ⅱ‐２－④(中層水田）

層→Ⅱ‐２－③層→Ⅱ‐２－②（上層水田）層→Ⅱ‐２‐

①層の９時期に区分できた。こうした層序・遺構で明

らかにできる時期区分を基準として、出土遺物の時間

的関係を明らかにしていく。

ただし、出土遺物のほとんどは破片である。全形が

把握できるものは、土師器皿･塊･坪、黒色土器、瓦器、

白磁碗がある。ここでは、比較的出土量がある土師器

皿・椀・坪、黒色土器で型式分類を行い、層序関係か

らその型式変遷を把握する。出土量が少ない瓦器、白

磁碗などは､出土層準から時間的な位置づけを試みる。

また､SD-208.209はⅡ‐２－⑤層を切り込む溝であるが、

発掘調査時にはⅡ‐２－⑥層上面で検出した｡そのため、

Ⅱ‐２－⑤層の遺物の中には、本来ＳD-208.209に埋

積された遺物も含まれていることとなった。この点に

ついても留意して検討を進めた。

１）土師器

(ａ）皿

土師器皿は、体部のひらき方、法量、外底面に残る

切り離し痕から、ＨＳの略号を冠し、ＨＳ①～ＨＳ⑥に

分類する。

ＨＳ①：全体の形状は須恵器皿に近く、出土量は少

ないが、口径10.5～12cm・底径８～９cmを

測り、後述するＨＳ②～ＨＳ⑥と比べて口

径が大きな平皿形である。体部下半で緩や

かに反転するもの（図178-1）や、体部が

直線的にひろがり口縁部をわずかに反転さ

せるもの（図178-2）がある。

ＨＳ②：体部下半が膨らみ、中位で反転して緩やか

に口縁部へと続く。ＨＴ①と比べて小形で、

口径8.5cm前後、底径5.5～6.5cmを測る。外
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底面に回転へラ切り離し痕が残るものがあ

る（図１７８－３．４)。

ＨＳ③：体部下半が内湾し、中位で稜をつくってさ

らに内湾してのびる。底部の切り離し方法

を確認できる資料はない。ＨＳ②よりも一

まわり小形で、口径８cm前後、底径５～5.5

ｃｍを測る（図178-5.6)。

ＨＳ④：体部全体が内湾しながらひろがり、口縁部

付近を短く折り曲げる。回転へラ切り離し

痕を外底面に残すものがある。口径85ｃｍ

前後、底径6.5cm前後（図178-7.8)。

ＨＳ⑤：体部下半が膨らみ、中位からほぼ直線的に

のびる。外底面に回転糸切り離し痕が残る

ものが含まれることが､大きな特徴である。

口径７～８cm前後、底径５～5.5cmと、ＨＳ

③と同じく小形品である（図１７８－９．１０)。

ＨＳ⑥：体部全体が膨らみをもちながら立ち上がる

もの、ほぼ直線的にのびるものがある。外

底面の切り離し方法を確認できる資料はな

い。法量的には、口径7.5cm、底径６cm前

後の小形の皿である（図178-11～１３)。

以上、ＨＳ①はSR-400③．①層～Ⅱ‐２－⑥（下層

水田）層から出土している。ＨＳ②はⅡ‐２－⑥（下層

水田）層～Ⅱ‐２－③層、ＨＳ③はＳＤ-208.209、ＨＳ

④はＳＤ-208.209～Ⅱ‐２－④（中層水田）層、ＨＳ⑤

はＳＤ-208.209～Ⅱ‐２－①層、ＨＳ⑥はⅡ‐２－④（中

層水田）層～Ⅱ‐２－③層から出土している。したがっ

て、ＨＳ①→ＨＳ②→ＨＳ③＋ＨＳ④＋ＨＳ⑤→ＨＳ⑥

の変遷を読み取ることができる（以下、→は古→新、

＋は同時併存をあらわす)。この他、後述するⅡ‐２‐

③層出土の黒色土器皿と共通する形状を持つ例がある

(図178-14)。Ⅱ‐２－④(中層水田)層から出土しており、

HS⑥と同時期のものと考えられる。

(ｂ）塊

土師器椀は、輪高台がつくものと、平高台とも呼ば

れる円盤高台がつくものの２者がある。以下、輪高台

のものにＨＷＷ、円盤高台のものにＨＷＥの略号を冠

して分類する。

ｉ）輪高台坑

輪高台がつく椀は、遺物の中でもっとも出土量が多

いが、全形が明らかなものは１点しかない。そこで、

体部の膨らみと高台部の形状で分類し、同じ層位から

出土している体部破片を検討して、全体の器形を復元
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しながら、ＨＷＷ①～ＨＷＷ⑧を設定した。

ＨＷＷ①：太い断面三角形の高台部である（図

178-22)。ＨＷＷ①はSR400③層から出土

しているが、確実に塊と考えられる体部破

片はみあたらない。

ＨＷＷ②：断面台形の高台部で、高台の先端部が

外方へ小さく摘み出したように跳ね上がる

（図178-23～25)。ＨＷＷ②はSR-400③層～

Ⅱ‐２－④(中層水田)層から出土している。

SD-208から出土している、全体が丸みを

おび、口縁部を横ナデするためにわずかに

外反する体部（図178-38）がつくものと考

える。

ＨＷＷ③：断面台形の高台部をもつ（図178-26.

２７)。ＨＷＷ③はⅡ‐２－⑥（下層水田）層

～Ⅱ‐２－④（中層水田）層から出土して

いる。これらの層準でみられる塊の体部破

片の中で、丸みをおびた体部で、口縁部周

辺で反転して緩やかに外反するもの（図

178-39）がつくと考える。

ＨＷＷ④：ＨＷＷ③と同じく断面台形あるいは細

長い長方形の高台部をもつが、高台先端

が丸く収められる。そのため、高台が三角

形状になったものがある（図178-28)。ま

た、外方に膨らみ気味の高台もある（図

178-29)。全形が明らかな資料がある。

いる。これらの層準でみられる塊の体部破

片の中で、丸みをおびた体部で、口縁部周

辺で反転して緩やかに外反するもの（図

178-39）がつくと考える。

ＨＷＷ④：ＨＷＷ③と同じく断面台形あるいは細

長い長方形の高台部をもつが、高台先端

が丸く収められる。そのため、高台が三角

形状になったものがある（図178-28)。ま

た、外方に膨らみ気味の高台もある（図

178-29)。全形が明らかな資料がある。

ＨＷＷ③の体部と比べて、体部の丸みがな

く、口縁部周辺の反転も緩やかな体部がつ

く（図178-40.41)。また、ＨＷＷ④はⅡ‐

２－⑤層～Ⅱ‐２－①層から出土しており、

Ⅱ‐２－⑤層で出土している、反転部が中

位にある体部破片も、ＨＷＷ④のものと考

える（図178-42.43)。

ＨＷＷ⑤：ＨＷＷ④と比べて、高台の先端が横ナデ

で細長く高い(図178-30～32)。ＨＷＷ⑤は、

Ⅱ‐２－④（中層水田）層～Ⅱ‐２－①層か

ら出土している。とくに、Ⅱ‐２－④（中

層水田）層からみられる、口縁部周辺や

体部中位の反転がほとんど目立たない体部

がつくものと考えられる（図178-44.45)。

この他、口縁部先端を短く強く屈曲させる

体部も考えられる（図178-51)。

ＨＷＷ⑥：ＨＷＷ①～ＨＷＷ⑤と比べて、体部下



半が緩やかにひろがり､見込み部分が広い。

高台は、先端が丸く収められた台形・三角

形で、小さく低いものが目立つ（図178-33

～35)。外底面に回転糸切り離し痕が残る

ものが含まれる。外面に指頭痕が多く残

り中位が窪む体部がつくものと考えられる

（図178-46.47)。

ＨＷＷ⑦：先端が丸く収められた断面三角形や台形

の高台で、ＨＷＷ⑥と同じく小さく低い。

体部下半の立ち上がりが緩やかで、外底面

が膨らむ（図178-36.37)。体部中位の窪

みがほとんど目立たず、ほぼ直線的にひろ

がる体部がつくと考えられる（図178-48)。

ＨＷＷ③：Ⅱ‐２－②（上層水田）層～Ⅱ‐２－①層

から出土した破片の中に、口縁部がわずか

に内湾して外形が膨らむものがある。高台

部は不明であり、坪の可能性も残すが、両

黒土器坑にも同様な形状をもつ体部破片が

あるので、境に分類した（図178-49.50)。

輪高台をもつ塊の中で、ＨＷＷ①はSR400①層、

ＨＷＷ②はSR-400①層～Ⅱ‐２－④（中層水田）層、

ＨＷＷ③はⅡ‐２－⑥(下層水田）層～Ⅱ‐２－④（中

層水田）層、ＨＷＷ④はⅡ‐２－⑤層～Ⅱ‐２－①層、

ＨＷＷ⑤はＳＤ-208.209～Ⅱ‐２‐①層、ＨＷＷ⑥

はⅡ‐２－④（中層水田）層～Ⅱ‐２－①層ＨＷＷ

⑦はⅡ‐２－③層～Ⅱ‐２－①層、ＨＷＷ③はⅡ‐２

－②（上層水田）層～Ⅱ‐２－①層から出土してい

る。したがって、ＨＷＷ①＋ＨＷＷ②→ＨＷＷ③

→ＨＷＷ④→ＨＷＷ⑤→ＨＷＷ⑥→ＨＷＷ⑦→

ＨＷＷ③の変遷を読み取れる。

、）円盤高台椀

円盤高台をもつ塊は、輪高台塊と比べて出土量は

少ない。底部から胴部下半の形状、高台部の厚み、

底部の切り離し方法から、ＨＷＥ①～ＨＷＥ④に分

類できる。

ＨＷＥ①：体部が底部からほぼ直立してのび、体部

下半で屈曲して、膨らみをもつ体部に仕上

げる。体部下半の屈曲部には内外面に稜線

がはしる（図179-1.2)。

ＨＷＥ②：底部からほぼ直立して体部が立ち上がる

が、ＨＷＥ①と比べて、体部下半の屈曲は

緩やかである（図179-3.4)。

ＨＷＥ③：ＨＷＥ①．②の底部側面にみられる立ち
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上がりが緩やかになり、体部下半の屈曲も

ほとんど目立たず、外形的には緩やかに内

湾しながら体部が立ち上がる。口縁部は直

線的にのび、口縁先端の内面を横ナデして

やや尖り気味に仕上げる（図179-5)。

ＨＷＥ④：厚い円盤状の高台が貼り付けられた形状

をもつ。外底面に回転糸切り離し痕が残る

ものが含まれる（図１７９－６．７)。

以上の中で、ＨＷＥ②はSR-400①層～Ⅱ‐２－④

（中層水田）層、ＨＷＥ③はⅡ‐２－⑥（下層水田）

層～ＳD-208.209、ＨＷＥ④はⅡ‐２‐④（中層水

田）層～Ⅱ‐２－②（上層水田）層から出土してお

り、ＨＷＥ②→ＨＷＥ③→ＨＷＥ④の変遷を読み取

れる。また、ＨＷＥ①は、出土量は他と比べて少な

く、Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層とＳＤ-208.209から

出土しているが、体部下半の屈曲が明確である点か

ら、ＨＷＥ②との共存、もしくは先行する型式と考

える。

(ｃ）坪

出土資料.は破片がほとんどで、全体の形状がわから

ないものばかりである。そこで、外底面の切り離し方

法と底部から体部へのひらき具合から、ＨＴ①～ＨＴ

③に大きく分類しておく。

ＨＴ①：外底面に回転へラ切り離し痕が残る。全

体に丸みをおびた体部がつくと考えられる

（図178-15～17)。

ＨＴ②：外底面に回転へラ切り離し痕を残すが、

ＨＴ①と比べて体部下半がひらき、ＨＴ③

に近い体部形状をもつ（図178-18)。

ＨＴ③：外底面に回転糸切り離し痕が残る。体部下

半が大きくひらく（図178-19～21)。

ＨＴ①はSR-400③。①層からみられ、Ⅱ‐２－⑥

(下層水田）層、Ⅱ‐２－⑤層から出土した坪でも確

認できる。ＨＴ②の確実な出土例は、Ⅱ‐２－⑤層～

SD-208.209のものである。これに対して、ＨＴ③は、

Ⅱ‐２－④(中層水田)層とⅡ‐２－③層で出土している。

２）黒色士器

黒色土器には、内黒土器と両黒土器がある。器種

的には碗と皿がみられるが、皿は数点が出土してい

るにすぎない。ここでは、黒色土器塊を、内黒土器に

KUW、両黒土器にＫＲＷの略号を冠して、型式分類

を行った｡
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ｉ）内黒土器坑

高台部と体部の形状からＫＵＷ①～ＫＵＷ④に分類

する。

ＫＵＷ①：断面三角形の輪高台をもつ。高台部の先

端がやや尖り気味で、外方に反る（図

１７９－１６．１７)。丸みをおびて口縁部はわ

ずかに折り曲げる体部（図179-8）がつ

く。

ＫＵＷ②：断面台形の輪高台をもち、丸みをおびる

体部がつく（図179-18.19)。土師器の

輪高台坑のＨＷＷ③と同じく、口縁部

付近で稜線をもって強く反転して湾曲す

る体部（図179-9.10）がつくと考える。

ＫＵＷ③：断面台形の高台部の先端が丸く収められ

る（図179-20.21)。土師器の輪高台塊

のＨＷＷ④と同じく、体部の丸みがな

く、口縁部周辺の反転が緩やかな体部(図

179-11～13）がつく。

ＫＵＷ④：高台部の形状はＫＵＷ③と共通するが、

ＫＵＷ①～ＫＵＷ③と比べて、体部下半

の立ち上がりが緩やかで、見込み部分が

広い。体部は口縁部付近の反転が暖昧で

ある（図179-14.15)。

内黒土器坑の中で、ＫＵＷ①はSR-400①層～Ⅱ‐２

－⑥（下層水田）層ＫＵＷ②はⅡ‐２－⑥（下層水田）

層～Ⅱ‐２－③層､ＫＵＷ③はⅡ－２－⑤層～Ⅱ‐２－②(下

層水田）層、ＫＵＷ④はＳＤ-208.209～Ⅱ‐２－③層そ

してⅡ‐２－①層から出土している。ＫＵＷ①→ＫＵＷ

②→ＫＵＷ③＋ＫＵＷ④の変遷を追うことができる。

ｉｉ）両黒土器坑

内黒土器の塊と同様に、高台部と体部の形状から、

KRW①～ＫＲＷ⑤を設定できる。

ＫＲＷ①：高台部の破片が１点しかない。断面台形

の輪高台がつく。内黒土器坑のＫＵＷ①

～ＫＵＷ③と同じく、体部は丸みをおび

るものと考えられる（図179-28)。

ＫＲＷ②：ＫＵＷ④と同じく、体部下半の立ち上が

りが緩やかで、見込み部分が広い。高台

は断面台形や、先端が丸く収められた

三角形である（図179-29～32)。体部は、

中位に指頭痕が集中して残り、この部分

が窪む（図179-29～32)。体部の形状は、

土師器の輪高台境ＨＷＷ⑥と共通する。
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KRW③：ＫＲＷ②と同じく、 体部下半の立ち上が

りが緩やかで、 見込み部分が広い。 しか

し、高台は小さく 低い断面三角形や台形

で、外底面が膨らむ。土師器の輪高台椀

ＨＷＷ⑦と同じく、ほぼ直線的にひろが

る体部がつくと考える（図179-25)。

ＫＲＷ④：体部の破片しかないが、ＫＲＷ③と比

べて体部が直線的にひろがるもの（図

179-26）や、土師器塊のＨＷＷ③と同

じく口縁部がわずかに内湾するもの（図

179-27）がある。

両黒土器坑のＫＲＷ①はＳＤ-208.209、ＫＲＷ②は

Ⅱ‐２－④（中層水田）層～Ⅱ‐２－③層、ＫＲＷ③は

Ⅱ‐２－③層ＫＲＷ④はⅡ‐２－②（上層水田）層～

Ⅱ‐２－①層から出土しているので、ＫＲＷ①→ＫＲＷ

②→ＫＲＷ③→ＫＲＷ④の変遷を読み取れる。

３）土師器と黒色土器の各型式による時期区分

以上、土師器皿・塊・坪、黒色土器の内黒土器坑・

両黒土器坑の型式分類と、出土層位から読み取れる型

式変遷を整理した。層位ごとでの型式の出土状況を

図180にまとめた。ただし、この中で、土師器坪ＨＴ

③は外底面に回転糸切り離し痕が残る。これに対し

て、土師器皿では、外底面を回転糸切り離しするＨＳ

⑤がＳＤ-208.209からみられる。そこで、ＨＴ③は

SD-208.209の段階まで遡る可能性が高い。

また、SR-400①層～Ⅱ‐２－②（上層水田）層では、

土師器の輪高台塊、内黒土器・両黒土器の塊の各型式

の出現層序から、以下のような組み合わせの変遷を読

み取れる。

SR-400①層：ＨＷＷ①＋ＨＷＷ②＋ＫＵＷ①

Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層：ＨＷＷ③＋ＫＵＷ②

Ⅱ‐２－⑤層：ＨＷＷ④＋ＫＵＷ③

ＳＤ－２０８．２０９：ＨＷＷ⑤＋ＫＵＷ④＋ＫＲＷ①

Ⅱ‐２－④（中層水田）層：ＨＷＷ⑥＋ＫＲＷ②

Ⅱ‐２－③層：ＨＷＷ⑦＋ＫＲＷ③

Ⅱ‐２－②（上層水田）層：ＨＷＷ③＋ＫＲＷ④

このように、層序関係とともに、土師器の輪高台塊、

内黒土器・両黒土器の塊の組み合わせからも時期を区

分することができる。

4）瓦器。貿易陶磁からみた年代観

Ａ区では、出土量は少ないながら、瓦器・貿易陶磁
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器が出土している。これらの年代観に沿って、層序関

係とともに整理できた土師器・黒色土器の時期区分の

年代的な位置を考えてみたい。

瓦器については、ＳD-208.209とⅡ‐２－④（中層水

田）層から３点の瓦器坑が出土している。その中で、

SD-209から出土した瓦器坑は、横ナデによって口縁

部付近が反転しながら外反する（図179-36)。口縁部

先端は小さく丸く収められている。和泉型系の瓦器坑

で、１２世紀初頭～前半に位置づけられる。また、Ⅱ‐

２－④（中層水田）層出土の瓦器坑は、緩やかに内湾

する体部で、口縁部内面に沈線が巡る。１２世紀前半

の楠葉型の瓦器坑である。こうした共伴の瓦器坑の

年代観にしたがえば、ＳD-208.209の段階にあらわれ

るＨＷＷ⑤＋ＫＵＷ④＋ＫＲＷ①を12世紀初頭～前

半、Ⅱ‐２－④（中層水田）層からみられるＨＷＷ⑥

＋ＫＲＷ②を12世紀中頃に比定できる。

貿易陶磁器の中で出土量が多いのは､白磁碗である。

Ⅱ‐２－④（中層水田）層～Ⅱ‐２－①層から出土して

いる。ただし、Ⅱ‐２－④（中層水田）層の白磁碗は

体部の破片（図37-52）で､年代的な位置づけは難しい。
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図１８０各型式の層序における出土状況

これに対して、Ⅱ‐２－③層～Ⅱ‐２－①層から出土し

た白磁碗は、玉縁口縁をもち、薄く長めの玉縁口縁を

もつもの（図179-38～40）と、口縁部を折り返して厚

く大きめの玉縁口縁をつくるもの（図１７９４１．４２）の

２者がある。前者は、白磁碗Ⅲ類に分類でき、Ⅱ‐２

－③層～Ⅱ‐２－①層から出土している。後者は、Ⅳ類

に分類でき、Ⅱ‐２－②（上層水田）層～Ⅱ‐２－①層

から出土している。一方､Ⅱ‐２－③層とⅡ‐２－②（上

層水田）層では、高台部の破片が、肉厚の器底で、幅

が広く面取りされた高台がつき、白磁碗Ⅳ類に分類で

きる（図179-43.44)。さらに、Ⅱ‐２－②（上層水田）

層から出土した青磁碗は、外面に蓮弁文を削り出し内

面に飛雲文の一部が残る体部の破片である。龍泉窯系

青磁碗のＩ‐４類に分類できる。

松山地域では、以上の貿易陶磁器の白磁碗Ⅳ類と龍

泉窯系青磁碗Ｉ‐４類は、１２世紀末～13世紀前葉に比

定される和泉型瓦器坑Ⅲ‐１．２類とともに出土する

ことが確認されている。Ⅱ‐２－②（上層水田）層の

ＨＷＷ③＋ＫＲＷ④の組み合わせには、１２世紀末～１３

世紀前葉の年代観を与えることができる。また、下
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層のⅡ‐２－④（中層水田）層でみられるＨＷＷ⑥＋

KRW②が１２世紀前半に比定できるので、Ⅱ‐２－③層

のＨＷＷ⑦＋ＫＲＷ③は、１２世紀後半と考える。

一方、SR-400①層～Ⅱ‐２－⑤層を基準として設定

した時期区分は、層序関係から11世紀以前といえる。

しかし、現在、松山地域では10～11世紀の良好な資料

に恵まれていない。とは言っても、年代観を考える定

点となる資料として松山市石井幼稚園遺跡ＳＤ‐１が

ある。土師器の塊や坪とともに、１０世紀前半に比定さ

れる近畿系の内黒土器坑が出土している。この資料で

は、土師器の椀には輪高台をもつものはみられない｡

また、円盤高台椀があるが、体部中位から口縁部が直

線的にひろがる特徴をもつ。これに対して、今回調

査のSR-400①層～Ⅱ‐２－⑤層にみられる円盤高台椀

ＨＷＥ①～ＨＷＥ③は破片資料しかないが、体部下半

が丸みをおびている。石井幼稚園遺跡ＳＤ‐１の円盤

高台塊と比べて、時間的に後出のものと考え、ＨＷＥ

①～ＨＷＥ③を10世紀後半～１１世紀の時間幅で捉えて

おく。

以上、ＨＷＷ①＋ＨＷＷ②＋ＫＵＷ①、ＨＷＷ③

＋ＫＵＷ②、ＨＷＷ④＋ＫＵＷ③が示す時期を10世紀

後半～１１世紀、ＨＷＷ⑤＋ＫＵＷ④＋ＫＲＷ①の組み

合わせがみられる時期を１２世紀初頭～前半、ＨＷＷ⑥

＋ＫＲＷ②を12世紀中頃、ＨＷＷ⑦＋ＫＲＷ③を12世

紀後半、ＨＷＷ③＋ＫＲＷ④を12世紀末～13世紀前葉

に比定できる（図181)。

（２）遺構の年代比定

１）SR-400の埋没と水田の開田。廃絶の時期

これまで検討してきた出土遺物の年代的位置づけ

に基づいて、SR-400が埋没する時期と、水田が開田・

廃絶される時期を考えてみよう。まず、SR-400に恒

常的な流水がなくなって谷状の窪地へと変化する時

期を示すSR-400①層からは、ＨＷＷ①．ＨＷＷ②．

KUW①が出土している。しかし、前述のように、１０

世紀後半～１１世紀の時間幅でしか捉えることができな

い。とは言っても、上層のⅡ‐２－⑥（下層水田）層

でＨＷＷ④やＫＵＷ③、Ⅱ‐２‐⑤層のＨＷＷ④や

KUW③は同じく10世紀後半～１１世紀の時間幅に比定

され、ＨＷＷ①＋ＨＷＷ②＋ＫＵＷ①→ＨＷＷ③＋

KUW②→ＨＷＷ④＋ＫＵＷ③の時間的な変遷をお

えることから、SR-400の埋没時期を10世紀後半頃と考
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え、SR-400が埋積した谷状の窪地にⅡ‐２－⑥（下層

水田）層が11世紀になって開田され、その後'１世紀代

を通じて経営されたと考えておく。

ＳＤ208.209は、Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層が廃絶し

た後に開削された溝である。しかし、単独の溝ではな

く、水田に伴う水路であり、周辺には水田域が拡がっ

ていたと考えられる。その耕作土層は、上層のⅡ‐２

－④（中層水田）層の耕作によって削平されたものと

考えた。このＳＤ-208.209では、ＨＷＷ⑤．ＫＵＷ④．

KRW①の組み合わせがみられ始める。１２世紀初頭に

比定できる。また、ＳD-208.209の切り合い関係は、

SD-209→SD-208である。１２世紀初頭の比較的短い間

に、２度にわたって水田の開田と廃絶が繰り返された

ことになる。

Ⅱ‐２－④（中層水田）層は、ＨＷＷ⑥．ＫＲＷ②

の組み合わせから12世紀中頃に開田され、１２世紀後

半にＨＷＷ⑦．ＫＲＷ③が出土するⅡ‐２－③層の洪

水層で廃絶される。さらに12世紀末～13世紀前葉の

ＨＷＷ③とＫＲＷ④が出土し始めるⅡ‐２－②（上層

水田）層が開田される。問題は､Ⅱ‐２－②（上層水田）

層の廃絶時期である。上層を覆う洪水層であるⅡ‐２

－①層出から土した遺物は、他の層準と比べて少なく、

下層からの混じり込んだ遺物も多い。その中で、特徴

的な遺物として青白磁の合子蓋がある。１３世紀代のも

のと考えられる。しかし、１３世紀中頃に登場する口禿

の白磁皿がみられない。そこで、Ⅱ‐２－①層の洪水

層の堆積時期は13世紀前半と考えておきたい。

このように、SR-400の埋没後から、Ⅱ‐２－②層の

上層水田が廃絶するまでを、以下のように年代比定で

きる。

SR-400の埋没：１０世紀後半

Ⅱ‐２－⑥層の下層水田の開田：１１世紀

Ⅱ‐２－⑤層による下層水田の廃絶：１１世紀後半

SD-209の開削と水田の開田・廃絶：１２世紀初頭～

前半

SD-208の開削と水田の開田・廃絶：１２世紀初頭～

前半

Ⅱ‐２－④層の中層水田の開田：１２世紀中頃

Ⅱ‐２－③層による中層水田の廃絶：１２世紀後半

Ⅱ‐２－②層の上層水田の開田：１２世紀末～13世紀

前葉

Ⅱ‐２－①層による上層水田の廃絶：１３世紀前半

２）微高地上の遺構の時期比定
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Ａ区南半部の微高地上では、蕊による耕作痕跡や、

掘立柱建物・土壌などが出土している。これらも出土

遺物や埋土の特徴から古代後半の遺構と考えられる。

SR-400が埋積されて形成された谷状の窪地に営まれ

る水田と、どのような関係にあるかを考えてみよう。

ｉ）華による耕作痕跡

まず、Ａ区南半部の微高地上の華による耕作痕跡と

考えられる小溝群は､部分的に残存するⅡ‐２－②（上

層水田）層の下半部（床土層）を除去した後にあらわ

れた。小溝群は短く途切れるが、畦畔を推定できるよ

うな帯状の途切れ部分は確認できず、畠跡と考えられ

る。また､小溝群を埋める埋土は､Ⅱ‐２－④(中層水田）

層と同質である。埋土から出土した遺物は、土師器坪

ＨＴ②もしくは③（図69-1)、輪高台をもつ土師器塊

ＨＷＷ④（図69-2）とＨＷＷ⑤（図69-3)、ＨＷＷ

⑥（図69-4)、そして瓦器塊の高台部破片がある。瓦

器坑からは12世紀前半以前としかわからないが、もっ

とも新しい時期に比定できる土師器椀ＨＷＷ⑥があ

り、Ⅱ‐２－④（中層水田）層と同時期のものと考え

てよい。このように、層位関係と出土遺物から、１２世

紀前半には、Ａ区北半部の谷状の窪地には水田（Ⅱ‐

２－④、中層水田)、微高地上には畠（華による耕作痕

跡）が営まれていたことになる。

ii）掘立柱建物

華による耕作痕跡と考えられる小溝群を調査した後

に､掘立柱建物や土壌などが確認できた。したがって、

層位的には、これらはⅡ‐２－④（中層水田）層以前

の遺構である。埋土はａ．ｂ・ｃに大別できる。埋土

ａは黒褐色系の砂質シルト。埋土ｂは、黒褐色系の砂

質シルトを主体とし、黄灰色。暗黄灰色砂質土・灰黄

色等の砂質土や砂質シルトが若干混じる。埋土ｃは、

黄灰色砂質土。黄灰色砂質シルト・暗黄灰色砂質土・

暗黄灰色シルト・灰黄色砂質土などの灰色みをおびた

堆積土を埋土の主体としたり、塊が混じったりする。

埋土ａの遺構からは、弥生時代中期後葉～後期初頭の

遺物が出土しており、弥生時代の遺構と判断した。一

方、埋土ｂ・ｃの遺構から出土した遺物には古代後半

のものが含まれる。

この中で、Ａ区南東部のＤＳ・DT-41区に位置する

SB-415では、SP-460からＨＷＥ②に分類できる円盤高

台の椀（図78-2)、回転糸切り離し痕を外底面に残す

土師器皿ＨＳ⑤(図78-1)が出土している。したがって、

SD-208.209が開削され、周囲に水田域が営まれた1２
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世紀の初頭～前半に比定できる。また、ほぼ同じ場所

には、ＳB-413.416が重複して営まれるが、SB-416は

SR-400と重複する。そこで、SB-413（SR-400の埋没

時期）→SB-416（Ⅱ‐２－⑥層の下層水田の開田時期）

→SB-415（SD-208.209の開削と水田の開田時期）の

時期ごとの変遷を推定できる。

Ａ区南半部でもほぼ中央に位置するＳB-417.419は、

建物方向がほぼ共通し、同時併存した建物群と言え

る。SB-419では、SP-526からＨＷＷ②に分類できる

土師器椀（図85-1）が出土しているが、SB-417では、

SP-477.480から回転糸切り離し痕を残す土師器皿（図

８２－１．４）がある。全体形は不明であるが、回転糸

切り離し痕がみられる皿はＨＳ⑤しかない。もっと

も新しい時期の遺物と、建物方向が共通するSB-415

も加え、ＳB-417.419はＳＤ-208.209が開削され周囲

に水田域が営まれた段階の建物群と考えた。また、

SB-419はSB-420と重複する。SB420はSR-400と切り

合う。したがって、SB-420は下層水田からＳD-208.

209が開削され周囲に水田が営まれた時期の建物であ

る可能性が高い。しかし、下層水田の時期に営まれた

SB-416とは建物方向が異なり同時併存は考え難い。そ

こで、ＳD-208.209の２条の水路の切り合い関係から、

後出するSD-208と同時併存する建物としてＳB-415.

417.419を捉え、SB-420は、先行するSD-209が開削

される時期に比定した。さらに､SB420の建物方向は、

Ａ区南西部のＳＢ421.423とほぼ共通し、これらは同

時併存した建物群と推定できる。

Ａ区南半中央部のＤＶ・DW-41区で出土したＳＢ４２４

では、土師器塊の体部破片（図95-1）が出土してい

る。輪高台をもつと考えられ、体部のひらき具合から

ＨＷＷ①～④の範晴で捉えることができる。ところ

で、SB-424は、SR-400の埋没時期に比定したSB-413、

SD-208と同時併存するＳB－４１５．４１７．４１９、SD-209

の時期のSB-420とは建物方向が異なる。比較的共通

するのはSB-416である。そこで、SB-424をSB-416

とともに、Ⅱ‐２－⑥層の下層水田の開田時期に比定

しておく。そうなると、SB424と重複するSB-418は

SR-400の埋没時期と考えられる。

iii）土壌

一方、土壌の中で、SK-407からは、ＨＷＷ④に分

類できる土師器碗の高台破片（図１０３－４）と、ＨＷＷ

⑤の高台がつくと考えられる体部破片（図１０３－２）な

どが出土している。したがって、ＳD-208.209が開削



された時期に比定できる。また、SK-425からは、土

師器の柱状高台土器（図１０３－６）と土鍋（図１０３－７）

が出土している。柱状高台土器は、裾部が「ハ」字形

にひらき、中空部が浅い。これと共通した形状をもつ

柱状高台土器は、Ⅱ‐２－⑤層（図47-41）でみられる。

そこで、SK425はＳＤ-208.209が開削された時期のも

のと考える。このようにＳK-407.425は、出土遺物か

らＳD-208.209が開削された時期に比定できる。ただ

し、SD-208かSD-209の時期に伴うかは判断できない。

Ａ区南半中央部のDV-41区に位置するＳK－４０１．４０８

は、SK-401→SK408→SP-571（SB-417柱穴）の切り

合い関係をもつ。SB417はＳＤ-208.209が開削された

時期の遺構であるので、SK-401をSR400の埋没時期、

SK-408を下層水田の時期と考えておく。Ａ区南東部

のDS-41区のSK-406は、ＳB－４１３．４１５．４１６と重複す

る場所に位置する｡これらの掘立柱建物の時期比定と、

上層の蓮による耕作痕跡の小溝群がみられないことか

ら、SK406は中層水田と同時併存する可龍性が高い。

この他、SK-404は、SB-423とごく近接する。SR-400

の埋没時期、もしくはＳＤ-208.209の時期の土塘とし

ておきたい。

ｉｖ）溝

Ａ区西部のＤＶ-42.43区で出土したSD-405は、

SB-421と重複する。SB-421の比定される時期から考

え、SR-400の埋没時期、もしくはＳＤ-208.209の時期

の遺構としておく。

ｖ）柵列

柵列SA-409は、その方向がＡ区の中でもＳB-416.

424の建物方向にもっとも近い。そこで、下層水田の

時期の柵列と推定できる。

（３）時期ごとの遺構の特性と変遷

以上の検討に基づき、Ａ区における遺構の変遷を、

水田の構造を含めて整理してみよう。

ｉ）１０世紀後半～11世紀

Ａ区北半部を流れるSR400は、１０世紀後半に恒

常的な流水がなくなり、SR400①層で埋積され、谷

状の窪地に変化していく。その縁辺には、SB-413・

SB-418、SK401、（SK-404、ＳＤ４０５？）が営まれる。

SB-413・SB418は、いずれも小規模な掘立柱建物で、

この時期の集落の本体はＡ区の南側に展開していると

考えられる。

１：SR-400埋没期（１０世紀後半）

２：下層水田期（１１世紀）

！

３：SD-209期（１２世紀初頭～前半）

４：ＳＤ－２０８期（１２世紀初頭～前半）

１

ロ ２０ｍ

図１８２文京遺跡１８次調査Ａ区の遺構変遷１（縮尺１／500）
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１１世紀には、SR-400を埋積する①層の最上部を利用

して、Ⅱ‐２－⑥層の下層水田が開田される。SD-301

を幹線水路とし、支線水路のSD-302が平行して開

削され、SD-302から北に向かってSD-307が分岐す

る。SD-301では、DU-43区のSD-302との分岐点付近

には堰が設けられていたと考えられる。また、ＤＳ・

ＤＴ－４２．４３区で南側に拡張され、揺り鉢状の窪みがつ

くられ、DU-43区の水路幅が狭くなる地点にも堰を推

定できる。こまめな用水管理が行われていることがわ

かる。こうした下層水田が経営されると同時に、微

高地上にはＳＢ-416.424、SK-408、SA-409が営まれ

る。１０世紀後半と同じく、集落の本体部分はＡ区の

南側に展開するが、SB-416は、立柱痕跡が径22cmを

測り、比較的大型の建物である。柵列SA-409も加え、

SB-416を中心建物として、小規模で簡易な建物である

SB-424が併設されている集落内の建物単位を読み取

れる。

こうした11世紀に経営された下層水田と建物群は、

Ⅱ‐２－⑤層が堆積することで廃絶される。Ⅱ‐２－⑤

層は、砂牒が多く混じる黄褐色砂質シルトや灰黄色砂

質シルト、砂牒混じりの黄褐色砂質土で構成される堆

積物である。また、部分的にラミナが確認されるの

で、河川氾濫に伴う比較的緩やかな増水で堆積したも

のである。河川氾濫の分流がＡ区の谷状の窪地に流れ

込み、下層水田が廃絶したものと考える。Ⅱ－２－⑤

層の堆積時期は出土遺物から11世紀代としか比定でき

ないが、Ⅱ‐２－⑤層を切り込んで１２世紀初頭を上限

とするＳD-208.209が開削されているので、１１世紀後

半期と考える。

ｉｉ）１２世紀

１２世紀初頭には、谷状の窪地内にＳＤ-208.209が開

削される。周囲には水田域がひろがっていたと考え

られるが、水田層は上層のⅡ‐２－④（中層水田）層

の耕作で削平されている。水田域の範囲は、南側に

SK－２０１．２０２．２０４などが位置していること、水配り

から考えれば、ＳD-208.209より北側の谷状の窪地内

にとどまっていた可能性が高い。

ＳD-208.209は重複しており、SD-209がまず開削さ

れる。SD-209に伴う微高地上の遺構には、ＳB-420.

421.423、（SK-407？）がある。また、谷状の窪地の

落ち際のＳＫ-201.202.204も考えられるが、SD-208、

SD-209のどちらに伴うかは明らかでない。微高地上

の掘立柱建物は、１１世紀とは異なり、ほぼ東西・南
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１：中層水田期（１２世紀中頃～後半）

ＳＫ－４０６

２：上層水田期（１２世紀末～１３世紀前葉）

､

ロ ２０ｍ

図１８３文京遺跡１８次調査Ａ区の遺構変遷２(縮尺１／500）

北方向をとる。SB-420の立柱痕跡は18～25cmを測り、

SB-423が17～20cmであることと比べて大きく、SB-420

を中心とする建物群の単位を捉えることができる。

SD-208に伴う遺構には、ＳB-415.417.419やSK-425、

(SK-404.407、SD-405？）がある。SD-209に伴う建

物群とほぼ同じ方向で建てられているが、Ａ区の南東

部に配置される。その中で、SB-415は、柱穴底面に礎

盤の肩平牒を据えた建物で、径23cm前後の立柱痕跡を

もつ。これに対して、ＳＢ417.419の立柱痕跡は１５～

20cmしかない。前段階のSD-209の時期と同様に、比

較的大型の建物を中心として、周囲に小規模で簡易の

建物が付属する集落を構成する建物単位を見出せる。

以上のＳＤ208.209の埋土には、砂篠が多く混じり、

上部にはラミナ層がみられる。下層水田と同様に、洪

水によってＳＤ-208.209のそれぞれに伴う水田ととも

に廃絶したものと推定できる。

ＳＤ２０８ｏ２０９を覆うⅡ‐２－④（中層水田）層から

は、１２世紀中頃に比定できる遺物までが出土してい

る。SD-208に伴う水田が廃絶した後、ほとんど時間



を置かずⅡ‐２－④層の中層水田が開田されたことに

なる。中層水田では、谷状の窪地への落ち際に、幹線

水路であるSD-lO1が開削される。これと間隔をあけ

てＳＤ-102.103の２条の水路が併設され、その間に水

田が区画される。SD-101では一部に旺盛な流水の痕

跡がみられるが、恒常的に流水があるような環境は考

え難い。また、ＳD－１０２．１０３底面の堆積土の観察から

も、豊富な流水があったとは言えない。水条件がかな

り悪い水田である。それを解消するため、幹線水路で

あるSD-lO1のDU42区部分に堰をおき、Ａ区北西隅

には水溜遺構SX-121が設け、少ない用水の効率的な

利用が図られている。

水田とともに、Ａ区南半部では、華による耕作痕跡

と考えられる小溝群に示される畠跡が展開する。相対

的に低い谷状の窪地には水田、微高地上には畠が営ま

れる景観を復元できる。

こうしたⅡ‐２－④層の中層水田は、洪水層である

Ⅱ‐２－③層が堆積することで廃絶する。Ⅱ‐２－③層

から出土した遺物でもっとも新しいものは12世紀後半

に比定できる。

iii）１２世紀末～13世紀前半

中層水田を廃絶させたⅡ‐２－③層の洪水層の上層

には、Ⅱ‐２－②層の上層水田が拓かれる。出土遺物

から開田の時期は12世紀末と推定できる｡上層水田は、

前段階と比べると、Ａ区北半部の谷状の窪地だけでは

なく、南半部の微高地上にもひろがっている。また、

谷状の窪地という地形的な制約から離れ、ほぼ東西方

向にのびるＳＤ－１０．１２．１８の幹線水路を平行して設け、

その間に水田を区画する。谷状の窪地が埋積され、よ

り平坦な地形に変化しているとは言っても、微地形の

制約を離れて水田がひらかれていることは、水田開発

の画期として捉えることができる。

しかし､Ａ区のⅡ‐２－②(上層水田)層に伴う水路は、

いずれも幅が狭く、幹線水路とは考えられない。微高

地を含めて水田域を拡大するためには、Ａ区よりも南

側の微高地上に幹線水路を開削する必要がある。

Ａ区から南へ45ｍほど離れた文京遺跡15次調査７１、

レンチの南端では、幅5.5ｍほどを測るSD-27が出土し

ている（図８‐２)。SD-27は断面調査だけで、時期を

比定できる遺物は出土していないが、１８次調査Ａ区の

埋土ｃと同じく、黄灰色や暗黄灰色・暗黄灰色の灰色

系の砂喋土で埋積されている。この15次調査７トレン

チのＳＤ２７と同一の水路と考えられる溝が、１８次調査
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Ｂ区南端部で出土したSD-601である。SD-601は、最

大幅34ｍの水路で、少なくとも３条の水路が重複す

る。近世までの遺物が出土しているが、SD-601を構

成する水路の上限は12世紀末まで遡る可能性を指摘し

ていきたい。

いずれにせよ、Ⅱ‐２－②(上層水田）層の調査では、

１２世紀末～13世紀前葉、道後城北遺跡群が位置する扇

状地の扇央において、それまで谷状の窪地に限られて

いた水田域が微高地上まで拡大することを明らかにで

きた。こうした水田域の拡大は、松山平野を構成する

扇状地の各所で見出せる。１２世紀末～13世紀における

土地開発の画期として捉えることができる。

（４）小結

この上層水田が廃絶するのは、これを覆う洪水層

であるⅡ‐２－①層から出土した遺物の年代比定から、

１３世紀前半である。さらに、Ⅱ‐２－①層の上層のⅡ‐

１層も水田層で､その後も水田経営が継続されている。

しかし、Ⅱ‐１層は近世～近代の水田層である。Ⅱ‐

２－①層はＡ区のほぼ全域に堆積しており、SR400が

埋没した谷状の窪地を含めて、周辺がほぼ平坦な地形

面となり、その結果、洪水による堆積が少なくなり、

そのため、１３世紀後半以降の水田層は、より新しい水

田の耕作によって削平され残存していない。

以上、Ａ区では、１０世紀後半にSR-400がほぼ埋没

した後、そこに形成された谷状の窪地にⅡ‐２－⑥層

の下層水田が開田される。その後、幾度もの洪水で水

田の廃絶と開田が繰り返されている。ところが、１２世

紀～13世紀前半の間に、ＳD-208.209に示される水田

からⅡ‐２－②（上層水田）層まで、水田の開田と廃

絶が非常に短いサイクルで繰り返される。１１世紀代の

Ⅱ－２－⑥（下層水田）層が比較的長い期間営まれ続

けた水田であることとは対照的である。こうした頻繁

な洪水と水田の開田の繰り返しは、Ⅱ‐２－⑤層．Ⅱ‐

２－③層．Ⅱ‐２－①層に示される洪水が原因である。

この12世紀～１３世紀前半は、福井県の三方五湖にお

ける年縞堆積物の分析で明らかにされている西暦820

～1200年の多雨期にあたる。地理学でも、古代後半～

中世初頭には、瀬戸内沿岸の沖積平野で段丘（完新世

段丘Ⅱ）が形成され、段丘面では洪水の影響が少なく

なり、氾濫原面では洪水が頻発して大規模な自然堤防

が形成され三角州が拡大することが指摘されている。



文京遺跡は､石手川が造る扇状地の扇央に位置するが、

今回の１８次調査Ａ区で水田が確認されたのは、扇状地

上で網目状に発達する谷状の窪地にあたる。こうした

谷状の窪地には、洪水の度に分流が流れ込んだものと

考えられる。出土遺物の検討から１２世紀代に比定でき

るＳＤ-208.209に示される水田力

水田）層まで、水田の開田と廃絶

る要因として、こうした気候変動

である。
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､らⅡ‐２－②（上層

が頻繁に繰り返され

を考えることも可能

(田崎）

２古墳時代

今回の18次調査では、Ｂ区で古墳後期の竪穴式住居

跡５棟（SC-605・SC-606・SC-741・SC-747oSC-748)、

掘立柱建物３棟（SB740・SB-744・SB-746)、溝２条

(SD-603・SD-610)、土壌４基（SK-647・SK-662・ＳＫ

６９３・SK-697）が出土している。分布をみると、Ｂ区

でも北端と南端に偏り、中央部では遺構が希薄となる

(図184)。

Ｂ区の土層断面を観察すると、中央部では基本層序

のⅢ層はみられず、Ⅳ層の砂牒層が馬の背状に高く

なっていることがわかる（図９)。また、Ｂ区の西側

の文京遺跡15次調査７トレンチ、１７次調査１トレンチ

では弥生～古墳時代の遺構が出土しているが、微地形

は東から西に向かって次第に標高が低くなる。そのた

め、Ｂ区周辺はもともと周囲よりも高い地形面であっ

たことがわかる。

前述したように、Ａ区の調査から、１２世紀末～１３世

紀前半以降、Ｂ区の周辺を含めた微高地上に水田域が

拡大することが明らかにされている。こうした水田開

発に伴って土地改変が進み、もともと高い地形面で

あったＢ区周辺が削平され、弥生時代や古墳時代の遺

構が破壊されたと考えられる。そのため、今回出土し

たＢ区の古墳時代の遺構は、北端部と南端部に偏った

分布をみせることになる。

さて、Ｂ区で出土した遺構は、いずれも古墳後期の

竪穴式住居跡や掘立柱建物である。文京遺跡では、古

墳後期の竪穴式住居跡や掘立柱建物などの集落関連の

遺構は、これまで文京遺跡５．１２～１７．２０次調査区で

出土している。さらに、城北団地西半部でも中央の旧

グラウンドにあたる１２～17次調査区周辺と、その南東

側の５．１３．２０次調査区周辺の２ヶ所に偏った分布を

みせる。この２つの竪穴式住居跡・掘立柱建物群は、

文京遺跡における古墳後期の集落を構成する２つの単

位と捉えることができる。そこで、１２～17次調査区周

辺を北集落域、５．１３．２０次調査区周辺を南集落域と
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呼んでおく。１８次調査Ｂ区は、この中の北集落域の一

画にあたる。

まず、Ｂ区では、調査区北端でSD-603・SD-610の

２条の溝が出土している（図181)。SD-610は、東西

方向にのび、幅35～45cmの溝である。SD-610と同様

の形状をする溝は、文京遺跡'２次調査ＳＤ－６、１４次

調査SD-47、１６次調査Ａ区SD-10、１７次調査１トレン

チＳＤ－９．１０，１７次調査２トレンチSD-29がある。こ

れらの溝は、切り合い関係や出土遺物から古墳後期に

比定される。一跨ぎで飛び越えられる程度の溝幅であ

り、防御を意図したものではなく、集落域を区画する

溝と考えられる。北集落域は、SD-610を始めとする

区画溝で取り囲まれた集落単位である。

このSD-610北側の北集落域の外側に位置する地点

では、SD-603が発見されている。SD-603は、南東方

向から北西方向にのびる。Ｂ区西側の１７次調査１トレ

ンチ北端では自然流路SR-01が出土している。SR-01

は、幅１０ｍ以上で、埋土は黒褐色砂質シルトに暗灰色

細砂喋の小ブロックが多数混じる。SD-603の埋土も、

茶褐色～黒褐色砂質シルトで、最上部には小さな角喋

や粗砂が混じるやや灰色みをおびた茶褐色砂質シルト

が堆積し、SR-O1の埋積状況と類似する。さらに、

SD-603とSR-O1の位置関係から、同一の自然流路ある

いは溝と考えられる。SR-01は、出土した須恵器など

から古墳後期に埋没したと考えられており、SD-603

出土遺物と年代的にも翻濡はない。ただし、１７次調査

１トレンチのさらに西に位置する１５次調査７トレンチ

では、SD-603やSR-01に対一応する遺構はみられない。

このことから、SD-603は17次調査１トレンチの西側

付近からさらに北西にのび、１８次調査Ａ区の谷状の窪

地に流れ込むものと推定される。

一方、区画溝であるSD-610の南側にあたるＢ区北

端では、５棟の竪穴式住居跡が出土した。北集落域を

構成する竪穴式住居跡であるが、北集落域の中心部に
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あたる14次調査区の竪穴式住居が一辺５ｍ前後のもの

であるのに対して、いずれも小形の方形竪穴式住居跡

である。住居跡と言っても、納屋などの用途の建物で

あったと考えられる。Ｂ区北端は北集落域でも縁辺部

にあたり、そうした集落域縁辺に小形の竪穴式住居跡

が配置される景観を復元できる。

加えて、Ｂ区中央～南部では、掘立柱建物３棟

(SB-740・SB-744・SB-746）が出土している。SB744、

SB-746は弥生時代～古墳時代の時間幅でしか捉える

ことはできないが、SB-740は梁行３間×桁行３間の建

物である。SB-740については、切り合い関係、柱間か

ら古墳後期の可能性が高いことを報告した。古墳後期

Ⅵ調査のまとめ

の文京遺跡では、掘立柱建物はｌ間×１間あるいはI

間×２間、２間×２間の規模が一般的である。そのた

め、３間×３間であるSB-740は特異な建物であり、

建物の用途が異なるものと考える。しかし、具体的な

性格については、北集落域全体の構成と構造を明らか

にした上で論議する必要がある。北集落域の中心部に

あたる１４．１６次調査区の整理の過程で明らかにできる

ものと考える。ここでは、北集落域が区画溝で区画さ

れていること、集落内における計画的な建物配置の可

能性を示すにとどめておく。

（三吉）

３弥生時代

今回の18次調査では、Ａ区．Ｂ区ともに、弥生時代

の遺構が出土している。いずれも弥生中期後葉～後期

前葉に比定され、当該期の文京遺跡に営まれた大規模

集落を構成する遺構群である。ただし、Ａ区とＢ区は

70ｍほど離れており、出土遺構の状況も異なっている。

そこで、Ａ区とＢ区に分けて、その調査成果をまとめ

る。

（１）Ａ区

Ａ区北半部を流れる自然流路SR-400は、前述した

ように１０世紀後半にほぼ埋没し谷状の窪地へと変化す

るが、恒常的に流水がある状態で堆積した旧中州の砂

牒堆であるSR-400③層からは、奈良時代～平安時代

前半期、古墳後期の遺物とともに、弥生前期～後期中

葉の遺物が大量に出土している。量的には、弥生中期

～後期中葉の遺物が圧倒的に多い。そのため、文京遺

跡に大規模集落が営まれた時期にも、SR400には恒常

的に流水がある状態であったと考えられる。

既往の調査成果からみると、Ａ区のSR-400は、東

から流れてくる３条の自然流路が合流する位置にある

(図８‐ｌ)。こうした自然流路に挟まれた微高地で、

Ａ区南側の微高地はもっとも高い地形面であり、弥生

中期後葉～後期前葉の大規模集落が占地している。こ

れに対して、北側の中州状の微高地は相対的に低い地

形面で、当該期の遺構の分布密度は低い。SR-400は、

弥生中期前葉～前葉の大規模集落の北限を区切る自然

劃函
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流路と考えられる。

そうした大規模集落の北限を区切るSR-400への落

ち際のＡ区南半部の微高地上では、掘立柱建物５棟

(SB-410～４１２．４１４．４２２)、土壌２基（SK-402.403）

が出土している。これらの遺構は、出土遺物と埋土の

特徴から、いずれも弥生中期後葉～後期前葉に比定で

きる。かつ､自然流路沿いという狭い範囲ではあるが、

Ａ区の大きな特徴として、竪穴式住居跡がみられず、

掘立柱建物が中心となって構成されている点があげら

れる。また、掘立柱建物はいずれも小規模で、高床倉

庫と考えられる。さらに、Ａ区南西部では、ＳB-411.

412.422が重複し、SK-403が切り合う。配置関係から、

これらは同時併存していたとは考えられず、弥生中期

後葉～後期前葉の時間幅の中で立て替えが繰り返され

ロ ２０ｍ

図１８５文京遺跡１８次調査Ａ区における弥生時代の

遺構分布（縮尺１／500）



ている。文京遺跡の他の調査区では、小形の掘立柱建

物は竪穴式住居跡に付属する高床倉庫である。Ａ区南

西部のように、小形の掘立柱建物が幾度も立て替え直

されることもない。Ａ区の南側の状況は明らかではな

いが、小形の掘立柱建物が主体となる集落区画、つま

り高床倉庫群から構成される集落全体の貯蔵空間を復

元できる。

以上、Ａ区の調査では、弥生中期後葉～後期前葉の

文京遺跡の大規模集落の北限を確定できた。また、そ

こには、高床倉庫と考えられる小型掘立柱建物群から

構成される集落全体の貯蔵空間を想定することができ

る｡今回の調 査 成 果 の 一 つ で あ る 。（田崎）

（２）Ｂ区

Ｂ区は、文京遺跡の中枢域と考えられている大型掘

立柱建物群が発見された３．７次調査地の北西約40ｍ

に位置する（図186)。竪穴式住居跡８棟（SC－６７０．

６８９．７２９．７３０．７３８．７５０．７５１．７５２)、掘立柱建物１

棟（SB-749)、土壌15基（SK－６６３．６６６．６７５．６８４．

６９０．６９５．７０５．７１０．７１１．７１３．７２５．７３２．７３３．

７３５．７３９)、炭化物集積遺構１基（SX-669)、そして

柱穴および小穴が出土している。

これらの遺構は、Ｂ区南端部に集中する。その北側

のＢ区中央部では、当該期の遺構は分布していない。

しかし、前述したように、Ｂ区中央部は、後世の削平

で遺構が失われていると考えられる（図185)。

時期的には、いずれも弥生中期後葉～後期前葉に比

定できる。特殊な遺構は見られないが、竪穴式住居跡

や土壌などが繰り返し作られており、Ｂ区の南に隣接

する１２．１４次調査地同様に、密集型集落の一画にあた

る。

さて、Ｂ区南端部周辺では、竪穴式住居の建て替え

や土壌の掘り返しが頻繁に繰り返されている。しかし、

遺構埋土には、自然流入土はみられず、古くなった竪

穴式住居や土壌は使用停止後､時間を経ずに埋め戻し、

新たな竪穴式住居や土壌が築かれたと考えられる。発

掘調査時に埋土遺物として取り上げた遺物は、遺構廃

棄後、短期間に混入したものと考えられ、遺構の埋没

時期を検討する際の重要な資料である。以上の性格を

もつ埋土出土遺物、床面直上出土遺物の検討や遺構の

切り合い関係の分析から、Ｂ区南端部の主要遺構の変

遷をまとめた（図187)。

１９６

Ｂ区南端部で遺構が築かれ始めるのは、文京遺跡に

人々が集住し始めた弥生中期後葉の段階である。その

中でももっとも古い遺構は隅丸長方形の土壌SK-690

である。SK690埋没後、後期初頭までの間に竪穴式

住居跡SC-738、SC-689の２棟が連続して築かれる。

さらに、竪穴式住居跡の周辺にはSK-684などの小土

壌が掘られる。

後期前葉段階になると、６棟の竪穴式住居跡

(SC－６７０．７２９．７３１．７５０．７５１．７５２）が築かれる。こ

のうち竪穴式住居の全形がわかるのはSC-670のみで

ある。しかし、主柱穴の位置や残存する住居の平面プ

ランから、６棟の竪穴式住居はいずれも近接して築か

れており、２棟同時に併存したとは考えられない｡よっ

て竪穴式住居は６回の建て替えが行われたことにな

る。

６棟の竪穴式住居跡は、主柱穴構造や切り合い関係

から変遷がたどれる。まず主柱穴に着目すると、５本

柱構造であるSC-751とSC-752、２本柱構造のSC-670

とSC-750、主柱穴不明のSC-729とSC-731に分類でき

る。

２本柱構造の住居跡であるSC-750とSC-670との関

係をみると、主柱穴は同じ東西方向を指向する。さら

に、主柱穴の位置関係をみると、SC-750の主柱穴は、

SC-670の主柱穴から約50cm南に移動した位置に設け

られている。遺構の切り合い関係から、SC-750が古く

位置づけられる。よってSC-750からSC-670へ建て替

えが行われたと考えられる。

５本柱構造であるＳＣ-751.752は、直接的な切り合

い関係がないことから、先後関係は不明である。この

５本柱構造の住居跡は、１４次調査北東部でも出土して

いる（図185)。１４次調査は、現在整理中で詳細な時期

比定は困難であるが、Ｂ区南端周辺で５本柱構造の住

居跡が、継続的に建て替えられた様子が窺える。

主柱穴不明のＳＣ-729.730は、５本柱構造のSC-752

と切り合い関係にある。ＳC-729.730は、SC-752に先

行することから、SC-730→SC-729→SC-752と変遷す

る。同じ５本柱構造の住居跡であるSC-751は、

SC-729.730.752との先後関係は不明である。しかし、

SC-751がSC-752と同一の主柱穴構造であり、建物構

造の連続性を重視すると、SC730→SC-729→SC-752

→SC-751もしくはSC-730→SC-729→SC-751→ＳＣ７５２

という変遷が想定される。

以上のように、５本柱構造の住居跡と主柱穴不明の
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錘

弥生後期前葉弥生中期後葉～後期初頭

１

ｍ感圃ロ、圃圃壁劉、鳳恩圃鼠l圏、暦憾ＺＨＮ劉劉暦闘Ｍ箇胤霞周ｐＨＮ樹団風Ｈｇ釘僅劉圃蔦圏恩、 図

凧 →

陛
訂

唾

柱穴不明の住居跡と２本柱構造の住居

跡との関係が不明となってしまう。一

方、５本柱構造から２本柱構造へと変

遷した場合には、SC-730→SC-729→

SC-752→SC-751→SC-750→ＳＣ－６７０

もしくは、SC-730→SC-729→SC-751

→SC-752→SC-750→SC-670という変

遷が導かれる。

後期前葉段階に６回にわたって竪穴

式住居跡が築かれた後、掘立柱建物

SB-749や土壌SK-666などが新たに築

かれる。

以上、Ｂ区南端部における主要遺構

の変遷をみてきた。弥生中期後葉に遺

構が出現し、後期中葉以降、遺構数が

激減するといった状況は、文京遺跡全

体の消長と軌を一にしている。また、

弥生中期後葉～後期前葉に、竪穴式住

居跡が８回にわたって建て替えられた

ことを明らかにした。住居密集区内に

おける遺構変遷を具体的に示すことが

できたことは、Ｂ調査区における調査

画

lSK-7351鼠|図…………胸…ﾖﾛ日………ﾛﾛﾛ皿ﾛ……”ﾖﾛﾛ

lSK､6751園､ﾛﾛ風圃……M1間|圏…ﾛ､図画…圃圏圃圃､固………恩…ﾛgm

llSK､6631”ﾛ…m…風圃ﾛ叩圏ﾛ…”ﾛﾛ且…

…国…………圃圃|恩lSK･73311SK-71111SK-6661風ﾛ…ﾛﾛﾛﾛ……国圏

凧困’蝿｡’’…'－”。"…
竪穴式住居跡掘立柱建物土壌切り合い関係時期が不明確

図１８７文京遺跡１８次調査Ｂ区の弥生時代遺構の変遷

住居跡では、２通りの変遷案が考えられるが、２本柱

構造の住居跡との関係は不明なままである。しかし、

Ｂ区南端部という小地区における変遷という点を考慮

すると、主柱穴構造が共通する住居は、継続的に建て

替えられたと考えるのが自然である。このことから、

５本柱構造から２本柱構造、もしくは２本柱構造から

５本柱構造の住居へという変遷が想定される。

２本柱構造から５本柱構造へと変遷した場合は、主

成果の一つである。

住居密集区における度重なる竪穴式住居の建て替え

の背景には、新たな建て替えスペースの確保が困難で

あったことが推定される。当然、Ｂ区周辺だけの事情

によるものではない。現在整理中の１２．１４．１６次調査

地を始めとする住居密集区、さらに大規模集落である

文京遺跡全体の中で、今後検討する必要があろう。

（三吉）
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(上層水田）掴水111．詳細は本文27頁に報皆．

(上埼水田）層水Ｈｌｏ詳細は本文28頁に報告。

〈且銅水田〉lti水ILi･詳細は本文28頁に緩告。

(.､弓肝水田〉照水Itio詳細は本文28頁に報告｡

(上層水Ⅲ〉照水;:iに伴う水路。詳細は本文33頁に報告。

(..'二崎水川）隔水illに伴う水路。詳細は本文33頁に報行。

<･邑肘水H1）咽水llliこ伴う水路‘,詳細は本文34頁に報告。

<1描水H1）1W水Ⅱlに伴う水路。詳細は本文35頁(『報告。

(.邑層水111）鯛水川に伴う水路‘ﾛii淵I|は奉文35頁に報告。

<上騎水Ⅲ）砺水i2jo滞釧は本文28頁i是報併。

(上層水田）耐水１１．祷訓は本文29頁に報告。

(上層水田）肘水田。詳細は本文29頁に犠告。

(上層水田〉府水:i・詳細は本文29頁に報告。

(..二凧水田）届水旧。詳剥は本文30頁に報告。

詳細は本文36頁に報告。

30頁に軽告。

30頁に桜告。

３０頁に概告。

文36Ｆ

冊。詳細は本文31頁に報告

冒一２－②（上届水田〉層水Ｈｌｏ詳細は本文Ｚ

<二塀水田〉耐水ILio群細は本文２‐２．《

‐２．〈

２@

Ⅱ‐２

Ⅱ‐２Ｃ

②
一
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二－２－匙］

胃－２．②
■専産P■■Ｕ画甲ＦＵＷ■ｍＵＰＤＵＯｇ

Ⅱ．２－②

上騎水Ⅲ）砺水i･ｊｏｉ

.上屑水田）届水Iｉｏｉ

上層水

上届

..二用水田）届水IＢｏｉ

:H）掴水田

鴎届水:iｏ

頁

脚
》
卿

酉．２－②〈上層水、）脳水111．詳細は本文

11‐２－②（上層水'1】）肘水Ⅲ。 詳細は本文31頁に報告。

伴う水路“詳細は本文38頁に報告。

伴う水路。群州は本文38頁に報告。

ji‐２－②〈上層水Ⅲ）隔水Ⅲに仲

Ⅱ‐２－②〈上騎水Ⅲ〉刑水i;;に畔

Ⅱ‐２－②（上府水Ⅲ）刑水川。詳細は本文31頁に報告。

Ⅲ‐２②〈.:晶崎水田）播水iii･詳細は本文31頁に報告。

２－②（上埼水田〉掴水ILio詳細は本文31頁に報告。

2-②〈・'二屑水田）肘水田に伴う水路。詳細は本文39真に凱併。

2.②（上届水則）用水m･詳細は本文32頁に報告，

2-②（上層水Ⅲ）用水11|･詳細は本文32頁に報告。

２②（.:播水111）脳水田･詳細は本文32頁に報告。

2-②〈上断水Ⅲ）賭水Ⅱ|･詳細M:本文32頁に報告合

2-②〔上胸水111）鼎水Ⅱ|･詳細は本文32頁に報告。

2.②（上1W水麗〉屑水田。詳細は本文32頁に報告鯵

2.②〈上岡水::!）府水、｡詳細は本文33頁に報告。

2-②〈上胴水|Ⅱ）府水111．詳細は本文33頁に報告。

2-②（上厨水H1）層水田。詳細は本文33頁に報告。

Ⅱ‐

蚕－２－③〈・'二屑水田）肘水日：

二・２．②（上届水副）用水、

五２－②（上層水Ⅲ）用水11ｌ

ｘ:、２②（.:播水111）峨水1，

二２－②〈上断水Ⅲ）賭水IIl

n-2-②（上胸水111）鼎水Ⅱ’

11‐２－（

Ⅱ‐２－②（,L･屑水!E〉鼎永H;、詳細は本文33脚に祁杵。

Ⅱ‐２－②（上府水:ﾖ）鼎水、、詳細は本文33頁に報告恥

上辺50ｍ、底辺約70E､前後の絹九台形状の掘り形をもつ。深さ８cm‘,埋-.二は灰黄褐色砂便シルト。径ユ'､‘1‘5ｍほど

廊色砂磯がまばらに混階る固

径45［inの円形の掘り形をもつ。鎚さ９”、狸.詔は灰黄禍色砂賀シルi､。上部ほど径１．，２１１１mの白色砂隙が多く混じ昂冒

径27劃-30cmの梢P;形の掘り形をもつ、深さ６ｍ，理｡.2は灰黄褐色.;二⑥筏二mm以下の白色砂牒が多く混じる。

:Z‐２－①（中届水田〉届水旧に伴う水路。詳細は本文49頁に報禄一一..‐……
Ⅱ‐２－①〈中脳水1-:）層水田に伴う水路。詳細は本文52頁に概侮号

Ⅱ、２．④＊･耐水田）」W水:昨伴う水蹄。詳細は本文53頁Kr報告。

、‐２－④（r1冒照水Ⅲ）阿水、;二伴う水路‘,詳細は本文54頁に報告。

Ⅱ‐２－①（中脳水111）耐水'11．瀞釧胤本文‘13頁;こ報告。

71.2跡(中脳水祁揃永:ilo詳訓は木迩ｲ頁に雑畿……．…ｒー……‐……
配２①〈中崎水田）掴水田。詳細は本文45頁に報告･

冨一２－①（中屑水田）稲水田。詳細は本文45頁ｉｆ_報侮冒

買－２－④（中屑永田）1W水:;･詳細は本文46頁に慨告謬
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Ⅱ‐２．④（6,ｺ層水田

I[‐２－①｛｢;'層水'11）層水川。詳細は本文』【8頁に報告。

n．２．④（;9幅水Ⅲ）鼎水田．詳細は本文4s真に報告。

Ⅱ‐２－①（‘.'層水111）層水111．詳細は水文49頁に報告。

冨一２－④（::'届水:B）層水田に伴う水路。滞細は本文55頁i二報併。

面．２．④〔｢:智阿水;Ⅱ）府水田に伴う水路。詳細は本文55頁に報告。

卜砺水田。詳細は本文46頁に報行。

卜耐水H;･詳細は本文47頁に報侮国

〉屑水田。詳細は本文47頁に報告圏

;畷永、。詳細は本文47頁に報告。

>層水世に伴う水路ｃ詳細は水文55頁に報告。

〉階水田句詳細は本文48頁偶報告｡

埋上ｃ

埋士ｃ

理ｉ二心

９（上層水旧）肘水田。詳細は本文26頁に報告。

りく上射水111）届水川・詳細は本文26頁に報告。

17頁に報告。(上厨水田）鮒水111.群jWIlは本文



SＢ４１９

ＤＳ４１残存長1.25ｍの柿円形の土城。詳細は本文１１６頁に報告。

ＤＶ４２径68×139cmの不整形の土漉。深さ16cm･詳細は本文116頁に報告。

ＤＶ４１南北径90cmほどの小型土城。詳細は本文116頁に報告。

ＤＷ．ＤX4１．４２ＳP４９７．５９８．５９９．５０７．５０６で椛成される柵列。詳細は本文118頁に報告。

ＤY-４３．４４ＳＰ製１．５４１．５５９で椛成される掘立柱建物。詳細は本文92頁に報告。

ＤＹ・ＤＺ４１ＳP-549.551で構成される掘立柱建物。詳細は本文94頁に報告。

ＤＹ・ＤＺ４１ＳP-550.570で椛成される掘立柱建物。詳細は本文94頁に報告。

ＤＲ・ＤＳ４１ＳP456.462で榊成される押す枕建物。詳細は本文95頁に報告。

ＤＲ～DT-41ＳP455.467で榊成される掘立柱建物。詳細は本文95頁に報告。

ＤＳ・ＤＴ４１ＳP460.461.464.465.468で構成される掘立柱建物。詳細は本文96頁に報告。

ＤＲ～ＤT-４１．４２ＳP457.591.592で柵成される掘立柱建物。詳細は本文99頁に報告。

ＳP472.476.478.479.480.571で椛成される掘立柱建物。ＳP474.477は添え柱もしくは補強用の柱か？詳細ＤＵ.ＤＶ４１．４２
は本文１００頁に報告。

ＤＶ・ＤＷ４１ＳP483.484で構成される掘京桂建物。詳細は本文１０２頁に報告。

ＤＷ。ＤＸ4２．４３ＳP４９８．５２６．５６２．５６８で榊成される押す林弧物。詳細は本文104頁に報告。

ﾛ■由■＆■由■凸自■色自由画■■＝

ＤＯ●、ﾛ韓ＱＱＱ●Qbd則

SD-301を切る膨らみを持つ隅丸方形の土城。詳細は本文62頁に報告。ＤＵ・ＤＶ４３

ＡＩ函 ＤＵ４５

自然流路。詳細は本文78頁に報告。

径1.65～1.7ｍの不整円形の土城。詳細は本文１１０頁に報告。

細長い棺円形の土城。詳細は本文114頁に報告

SP-570を切る長円形の土壌。詳細は本文116頁に報告

径1.55ｍの不整円形の土城。詳細は本文116頁に報告。

幅30～43cm，残存長2.5ｍの識。詳細は本文１１８頁に報告。

ln-2o(下層水田)層水田｡詳細は本文72頁に報告。

Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層水田。詳細は本文72頁に報告。

Ⅱ．２－⑤（下層水田）層水田。詳細は本文72頁に報告。

Ⅱ‐２－⑥（下層水田）届水田。詳細は本文72頁に報告。

SＫ２０４ ＤＶ４３

ＤＷ・ＤＸ－饗・４５

，Ｖ・ＤＷ４５

ＤＸ～ＤＺ4４．４５

ＤＲ～DY42～4４Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層水田に伴う水路。詳細は本文73頁に報告。

ＤＳ～DV43・“Ⅱ‐２－⑤（下層水田）層水田に伴う水路。詳細は本文75頁に報告。

ＤＲ.ＤS43.44Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層水田。詳細は本文69頁に報告。

ＤＳ．ＤT4３．４４Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層水田。詳細は本文69頁に報告。

ＤＳ“Ⅱ‐２－⑤（下層水田）層水田。詳細は本文70頁に報告。

ＤＲ・DS44・４５Ⅱ‐２－⑤（下層水田）層水田。詳細は本文70頁に報告。

DT43～ＤS4４．４５Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層水田に伴う水路。詳細は本文76頁に報告。

ＤＴ．ＤU43.44Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層水田。詳細は本文70頁に報告。

ＤＴ・ＤＵ必・４５Ⅱ‐２－⑥（下届水田）層水田。詳細は本文71頁に報告。

ＤＴ・ＤＵ４５Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層水田。詳細は本文71頁に報告。

ＤＵ～ＤＷ袈・４５Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層水田。詳細は本文71頁に報告。

ＤＵ・ＤＶ４５Ⅱ‐２－⑥（下屑水田）層水田。詳細は本文71頁に報告。

欠番

SＰ２０５ DS型4２ 廷35×36cmの円形の掘り形をもつ。深さ７cm･淡茶褐色シルトを迎十とする。 埋士ｃ

欠稀
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Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

径23×28cmの長円形の掘り形をもつ。深さ６cm･埋土は砂孫が少量混じる茶灰色砂質シルト。ＳP-212.213と比べて

茶色みが強い。炭化物小片が出土。
IDV-44 埋土ｃ

200

径17～20cmの円形の掘り形をもつ。深さ７～８cmoSP-206と共通した特徴の埋土。SD-302を切る。

欠番

埋一ｔｃ

詳細は本文62頁に報告。

長軸長1.3ｍ，短軸長70cmの不整形の土縦。詳細は本文118頁に報告。

埋土ｃ

詳細は本文66頁に報告。

SP487.492で構成される掘立柱建物。詳細は本文109頁に報告。

卸十ｈ

径35×29cmの隅丸方形の掘り形をもつ。深さ29cm・埋土は灰茶色砂質シルトを埋土とする。‘DUV-44

SP－５３３．５３４．５３５．５３６．５３７で構成される掘立柱建物。詳細は本文106頁に報告。

径18～１９cmの円形の掘り形をもつ。深さ１７cm・埋土は茶灰色砂質シルト。SD302を切る。上而で拳大の花尚岩円喋が出土。DＷ４３

SＢ４２０

ＤＶ４４

Ⅱ‐２－⑥（下層水田）届水田。詳細は本文72頁に報告。

SP483.484で椛成される掘立群難物。詳細は本文１０２頁に報告。SＢ４１８

ＤＶﾕ判

SＢ４１７

ＤＷ・ＤＸ４２・４３

ＤＹ４２．４３

ＤＹ。ＤZ４２．４３

ＤＹ・ＤＺ４２・４３

ＤＷ－４１

ＤＷ４２・４３

SＢ４１６

SP460.461.464.465.468で構成される掘立柱建物｡詳細は本文96頁に報告。

径26×21cmの長円形の掘り形をもつ。深さ１９cm･埋土は茶灰色シルト。親指先大の円喋が点々と混じる。BDU４３

SＢ４１５

埋土ａSP455.467で榊成きれる掘立柱建物。詳細は本文95頁に報告。SＢ４１４

埋士ｂSP456.462で椛成される掘立林獄物。詳細は本文95頁に報告。SＢ４１３

埋土 ａ

Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層水田。詳細は本文70頁に報告。

SP-550.570で椛成される掘京林誕物。詳細は本文94頁に報告。副３４１２

皿－１‐月SP-549.551で構成される掘立柱建物。詳細は本文94頁に報告。削劃４]］

埋土ａSP製１．５４１．５５９で椛成される掘立柱建物。詳細は本文92頁に報告。SＢ４１０

SＡ４０９

南北径90cmほどの小型土職。詳細は本文116頁に報告「

Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層水田。詳細は本文71頁に報告。

SＫ４０８

径68×139cmの不整形の土漉。深さ16cm･詳細は本文116頁に報告。跡隅４０７

残存長1.25ｍの梢円形の土城。詳細は本文１１６頁に報告。

Ａ区ＩＤＵ・ＤＶ４５ Ⅱ‐２－⑥（下届水田）層水田。詳細は本文71頁に報告。

幅30～43cm，残存長2.5ｍの識。詳細は本文１１８頁に報告。Ａ区

径1.55ｍの不整円形の土城。詳細は本文116頁に報告。

埋士ａ

咽水田。詳細は本文72頁に報告。

SP-570を切る長円形の土概。詳細は本文116頁に報告

埋士 ａ細長い梢円形の土嫉。詳細は本文114頁に報告

径1.65～1.7ｍの不整円形の土概。詳細は本文１１０頁に報告。

自然流路。詳細は本文78頁に報告。

Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層水田。詳細は本文72頁に報告。
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SB418を榊成する柱穴。詳細は本文102頁に報告。

巻末表１

SB-418を櫛成する柱穴。詳細は本文１０４頁に報告。

15次調在８トレンチSP-1oSB-410を椛成する柱穴。詳細は本文92頁に報告。

15次調在８トレンチＳＰ－２「

花尚岩円礁が出土。詳細は本文119頁に報告く

SP443に切られる。径28×31cmの不整円形。埋土は砂喋まじりの灰茶色砂質シルト。

径26×30cmの楕円形。砂牒まじりの灰茶色砂質シルトの埋土。

径20cmの円形。砂喋まじりの灰茶色砂質シルトの埋土。

径20×23cmの柄円形。深さ８cm･埋土は砂磯まじりの灰茶色砂質シルト。

径14cmの略円形。埋土は砂喋まじりの灰茶色砂質シルト‘

SP-510に切られる。径26cmの不整円形。深さ１１cm・埋土は砂磯まじりの灰茶色砂質シルト。

長径25cm，短径20cmの長円形の掘り形をもつ。深さ８cmoSP489と切り合う。埋土は褐灰色系の砂質土。

径狸×48cmの長円形の掘り形をもつ。浅い窪み状で、確実に小穴とは判断できなかった。上府部分の掘り残しの可
能性がある。

SＰ４５２１１Ａ区ＩＤＳ４２ 径32cmの不整円形の掘り形をもつ。深さl2cmoSP-589を切る。灰色系土が混じる。

４５３１１欠番

径35cm前後の浅い窪み状。浅い窪み状で、確実に小穴とは判断できなかった。上層部分の掘り残しの可能性がある。｜埋土ｃ

SB414を椛成する柱穴。詳細は本文95頁に報告ｃ

SB-413を構成する柱穴。詳細は本文95頁に報告。

径32～34cmの不整円形の掘り形をもつ。深さ19cm･褐灰色系の砂質土。

SB-416を椛成する柱穴。詳細は本文99頁に報告。

SB-415を椛成する柱穴。詳細は本文96頁に報告。

SB-413を椛成する柱穴。詳細は本文95頁に報告。

SB415を櫛成する柱穴。詳細は本文96頁に報告。

SB-415を椛成する柱穴。詳細は本文97頁に報告。

詳細は本文119頁に報告。

SB414を柵成する柱穴。詳細は本文95頁に報告。

SB415を椛成する柱穴。詳細は本文97頁に報告。

隆50～52cmの不整円形の掘り形をもつ。深さ43cm･暗灰黄色砂質土と浅謎色砂質土を主体とする。

径21～23cmの不整円形の棚り形をもつ。暗灰黄色砂質土を主体とする

詳細は本文119頁に報告ｃ

SB417を樵成する柱穴。詳細は本文１００頁に報告。

詳細は本文119頁に報告。

SB417の添え柱または補強用の柱と考えられる。詳細は本文102頁に報告。

埋土ｃ

SB417を柵成する柱穴。詳細は本文101頁に報告｡ 埋十ｃ

長径23cm，短径１６cmの長円形の掘り形をもつ。深き11cm・埋土は砂際混じりの褐灰色砂質土。 埋士ｃ

長径20cm、短径16cmの長円形の掘り形をもつ。深さ６cm・埋土は砂喋混じりの褐灰色砂質士。

201

径15cmの円形の掘り形をもつ。深さ18cm･褐灰色系の砂質土ｃ

長径20cm，短径15cmの長円形の掘り形をもつ。深さ23cm・埋土は砂喋混じりの褐灰色砂質土。

径15～17cmの円形の掘り形をもつ。深さl4cnlo埋土は褐灰色系の砂質土。

SB424を柵成する柱穴。詳細は本文109頁に報告。

｜埋土ｃ
質土。 ｜埋土ｃＤＷ４１

長径17cm、侮採14cmの長円形の掘り形をもつ。深さ15cm・褐灰色系の砂質土。

２もつ。深さ８cmoSP489と切り合う。埋土は褐灰色系の砂質土。

をもつ。深さ８cmoSP-489と切り合う。褐灰色系の砂質土。埋土から弥生土

Zの破片、内外面ともにナデられている。他は蕊の胴部小片。いずれも小片

iiI後する時期のものか？

造もつ。深さ15cm･褐灰色系の砂質土。

深さ19cm･禍灰色系の砂賀土。

の砂質土。

SB-424を椛成する柱穴。詳細は本文１１０頁に報告。

径16～18cmの円形の掘り形をもつ。深さ６cm・褐灰色系の砂質士。

Ａ区lDS42 １
欠番

抗痕跡を確認。詳細は本文120頁に報告｡

欠番。

ＤＳ４１

ＤＴ４１

ＤＳ－４１

ＤＴ－４１

径１６～１７cmの円形の掘り形をもつ。深さ４cm・灰褐色砂質士。 埋士ｃ

径32×２８cmの不整円形の掘り形をもつ。深さ10cm･灰褐色砂質土。 埋土ｃ
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SB411を椛成する柱穴。詳細は本文94頁に報告。

ＤＷ４２

SB420を構成する柱穴。詳細は本文106頁に報告。

砂質シルト。

砂質シルト。

.で､にぶい黄澄色砂質土の塊が少量混じる。

:としてにぶい黄桧色.にぶい黄稀色砂

SB420を構成する柱穴。詳細は本文106頁に報告。

SB420を構成する柱穴。詳細は本文106頁に報告。

径60×51cmの不整円形の掘り形をもつ。深さ12cm・埋土は砂喋混じりの灰黄褐色砂質土を主体として、明黄褐色砂

質土やにぶい黄糧色砂質土の塊が少量混じる。

径20cmの略円形の掘り形をもつ。砂喋まじりの灰茶色砂質シルトの埋土。

SK425に振り替え。詳細は本文１１８頁に報告。

SK425に振I)替え。詳細は本文１１８頁に報告。

径24×33cmの楕円形の掘り形をもつ。深さ27cm。DＷ４２

径27×28cmの不整円形の掘り形をもつ。深さ27cm。

SK425に振り替え。詳細は本文１１８頁に報告。

径11×14cmの略円形の掘り形をもつ。深さ６cm・埋土は砂磯まじりの灰茶色砂質シルト。

径１４×24cmの長円形の掘り形をもつ。深さ６cm･埋土は砂喋まじりの灰茶色砂質シルト。

径64×54cmの梢円形の棚り形をもつ。深さ26cm･埋土は砂喋混じりの灰黄褐色砂質土で､にぶい黄澄色砂質土の塊が少量混じる。

径30×85cmの長円形の掘り形をもつ。深さ９cm・埋土は褐灰色砂質土を主体としてにぶい黄橿色.にぶい黄撞色砂

質土の塊が混じる。炭化物片が出土。

径23×26cmの長円形の掘り形をもつ。深さ１１cm・埋土の特徴を記録せず。

SB419を構成する柱穴。詳細は本文104頁に報告。

径41～42cmの略円形の掘り形をもつ。深さ13cm･埋土は黒褐色砂質シルトと暗黄灰色砂質土を主体とする。埋土中

から、壷もしくは鉢の底部破片（図l07L4）と、壷の胴部破片が出土。

柱痕跡を確認。詳細は本文121頁に報告。

南西側が一段低くなる。径26×29cmの略円形の掘り形をもつ。深さ14cm･埋土の僻徴を記戦せず。埋土中から、弥

生後期中頃の斐口縁部片（図107-8）と、斐胴部片の２点が出土。

径49×54cmの略円形の掘り形をもつ。深さ５～９cm･埋土は黒褐色砂質シルトに黄灰色砂質土の小塊が多く混じる。

径46×50cmの不准円形の掘り形をもつ。深さ37cm・埋土の時徴を記録せず。

径31cmの略円形の掘り形をもつ。深さ24cm･埋土の特徴を記録せず。

SB421を椛成する柱穴。詳細は本文１０６頁に報告。

SB421を榊成する柱穴。詳細は本文１０６頁に報告。

SB421を椛成する柱穴。詳細は本文107頁に報告。

SB421を構成する柱穴。詳細は本文107頁に報告。

SB421を構成する柱穴。詳細は本文107頁に報告。

撹乱によって大部分が失われている。掘り形の推定径64cm。深さ21cm･埋土は黒褐色砂質土に黄褐色砂質シルトお
よび黄灰色砂質土が縞状に互層状態でみられる。

詳細は本文122頁に報告。

A区|…

径33×38cmの楕円形の掘り形をもつ。深さ22cm。

202

Ａ区

SA409を構成する杭穴。詳細は本文119頁に報告。

SA409を構成する杭穴。詳細は本文119頁に報告。

径２１"の鴫円形の掘り形をもつ｡深さ26‘､｡埋土は黒褐色砂質ｼﾙﾄに黄褐色ｼﾙﾄ小塊が点々と混じ鳥｡小指先|埋土。大の炭化物片が少迂出土。

古代後半の遺物がかたまって出土。詳細は本文120頁に報告｡DＸ４１

皿-卜角

SB422を構成する柱穴。詳細は本文108頁に報告ｃ

径45×40cmの不整円形の掘り形をもつ。深さ４cm。窪み状。埋土は灰褐色砂質土ｃＡｌ図 DＸ４２

径27×23cmの長円形の掘り形をもつ。深さ７cm･灰褐色砂質土の埋土。

SP450を切る。径21×27cmの梢円形の掘り形をもつ。深さ21cm･灰茶色砂質シルトの埋土。

径１３～14cmの略円形の掘り形をもつ。深さ６cm･灰褐色砂質土の埋土。

径20～22cmの円形の掘り形をもつ。深さ７cm･灰褐色砂質土の埋土。

径40cmの円形の掘り形をもつ。深さ52cm・埋土は褐灰色砂質土。炭化物片が出土。

SB421を榊成する柱穴。詳細は本文107頁に報告。

SB421を構成する柱穴。詳細は本文107頁に報告。

SB421を構成する柱穴。詳細は本文107頁に報告。

撹乱によって大部分が失われている。掘り形の推定径64cm。深さ21cm･埋土は黒褐色砂質土に黄褐色砂質シルトお
よび黄灰色砂質土が縞状に互層状態でみられる。

詳細は本文122頁に報告。

径29×35cmの楕円形の掘り形をもつ。深さ８cm･砂喋混りの灰茶色砂質シルトの埋土。

SB410を栂成する柱穴。詳細は本文94頁に報告。

径32×35cmの不整円形の掘り形をもつ。深さ５cm・灰色系土の埋土。

径31～33cmの円形の掘り形をもつ。深さ６cm･灰色系土の埋土。

径13×15cmの略円形の掘り形をもつ。深さ６cm･埋土は黒褐色砂質シルトに黄褐色シルト小塊が混じる。

SB423を榊成する柱穴。詳細は本文１０９頁に報告。

径30×26cmの円形の掘り形をもつ。深さ35cm･灰色系土の埋土。

SB423を構成する柱穴。詳細は本文109頁に報告。

径40×34cmの不整な長円形。深さ12CIU･埋土の特徴を記録せず。迦十卜部から弥生中期後葉～後期初頭と考えられ

る蕊のロ縁部片・胴部片の２点が出土。

SB411を構成する柱穴。詳細は本文94頁に報告。

SB412を構成する柱穴。詳細は本文94頁に報告。

SB411を構成する柱穴。詳細は本文94頁に報告。

径20～22cmの円形の掘り形をもつ。深さ７cm･灰褐色砂質土の埋土。

径１５×17cmの円形の掘り形をもつ。深さ22cmoSB-579を構成する柱穴か？埋土は褐灰色砂質土を主体とするｃ

埋士３SB412を構成する柱穴。詳細は本文94頁に報告。

埋土ａSB411を構成する柱穴。詳細は本文94頁に報告。

径40×34cmの不整な長円形。深さ12CIU･埋土の特徴を記録せず。埋十卜部から弥生中期後葉～後期初頭と考えられ

る蕊のロ縁部片・胴部片の２点が出土。

埋土ｂ

ＡＩ図

SB423を構成する柱穴。詳細は本文109頁に報告。

埋士ｃ径30×26cmの円形の掘り形をもつ。深さ35cm･灰色系土の埋土。

径30×85cmの長円形の掘り形をもつ。深さ９cm・埋土は褐灰色砂質土を主体としてにぶい黄糧色.にぶい黄澄色砂

質土の塊が混じる。炭化物片が出土。

SB423を榊成する柱穴。詳細は本文１０９頁に報告。

径13×15cmの略円形の掘り形をもつ。深さ６cm･埋土は黒褐色砂質シルトに黄褐色シルト小塊が混じるく

SB420を構成する柱穴。詳細は本文106頁に報告。

径31～33cmの円形の掘り形をもつ。深さ６cm･灰色系土の埋土｡

径32×35cmの不整円形の掘り形をもつ。深さ５cm・灰色系土の埋土。

SB410を櫛成する柱穴。詳細は本文94頁に報告。

径60×51cmの不整円形の掘り形をもつ。深さ12cm・埋土は砂喋混じりの灰黄褐色砂質土を主体として、明黄褐色砂

質土やにぶい菰橿色砂質土の塊が少量混じる。

径29×35cmの楠円形の掘り形をもつ。深さ８cm・砂喋混りの灰茶色砂質シルトの埋土。

詳細は本文122頁に報告ｃ

撹乱によって大部分が失われている。掘り形の推定径64cm。深さ21cm･埋土は黒褐色砂質土に黄褐色砂質シルトお

よび黄灰色砂質土が紬状に互層状態でみられる。

径20cmの略円形の掘り形をもつ。砂喋まじりの灰茶色砂質シルトの埋土。SＰ５１８

SB421を櫛成する柱穴。詳細は本文１０７頁に報告。

SB421を構成する柱穴。詳細は本文107頁に報告。

SK425に振り替え。詳細は本文１１８頁に報告。

SB421を椛成する柱穴。詳細は本文107頁に報告。

SK425に振り替え。詳細は本文１１８頁に報告。Ａ区

SB421を構成する柱穴。詳細は本文１０６頁に報告。

ＤＸ。ＤＹ４２．４３ SB421を構成する柱穴。詳細は本文１０６頁に報告く

径11×14cmの略円形の掘り形をもつ。深さ６cm・埋土は砂磯まじりの灰茶色砂質シルト｡ 埋土ｃ

径31cmの略円形の掘り形をもつ。深さ24cm･埋土の特徴を記録せずｃ

径46×50cmの不准円形の掘り形をもつ。深さ37cm・埋土の時徴を記録せず。

径49×54cmの略円形の掘り形をもつ。深さ５～９cm･埋土は黒褐色砂質シルトに黄灰色砂質土の小塊が多く混じる。

径１４×24cmの長円形の掘り形をもつ。深さ６cm･埋土は砂喋まじりの灰茶色砂質シルトｃS Ｐ 局 溺 埋十ｃ

南西側が一段低くなる。径26×29cmの略円形の掘り形をもつ。深さ14cm･埋土の僻徴を記戦せず。埋土中から、弥

生後期中頃の斐口縁部片（図107-8）と、斐胴部片の２点が出土。

柱痕跡を確認。詳細は本文121頁に報告。

径41～42cmの略円形の掘り形をもつ。深さ13cm･埋土は黒褐色砂質シルトと暗黄灰色砂質土を主体とする。埋土中

から、壷もしくは鉢の底部破片（図l07L4）と、壷の胴部破片が出土。

ＤＸ４２．４３

SＰ５２３ 径64×54cmの楠円形の棚り形をもつ。深さ26cm･埋土は砂喋混じりの灰黄褐色砂質土で､にぶい黄澄色砂質土の塊が少量混じる。

SB419を構成する柱穴。詳細は本文104頁に報告。

ＤＸ４２．４３ 径23×26cmの長円形の掘り形をもつ。深さ１１cm･埋土の特徴を記録せず。

遮構
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徒20×１６画の不 監桁円形の翻り形をもつ。深さ１０cm･灰褐色砂賀士。
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従l9Emの円形の棚り形をもつ。深さ14cm寵埋土は灰詞色砂便-t。

:径16～18cmの円形の棚り形をもつ。深き８“１．浬上は版褐色砂武士。

Ｓ脚19を構成する柱穴。祷剥は本文104頁に報告。

後2ｌｘ30cmの長円形の掘り形をもつ。漂さ10cm･塊土は灰褐色砂賀土。
卜■蝉＆凸自色自由面自由自色a自由色凸自＝■画■■＝■＝■一■＝■一■■■■■＝■ー■■車■画■＝■ー UUー UーUUーUUP■Ｕ9句甲９■■Ｕ~■０■DUrDDQgjQmDQQgjQQ曲■由■■由■■■自画凸自■■■自画由＝■~■＝■＝■一■ー■ー■■車■一■■■■■■■■■■■■ー ー■ー

|径24×28cmの柿円形の詞り形をもつ｡深き12cm･埋土は灰褐色砂賀_'二。

'径27x29EInの不整円形の棚り形をもつ但深善１０cm･埋上は灰褐色砂賀士。

|詳細I舞支122頁に報告。
|穂摸跡を硫認｡詳細は本文122頁に報告。

SB-419を柵成する牲穴。詳細ば本文104頁に報告。

Ｓ1,-589に切られる｡詳細は本文122頁に報告。

Ｓ曙12を構成する柱穴。詳細億本文94頁に報併。

SB417を椛成する柱穴。詳綱は本文102頁に報告。

徒27×32℃国の任円形の掘り形をもつ。深さ5cm･埋上は黒褐色砂賀シルトで、Ｆ部には黄討色砂斌シルト小塊が点々 と混じる。

欠番

SB4]31ﾆ撮り替え。欠誰。

SB415に振り替え。欠番。

｢鶏｡……………………
SB417に張り替え。欠稀n

SB418に振り替え。欠稀。

ＳＢ.‘119に護り秤え句欠僻。

SB-420に談り替え。欠併鰯

SB421に振り替え。欠稚。

欠将

欠稀

~ＤＸ４ｉ－……ー…一s皿03を切る。埋士は灰黄褐色砂質士を主体とする。

ＤＳ４２ 灘挫翌cmp1ｼ形｡剛，誰もつ｡擬…｡処i｣*黙禍鍛淋鍛擁砂騨''ｲﾄ塊が多く漉蔑…
ＤＳ４２…_…一…」御Ox47c岬麹形”W咳蕊?w餓誕黙.聾磐蝿“砂賀ｼ1k:､【鳥黄褐色.暗黄灰色砂筑':が混じる｡
DZ-41 ’ＳＢ､423を柵成する桃穴・詳細は本文１０９頁に報肯。

)唾Ｗｒ息ｒ御6号唾甲の祁蛎職':脇諜曹蕊藻壌”褐色砂塑ﾙiこ黄褐色ｼﾙﾄ小塊が混じる｡農｛蝿小片が出土・
稚鋤x61Emの柳１１形、深誉15cmの柵り形をもつ。SPL569を切り、SP452に切られる。恥二'Zは黒樹色砂質シルトに此

ＤＳ４２ 灰色砂質:.二が多く混じり、全体に白っぽい二色。、ＩＦ部には黄褐色砂賀シルトの塊が点玲と混じる。j皿』ｰ中から緬悪

|…洲:瀧…邪………韓…戦域蕊隙一一一
湯〈図1岬15)、弥生土器が111.-二画

l:1画ミ………」聖U6を撚輝:る雄穴噌読糾さ本文lLOO藤識……………………………－…‐
、鋼２ １sB416を撫成す晶柱穴｡滞剥は本文'00頁に報告。

漉黒ｒ謡１１sk弧を“小泌哩迩詳細幽蝉'‘i買壷“蟻に撒謎ユ幸幸:－ず…r
lp籾…息…」s畷0';号切…｡推定函0岬｡深さ7脚Ｉ乳埋:#灰蝋潤色妙興~上曹主体とす匙……－
lDV42１径31×33cmの略円形の掘り形をもつ｡深き１９ｃｍ｡班:は灰黄褐色砂虻:を主体とする｡

１錘Ox47cmの長訓
’ＳＢ､423を柵成す誠

径１６~１７t画の略円形

稚鋤x61Emの柳'1ﾗｉ

灰色砂質:､二が多くiｊ

普く図10画5)、弥』

徒]2xl6Emの略円ﾅｌ

ｌｓＢ』１１６を柵成する*

lsB416を撫成す識
１sk401を切る小火６
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|径26×35c画の不樹q形の翻り形をもつ｡深さ9(:画‘,埋上は灰黄褐色砂賀j:を:E体とする。

|御8¥ｇ４仰の不礎]鵬'?諏漆も?q哩土は灰蛍褐色砂賀上を主陸する。…‐…………
lsA409を椛成する枕穴｡詳細{倉本幻'8頁に報告。
SA409を僻皮する枕穴ｅ詳細は本文乳18頁lこ報告。

椎30×26cmの是|｣｣形の柵り形をもつ。深きﾕ]E､悪埋-上は灰色みが強い灰褐色砂賀.上舗徒30×26cmの是円形６

Ｂ区

どき:Ｘ

副Ｘ

ＢｌＸ

Ｂ区

Ｂ区

区
区

Ｂ
，
Ｂ

DII､32'3３

'8.39

18.39

ＤＩＩ､3８

ＤＩＩ

ＤＨ

1-38

3８ 円形。徳10～1】{、，深苔4.2cm｡塊二‘品は黙間色シルト。にぶい黄禍世シルトの２～３cm大の‘柵円形の塊が多く混じる画 蝿-ｆ、

幅1.1～１５mの束両方向にのびる擁｡Ｓｌ

東両にのびる群。ＳＤ､604.6:0を切る瀞

東両に延びる深き15cmの灘。Ｓｃ６０５．ｆ

方形あ愚いは長方形の竪穴式住居跡。規

方形ああいは長方形の竪穴式住居跡ｓｆ

梢円形。長径認qII，短径70Ｃｌ,'、溌善12ｔ

立柱痕跡を確認。SC605を切る。詳細｝

束珊側を撹乱識により欠脳。円形。径56ｃ

::は本文144頁を参照。

研二のびる擁。Ｓ１《.“7とIJj￥合う。詳細は本文144頁を参照。

６０４．６:0を切る詳細は本文】45頁を参照。

nの灘。Ｓｃ605.606を切る。SD-603に切られる。詳細は本文150頁を参照。

竪穴式住居跡。規摸は不明。SDL604､SP-608に切られる｡SC606を切るョ詳細は本文124頁を参照ョ

方形ああいは長方形の竪穴式住居跡曾SC-605に切られあ。詳細は水文125頁を参照。

梢円形。長径認qII，短径70Ｃｌ,'、溌善12“・詳細は本文170頁記戦。

立柱痕跡を確謎SC-605を切る。詳細は本文皇70頁を参照･

東側を撹乱識により欠脳。円形。径弱郵、深嘗10,1巳Ｓｃ釦5を切る。詳細は本文170頁を参照。

ＳＤ６“底面下で砿認した東西方向【写のびる柵｡ＳI》､604ｉｆ.．切られ、ＳＩ》-611を切る巻詳細は本文150頁を参照。

西側は撹乱、南側はＳＤ鉛1.610に切られ全形はイミ明。残存部径46C画、深さ25cm・詳細は本文170頁を拳照豊

立柱痕跡を確認。詳細は本文133頁を参照･

'迦柱痕跡を確認。詳細は本文134頁を参照。

幅３ｍ前後の雛。詳細

北側は撹乱によって欠損。柚円形。残存促瀧44ｃｍ、短徳35cm，深さ12mlsSFL615を切る。蝿-tば黒褐色砂髄シル１．．

’f定形。征4]帥l、譲認6軸１．ＳＰ６]3に切られる。埋上は黒褐色砂賀シル1,．砂喋を少鹸含む。

S13.744の柱穴。詳細は本文143良を参照。

SB､744の桃穴、詳細は本文143頁を参照。

立柱痕跡を確認。詳細は本文125頁を参照。

立柱疲跡を確認。詳細は本文125頁彫参照。

埋・1.3

埋上ａ

皿:呈制

雌-ｔａ

埋ｒｆＥ

Ｃ
・
Ｃ

埋・上ａ

埋土ａ

埋二Izb

堰:馬ｂ

ｃ
・
ａ
・

上
．
．
‐
『
亜

埋
埋
掛

ｃ
・
ａ
胆

－
０
Ｉ
凸
・

浬
埋
．

蝋:;池

埋士ｂ

蝿1詞

期-1-､ｂ

鰹-ｔｃ

埋士ｂまたはｃ

狸ｋｂ

■
一
ｍ
Ｕ
・
一
応
し
。
《
。
》
】
、
』
■
一
Ｆ
』
ロ
《
》

土
・
上
・
土
・
土
・
土
・
士

埋
・
埋
・
理
・
埋
唖
埋
班
理

埋-ｋａ

蝿-k

蝿::2３

皿.･ａ

‘
諏
呼
‘
劉

塊
坐
埋

蝿-上ａ

埋二i･.ａ

鯉-ｔａ

埋土ａ



梢円形の掘り形。径50～58cm。深さl9cmoSC670を切る。詳細は本文172頁を参照

楕円形。径26～29cm、深さ7.4cm･Ｓｃ606床面で検出。黒褐色砂質シルトの埋土。ＤＨ－３８

梢円形の掘り形。径50～58cm。深さl9cmoSC670を切る。詳細は本文172頁を参照。

束半分は撹乱によって欠損。残存径25cm，深さ15cm･

東側は撹乱に切られ欠損。半円形。径28cm，深さ９cm･黒褐色砂賀シルトの埋土。

長円形の掘り形。長径84cm，短径65cm，深さl9cmoSK-662に切られる。SK-695を切る。詳細は本文172頁を参照。

SB749の柱穴。SK-695を切る。詳細は本文143頁を参照。

梢円形の掘り形。径54cm、深さI5cmoSC670を切る。詳細は本文173頁を参照。

西端は欠損するが、長辺1.15ｍ，最大幅70cmの長梢円形の土壌。SD-601、ＳＰ､658に切られる。SP-659を切る。詳細

Ｈ形の瓢り形。住23cm，深き１０．３cm･埋土は茶色みを帯びた黒褐色砂質土。小石はあまり含まない。

梢円形の掘り形。径18～20cm，深さ3.4cm･埋土は茶色みを帯びた黒褐色砂質土。小石はあまり含まない。

東側半分は批乱により欠損。半円形。径28cm，深さ162cm･埋土は黒褐色砂質土。小石・砂喋を多く含む。

東側は撹乱により欠損。残存部径30cm，深さ12.5cm･埋土は茶色みを帯びた黒褐色砂質土。小石は余り含まない。

SD-602と切り合う不整桁円形の土蛎。詳細は本文152頁を参照。

ＳＢ洞6の柱穴。詳細は本文143頁を参照。

SB-746の柱穴。詳細は本文143頁を参照。

西側は撹乱によって欠損。半円形の掘り形。径25cm、深さ７cm･埋土は黒褐色砂質土。径２cm大の明茶褐色粘質シ
ルトの小塊が２，３点混じる。

東側の一部は撹乱によって欠損。長円形の掘り形。短径19、長径24cm、深さ17cm。埋土は黒褐色砂質シルト。明茶
褐色の粘質シルトの３cm×４cm大の塊が落ち込む。

桁円形の捕り形。径32～35cm，深さ26cm・埋土は黒褐色砂質シルト。粗砂・小さな角喋を多く含む。

丸みをおびた五角形の掘り形｡径32cm,深さ１６cm･黒褐色砂質シルト。にぶい黄褐色砂質土の径２cm大の小塊が点々 と混じる。

東半分は撹乱によって欠損。残存部での長辺66cm・隅丸長方形あるいは長梢円形。深さ20cm・埋土は黒褐色砂質土。

径１～２cm大の円磯を２，３点含む。弥生土器蕊・壷胴部小片が４点出土。壷底部近くの胴部下部片を図化（図
173-2)。

北西から南東にのび、撹乱部で屈曲し東に延びる近世の瀧。詳細は本文151頁参照。

長楕円形の掘り形。長径54cm，短径40cm，深さ10.2cm・埋土は黒褐色砂質シルト。小磯を含む。弥生-1-器・土師器

の小片が11点出土。底部に回転糸切り痕が見られる土師器皿片が１点出土している（図172-12)。

撹乱によって西側・東側は欠損。残存部径25cm，深さ8.2cm･埋土はやや茶色みを帯びた黒褐色砂賀シルト。砂喋を

多く含む。

立柱痕跡を確認。詳細は本文128頁を参照。自然磯が出土。9,8鴎侭

調在区西壁に沿って検出◎半円形。残存部径32cm，深さ4.3cm･埋土は黒褐色砂質シルト。|I鵬嘩ロ

204

SB740の柱穴。ＳK-675.710を切る。詳細は本文138頁を参照。DI-32

Ⅲ脳上部で検出した約50cm四方の炭化物や土器片の広がり。詳細は本文170頁を参照‘

SＰ６６８

SＰ６２６ ＤＨ-３５．３６

SK-666床面で検出。南は撹乱により欠損。残存部径30cm、深さ８cm･埋土は黒褐色砂質土ｃ

北西から南東にのび、撹乱部で屈曲し東に延びる近世の識。詳細は本文151頁参照。ＤＨ-３６．３７

SＰ６６５

SＰ６６４

残存長125cm，最大幅45cm，深さ10cmの浅い船底状土砿。SD-601、ＳＰ-664.665に切られる詳細は本文152頁を参照。

SK-663を切る。円形。径45cm，深さ９cm・埋土は黒褐色砂質土。にぶい黄褐色砂質土が比較的多く混じる。Ⅲ層部

分から弥生時代中期～後期の壷胴部片３点、認胴部片１点、器種不明土器片１点が出土。埋土中から石が出土して

いるが、所在不明で石器かどうかについては不明。鉄津（R-2640）が１点出土。

楕円形の掘り形。径32cm～40cm、深さl0cmoSD-601に切られる。SK663を切る。埋土は黒褐色砂質土。下部を中心と
してにぶい黄褐色砂質土が多く混じる。Ⅲ層部分から弥生時代中期後葉の蕊口縁部片と壷あるいは斐胴部片が出土。

残存長南北37cm,東西35cmの長方形あるいは方形を呈する土蛎。深さ10cm。SC-670を切る。詳細は本文153頁を参照。

SK-666床面で検出。南は撹乱により欠損。残存部径30cm，深さ８cm・埋土は黒褐色砂質士。

SK-666床而で検出。南側は調査区外へ続く。残存部径48cm、深さ20cm。埋土は黒褐色砂質土。わずかににぶい黄褐
色砂質土を混じる。埋土下部から弥生時代中期から後期の鉢が１点出土。

Ⅲ届上部で検出した約50cm四方の炭化物や土器片の広がり。詳細は本文170頁を参照。

長辺4.1ｍ，短辺2.95ｍの長方形竪穴式住居跡。ＳK－６９５．７１０．７２５を切る。SK-666、ＳＰ－６５６．６７３．６８７に切られる。
詳細は本文128頁を参照。

SB740の柱穴。ＳK-675.710を切る。詳細は本文138頁を参照。

剖刷６６２

楕円形の堀り形。径54cm、深さI5cmoSC-670を切る。詳細は本文173頁を参照。

SB749の柱穴。SK-695を切る。詳細は本文143頁を参照、

東側は撹乱に切られ欠損。半円形。径28cm，深さ９cm・黒褐色砂賀シルトの埋土。

東半分は撹乱によって欠損。残存径25cm，深さ15cm。

北側は撹乱により欠損。円形。径46cm、深さ27.8cm・埋土は黒褐色砂質シルト。砂質土を多く含む･

丸みをおびた五角形の掘り形｡径32cm､深さ１６cm･黒褐色砂質ｼﾙﾄ｡にぶい黄褐色砂質土の径2cm大の小塊が点々 と混じる。｜埋土ａ

埋土ｂ

円形の掘り形。径25～26cm。深さ63cm･埋土は茶褐色シルト。

桁円形の掘り形。径32～35cm，深さ26cm・埋土は黒褐色砂質シルト。粗砂・小さな角喋を多く含む。

SB-746の柱穴。詳細は本文143頁を参照。

ＳＢ洞6の柱穴。詳細は本文143頁を参照。

梢円形の掘り形。長径48cm，短径40cm，深さ30.7cm･灰褐色シルトの埋土。

SD-602と切り合う不整梢円形の土蛎。詳細は本文152頁を参照。

皿十月楕円形の掘り形。径18～20cm，深さ3.4cm･埋土は茶色みを帯びた黒褐色砂質土。小石はあまり含まない鰯

円形の掘り形。径24cm・西半分は撹乱により一部欠損。円形。径24cm、深さ7.8cm･灰褐色シルトの埋土。DH-36

円形の掘り形。径23cm，深さ１０．３cm･埋土は茶色みを帯びた黒褐色砂質士。小石はあまり含まない。

円形の掘り形。径26cⅢ、深さ18.1cm･埋土は茶色みを帯びた黒褐色砂質土。小石はあまり含まない。

SＰ６３４ SB-743の柱穴。詳細は本文141頁を参照。ＤＨ－３６

Ｂ区

調蚕灰両壁沿いで検出。半円形。径40cm，深さ13cm・黒褐色砂質シルト。

SB-743の柱穴。詳細は本文141頁を参照。SＰ６３５

埋土ａ

SB-743の柱穴。詳細は本文141頁を参照。

梢円形の掘り形。径29～32cm，深さ１３cm･埋土は黒褐色砂質シルト｡

卸十 、

歪な円形の掘り形。径40～43cm，深さ28cm･詳細は本文172頁を参照。

円形の掘り形。径42cm，深さ34.3cm・黒褐色砂質シルトの埋土。

埋士ａ

逝補

|奄恐．：謎号

ＳＰ６２

ＳＦ６２

S1】

ＳＰ

６２４

６２５

Ⅵ
０
－
》
向
邑
》
画
〕

ＳＤ６２７

ＳＰ６２８

－p■且■■■■●■■■■■■■四ｍ■■■■■再

ＳＰ６２９

_駅..‘鰯０１
ｓＰ６３１１

Ｓ1コ６３２

sＰ６３３

》
》
一
岬
一
一
‐
一
一

聯
一
面
昏
睡
・
知
一
即
》
皿
一
唖
雫
蛎
一
鯉
一
郎
》
恥

一
》
皿

】
、
自

馴
》
評
・
』
誹
酔
評
野
》
評
・
野
師
一
評
》
評
》
誰

恥
肥
画

ＳＫ６１７

ＳＰ“８

ＳＰ６４９
B軸Q心■■●凸ｄＬｂｄ４６Ｑ些h自一自由由色自■一

６{；０

５
５

６
．
６

１
酢
２

野
。
、
卵

ＳＰ

ＳＰ

SＦ６５５

ＳＦ６５６

SＰ６５７

SＰ６５８

ＳＰ６５９

ＳＰ６６O

ＳＰ６６１

ＳＫ６６３
h吋凸自●山一自由自由■由｡“■■＝■

ＳＫ６６６

Ｓｌ〕６６

ＳＸ

Sｃ６７０

ＳＰ６７１

Ｊ
・
７

調 在 区 調張所見 蝿士類型

区
一
区
一
区

Ｂ
》
Ｂ
－
Ｂ

区
一
Ⅸ
岬
区

Ｂ
一
墓
岨
Ｂ

Ｂ区

。区

Ｂ区

Ｂ区

Ｂ区

Ｂ区

Ｂ区

Ｂ区

Ｂ区

欠番

|磯一千
|:：一・一
ｍ鯉－－…

ＤＨ－３４

溌製……~…一

|蝋一…」
DII83.34

1DIf33……
ＤＩＩ３３

ＤＧ･３４

－…r…~…”

…~一…………ｌＢ区ＤＩＩ３２

Ｂ区ＤＩＩ３２

ＢｌｘＤＩＩ３２

Ｂ区ｌＤＨ－３２

Ｂ:ＺDII-32

B区DII､31.32

Ｂ区ＤＨ３１

::|鴨Ｌｒ童：

ＢⅨ

Ｂ区

Ｂ区

ＢⅨ

Ｂ区

Ｂ区

Ｂ区

Ｂ区

ＢⅨ

Ｂ区

LB区

画
酬

区
一
区
一
区
》
区

ｈ
【
唖
寺
【
桂
一
唖
一
一
Ｈ
〕
》
、
晩
》

毒
一
ｘ
｜

一
【
Ｕ

Ｂ区

Ｂ区

Ｂ区

Ｂ区

Ｂ区

Ｂ区ｌ
Ｅ区’

ＢⅨ

Ｂ区

ＢⅨ

蛙

区
一
区

Ｂ
副
Ｂ

Ｂ区

区
季
区

Ｂ
》
Ｂ

Ｂ区

Ｂ区

DII､3６

Ｉ>Ｈ,35,36

ＤＨ､３８

ＤＨ－３７

１〕Ⅲ銅

'ijI蕊…一llDII36

Ｄｎ３６

z)H､３２

‐)Ⅲ･３２

DH-32

１〕11-32
■ ■ - ■ ■ 専 宇 司 岬 ■ Ｗ 甲 勺 甲 再 甲 ９ ● 甲 U

DII-32

DiL32

DH31

DIIQ3I
■■■■耳Ｕｰ甲ＵｑＷ甲ＵＵ戸ＵＵＰＵＵ■令卯●ＤＱＢ

ＤＩＩＬ３１

Ｄ]､3１

罷象'11形の則り形をもつ。御0cm，深き

竜駐痕跡を確認。詳細は本文171頁を参iＩＩ

SB7m3の柱穴。

ａ
・
３
編
ｃ

・
里
・
エ
ー
士

Ｉ
‐塊

・
一
螺
一
理

辿ｉ･知

卿ｉ･別

埋一~２ａ

ａ
・
ａ

塊
・
理

《
』
．
Ｆ
』
手
戸
』
戸
』

皇
．
Ｄ
Ｌ
．
ｆ
土

埋
埋
・
埋
埋

埋土ｃ

蝿-ｆｃ

埋一ｔＥ

埋土打

埋:､2３

ａ

ｰＵＵｒ●ＵＵｐｐＱ■｡■由■色自由画自由一口■■--

埋七打
再ＵＵＵでＵＯｂＭＯ●ＤＭ①■■ｰｂｰａ自色ａ－一■■

埋士、

伽1.Ｅ

埋土曲

蝿:邑翁

皿~二ａ

埋上ａ

理-1.3

埋誰、

埋上【』

埋上ａ

埋一ｆ、

埋主、

理-i,ａ

理.I･ａ

埋一:二ａ

塊jza

埋惚ａ

、
凹
一
、
“
』
昂
“
へ
“
《
一
画

上
・
投
鞭
・
鴬
．
．
．
・

埋
唖
埋
州
埋
・
狸
・
堪

甲



SC-670床而で検出。円形。径30cm、深さ21cm・黒褐色シルトの埋土。弥生時代中期後葉の認口縁部片２点（図
173-14.15)、後期中葉の壷口縁部片１点（13）を図化。その他、弥生土器誰片２点、壷・斐胴部片が１２点出土。

巻末表１

SC-670床面で検出。主柱穴。掘り形径30cmの円形。最深部で15cm･詳細は本文128頁を参照

北東部はSP-727に、西側は撹乱及びSK-739によって破壊されている。歪な円形の掘り形で、径60cm，深さ９cm・
浬土は黒褐色砂質シルト。下部にはにぶい黄褐色砂質土が少量混じる。弥生時代中期後葉から後期前菜の壷頚部片
(図173-9）の他に壷胴部片１点、翌胴部片３点出土。

SB-749の柱穴。SK-710、SC-670を切る。詳細は本文144頁を参照。

SK-739を切る。西側半分は枇乱によって上面を削り取られる。梢円形の掘り形をもち、径35～38cm，深さ30cm・埋
土は黒褐色砂賀ｼﾙﾄ｡暗灰色の粗砂が多く混じる｡弥生時代中期から後期の土器壷胴部片が１点出土。石が出土
しているが所在不明。

残存長１．１ｍ、幅30cm，深さ５cmの隅丸方形あるいは隅丸長方形土城の一部。SP-671に切られる。詳細は本文154頁
を参照。

SC-752の主柱穴。SC-729埋土上面で検出。柱穴の東側は撹乱により破壊されている。掘り形の径47cm。深さは最深
部で17cm･詳細は本文137頁を参照。

西側は撹乱により欠損。長円形の掘り形で、長径56cm，残存部短径40cm，深さl7cmoSK-713を切る埋土は暗褐色砂
質土。径２～３ｍの灰白色砂喋や径１０cmの円喋を含む。弥生時代中期後莱～後期前莱の壷・艶胴部片等が約10点出
土。純文時代晩期の深鉢口縁部片（図173-10）と弥生時代中期後葉～後期中葉に見られる弥生土器鉢の胴上部片（同
－１１）を図化している。世物の一部には、下部遺構からの混じりがある。

楕円形の掘り形で､径34～37cm,深さl4cmoSP-702を切る｡埋土は略褐色砂質土｡径２～３ｍの灰白色砂榛を多く含む。

径１cm大の円喋を含む。弥生土器壷胴部片１点、壷・斐胴部細片１点が出土。Ｒ-2152（取り上げＲ-152）は壷胴部
片が１点出土oR-2153（取り上げR-l53）は弥生時代中期の壷胴部片１点、蕊小片が１点が出土。

SP-703を切る。やや歪な円形。径１８cm，深さ５cm･埋土は暗褐色砂質土。明黄褐色砂質土の丸いブロックが混じる。

SC-752主柱穴。壁際に沿って検出したため、掘り形は径55cmの半円状を呈する。深さは最深部で30cmを測る。詳細
は本文137頁を参照。

SC-751の主柱穴。短径35cm，長径46cmの梢円形の掘り形。深さは21cm・詳細は本文135頁を参！

掘り形は径55cmの半円状を呈する。深さは最深部で30cmを測る。詳細

SB-740の柱穴。SK-705を切る。詳細は本文138頁を参照。

SC-689、SP-734を切る。一辺37～38cmの角の丸い三角形状。深さ13cm・暗褐色砂質土。明黄褐色砂質土のブロック

を少逓混じる。遺物は、東西で取り上げを分けたが、西半分出土世物には、下部遺椛からの混入が生じている。西
半分から弥生土器壷胴部片１点、壷・蕊小片２点、細片６点が出土。東半分から弥生十器尭の胴部片１点、壷・蕊
小片７点、細片１点に混じって、須恵器坪蓋口縁部小片が出土（図1741)。

残存長１．１，，幅1.5ｍを測る隅丸方形または隅丸長方形土城である。SK-713、SP-728を切り、SP-681に切られる。詳
細は本文160頁を参照。

立柱痕跡を検出。SK-684・ＳＫ-725.732、SP-715を切る。詳細は本文174頁を参照。

SC-670主柱穴。詳細は本文128頁を参照。

径35cm以上の桁円形土城。深さは西側では10cm、束でl8cmoSP-683に切られる。詳細は本文154頁を参照。

南側は撹乱で欠損。半円形◎径１７cm、深さ１４cm・埋土は黒褐色砂質シルトで、灰色砂質土が多く混じる。埋十卜部
から弥生土器壷・蕊・漉坪・鉢の小片・細片が９点出土。その中には認あるいは鉢のロ縁部端部片で端部内面を上
方に摘みあげるものや、高坪脚端部小片で、端部に面取り調整を行い、わずかに下方に突出させるものが見られる、

SC-752の主柱穴｡南側･西側は撹乱により欠損｡径38cmの円形あるいは隅丸方形状の掘り形｡詳細は本文137頁を参照

SB-740の柱穴。詳細は本文138頁を参照。

SB-740の柱穴。SK-690、SC-689を切る。詳細は本文138頁を参照

方形または長方形の竪穴式住居跡。深さ13CmoSP-680’６８２．６８８．７０２．７３６、ＳＫ-693.713に切られ、SK-690、

SC-738を切る。詳細は本文131頁を参照。

長辺3ｍ，短辺２ｍ，深さは45cmの隅丸長方形土峨である。SP-677’６７８．７０２．７０９、ＳＣ-687.713,ＳＫ689.693.

705に切られ、SK-735を切る。詳細は本文155頁を参照。

SP-688に切られる。半円形。径20cm，深さ12cm。埋土は暗褐色砂質土。明黄褐色砂質土の丸いブロックを少量含む。

東西残存長1.6ｍ，南北残存長35cmの長柑円形もしくは隅丸長方形の土城oSP-736に切られる。SP-691、SC-689、
SK-690を切る。詳細は本文155頁を参照。

長辺2.2,,幅80cm，深さ９cmの歪な長方形土城。SC-670・ＳＰ-654.659.660に切られる。ＳP-724.745を切る。詳
細は本文156頁を参照。

SK-739を切る。円形、径35cm，深さ12cm・黒褐色砂質シルト。

l辺1.15ｍ，残存幅50cm，深さ26cmの隅九の方形あるいは長方形の土城と考えられる。南西部にはテラス状の面を
もつ。SP-708、ＳＫ‐739を切る。詳細は本文158頁を参照。

西側はSK-739、東側は撹乱緋に切られる。径32cm、深さ１９cm･埋土は黒褐色砂質シルト。砂喋を多く含む。

SB-740の柱穴。SK-705を切る。詳細は本文138頁を参照。

SC-689、SP-734を切る。一辺37～38cmの角の丸い三角形状。深さ13cm・暗褐色砂質土。明黄褐色砂質土のブロック

を少逓混じる。遺物は、東西で取り上げを分けたが、西半分出土世物には、下部遺椛からの混入が生じている。西
半分から弥生土器壷胴部片１点、壷・蕊小片２点、細片６点が出土。東半分から弥生十器尭の胴部片１点、壷・認
小片７点、細片１点に混じって、須恵器坪蓋口縁部小片が出土（図1741)。

立柱痕跡を検出。SK-684・ＳＫ-725.732、SP-715を切る。詳細は本文174頁を参照。

径35cm以上の桁円形土城。深さは西側では10cm，束でl8cmoSP､683に切られる。詳細は本文154頁を参照。

南側は撹乱で欠損。半円形◎径１７cm、深さ１４cm。埋土は黒褐色砂質シルトで、灰色砂質土が多く混じる。埋十卜部
から弥生土器壷・蕊・漉坪・鉢の小片・細片が９点出土。その中には認あるいは鉢のロ縁部端部片で端部内面を上

方に摘みあげるものや、高坪脚端部小片で、端部に面取り調整を行い、わずかに下方に突出させるものが見られる。

SC-752の主柱穴｡南側･西側は撹乱により欠損｡径38cmの円形あるいは隅丸方形状の掘り形｡詳細は本文137頁を参照。

SB-740の柱穴。詳細は本文138頁を参照。

SB-740の柱穴。SK-690、SC-689を切る。詳細は本文138頁を参照。

方形または長方形の竪穴式住居跡。深さ13CmoSP-680’６８２．６８８．７０２．７３６、ＳＫ-693.713に切られ、SK-690、
SC-738を切る。詳細は本文131頁を参照。

長辺3ｍ，短辺２ｍ，深さは45cmの隅丸長方形土峨である。SP-677’６７８．７０２．７０９、ＳＣ-687.713,ＳＫ689.693.

705に切られ、SK-735を切る。詳細は本文155頁を参照。

SP-688に切られる。半円形。径20cm，深さ12cm・埋土は暗褐色砂質土。明黄褐色砂質土の丸いブロックを少量含む。

東西残存長1.6ｍ，南北残存長35cmの長柑円形もしくは隅丸長方形の土城◎SP-736に切られる。SP-691、SC-689、
SK-690を切る。詳細は本文155頁を参照。

長辺2.2,,幅80cm，深さ９cmの歪な長方形土城。SC-670・ＳＰ-654.659.660に切られる。ＳP-724.745を切る。詳
細は本文156頁を参照。

SK-739を切る。円形、径35cm，深さ12cm・黒褐色砂質シルト。

ｌ辺1.15ｍ，残存幅50cm，深さ26cmの隅九の方形あるいは長方形の土城と考えられる。南西部にはテラス状の面を
もつ。SP-708、SK-739を切る。詳細は本文158百を参照、

深さl7cmoSK-713を切る埋土は暗褐色砂

喧～後期前莱の壷・艶胴部片等が約10点出

ｷI葉に見られる弥生土器鉢の胴上部片（同

埋士３

北東部はＳＰ~678に切られる。残存長辺80cm・最大幅62cmを測る長梢円形掘り形。蛙深部で１６cmを測る。詳細は本文
174頁を参照。

測る長梢円形掘り形。蛙深部で16cmを測る。詳細は本文

側は撹乱により破壊されている。掘り形の径47cm。深さ

SO752主柱穴。SK-693に切られる。SC-689を切る。詳細は本文137頁を参照。

は最深

撹乱溝底で検出◎楕円形。径32～36cm，深さ７cme

SB-740の柱穴。詳細は本文139頁を参照。

残存長55cm,幅90cm,深さ１０cmの長方形あるいは方形の土砿。SC-670､ＳＰ-671.673に切られる。詳細は本文162頁を参照。
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K-739によって破壊されている。歪な円形の掘り形で、径60cm，深さ９cm･

篭い黄褐色砂質土が少量混じる。弥生時代中期後葉から後期前菜の壷頚部片
i片３点出土。

詳細は本文144頁を参照。

で上面を削り取られる。梢円形の掘り形をもち、径35～38cm，深さ30cm・埋
預多く混じる。弥生時代中期から後期の土器壷胴部片が１点出土。石が出土

北東部はSP-727に、西側は撹乱及びSK-739によって破壊されている。歪な円形の掘り形で、径60cm，深さ９cm･
埋土は黒褐色砂質シルト。下部にはにぶい黄褐色砂質土が少量混じる。弥生時代中期後葉から後期前菜の壷頚部片
（図173-9）の他に壷胴部片１点、誕胴部片３点出土。

SB-749の柱穴。SK-710、SC-670を切る。詳細は本文144頁を参照。

SK-739を切る。西側半分は枇乱によって上面を削り取られる。梢円形の掘り形をもち、径35～38cm，深さ30cm・埋
土は黒褐色砂賀ｼﾙﾄ｡暗灰色の粗砂が多く混じる｡弥生時代中期から後期の土器壷胴部片が１点出土。石が出土
しているが所在不明。

残存長１．１ｍ、幅30cm，深さ５cmの隅丸方形あるいは隅丸長方形土城の一部。SP-671に切られる。詳細は本文154頁
を参照。

SC-752の主柱穴。SC-729埋土上面で検出。柱穴の東側は撹乱により破壊されている。掘り形の径47cm・深さは最深
部で17cm･詳細は本文137頁を参照。

西側は批乱により欠損。長円形の掘り形で、長径56cm，残存部短径40cm，深さl7cmoSK-713を切る埋土は暗褐色砂
質土。径２～３ｍの灰白色砂喋や径１０cmの円喋を含む。弥生時代中期後莱～後期前莱の壷・艶胴部片等が約10点出
土。純文時代晩期の深鉢口縁部片（図173-10）と弥生時代中期後葉～後期中葉に見られる弥生土器鉢の胴上部片（同
－１１）を図化している。世物の一部には、下部遺構からの混じりがある。

桁円形の掘り形で､径34～37cm,深さl4cmoSP-702を切る｡埋土は略褐色砂質土｡径２～３ｍの灰白色砂榛を多く含む。
径１cm大の円喋を含む。弥生土器壷胴部片１点、壷・斐胴部細片１点が出土。Ｒ-2152（取り上げＲ-152）は壷胴部
片が１点出土oR-2153（取り上げR-l53）は弥生時代中期の壷胴部片１点、蕊小片が１点が出土。

SP-703を切る。やや歪な円形。径１８cm，深さ５cm･埋土は暗褐色砂質土。明黄褐色砂質土の丸いブロックが混じる。

SC-751の主柱穴。短径35cm，長径46cmの楕円形の掘り形。深さは21cm・詳細は本文135頁を参照。

SB-740の柱穴。SK-705を切る。詳細は本文138頁を参照。

SC-689、SP-734を切る。一辺37～38cmの角の丸い三角形状。深さ13cm・暗褐色砂質土。明黄褐色砂質土のブロック

を少逓混じる。遺物は、東西で取り上げを分けたが、西半分出土世物には、下部遺椛からの混入が生じている。西
半分から弥生土器壷胴部片１点、壷・蕊小片２点、細片６点が出土。東半分から弥生十器尭の胴部片１点、壷・認
小片７点、細片１点に混じって、須恵器坪蓋口縁部小片が出土（図1741)。

立柱痕跡を検出。SK-684・ＳＫ-725.732、SP-715を切る。詳細は本文174頁を参照。

径35cm以上の桁円形土城。深さは西側では10cm，束でl8cmoSP､683に切られる。詳細は本文154頁を参照。

南側は撹乱で欠損。半円形◎径１７cm、深さ１４cm。埋土は黒褐色砂質シルトで、灰色砂質土が多く混じる。埋十卜部
から弥生土器諾・鞭・忘坪・鉢の小片・釧片が９点川十ハ子の中には郡崩鳥いば鈍の1-1録邦端郊片下端銚内市キト
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Ｓｃ670床面で強出．提円形

細j÷14蝋が出土。その｢i･に

その他に北製品の-.部（図

ＳＫ､697に凶られ患。

坪の脚部片と考えら
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調査区東壁際で確浬した方形の竪穴式住居跡。深さ22cm・詳細は本文133頁を参照。

埋土ａ

SＢ７４９

ＤＧ－３４ SP-648.649で椛成される掘立柱建物。詳細は本文143頁を参照。

SC-750主柱穴。詳細は本文134頁を参照。

立柱痕跡を検出。SP-683に切られる。ＳK-725.732を切る。詳細は本文174頁を参照。

DIf32

立柱痕跡を検出。SK-732を切る。SC-670に切られる。詳細は本文175頁を参照。

SK-695に切られる。調査段階では、番号をふっていなかったが、整理段階で番号を付与。残存径25cm，深さ５ｃｍ

観察データなし。

SP-617.618で榊成される押す群建物。詳細は本文142頁を参照。

緋副７４３ SP-632.634.635.636で栂成されるｌ間×１問の掘立柱建物。詳細は本文141頁を参照。

SP-712を切る。埋土の調査記録をとりわすれた。Ｂ区

円形の掘り形で、径26cm，深さ１０cm･埋土は黒褐色砂質シルト。にぶい黄褐色砂質土が混じる。

残存長21m､卿6m以上探さ33‘皿｡推定一辺3m前後の胴張りの土壌｡｡S…“70&S塵617に切られる｡|埋士･SP-698、SK-733を切る。詳細は本文168頁を参照。

DI-31 立柱痕跡を検出。詳細は本文175頁を参照。

SＰ７３６

SC-751の主柱穴。詳細は本文136頁を参照。

206

SB-740の柱穴。SIC725に切られる。詳細は本文139頁を参照。

埋土ａ

市林痕跡を検出。SP-687、SIW25に切られる。詳細は本文175頁を参照。

SC-751の主柱穴。SK-705に切られる。詳細は本文136頁を参照

SＰ７２７ 埋土３

立柱痕跡を検出cSC-670、SK-695に切られる。詳細は本文175頁を参照。

SB-740の柱穴。SP-672に切られる。詳細は本文139頁を参照。

埋土ａ

巡榊

略 号番号
調査Ⅸ 詞森所見 埋土類型
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ＳＦ７１８

~sP…淵１
sＰ７２O

ＳＰ７２１
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ＳＢ１

Ｂ区
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Ｂ区

ＢⅨ

13区

Ｂ区

Ｂ区

IﾖIＸ
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ＢＸ
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ＢＸ
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Ｂ区
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Ｂ区
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Ｆ
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一
ｆ
‐
‐
日

野
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》
錘
・
“

Sｃ

ＳＣ

ＳＣ ７５２１
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自草■由■■由■-0
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747
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区
》
区
垂
区

Ｂ
》
Ｂ
－
Ｂ

Ｂ言

５０

Ｂ区

Ｂ区

Ｂ区

Ｂ区

ＤＨ･ＩＸ３１

ＤＨ－３２

ＤｉＩ･DL31･３２

DIo32

DI･32

,1-31

11,,細
DL3r…~
Ｄ131.32

ｂｌｓｉ－

，１３１．３２

ＤＪ３１

DＩ３１

DL31

ＤＩ･ＤＪ-31

…‘｜
ｐＨ･ＤＩ-31.32

,G-３８

幅一一一Ｉ
Ｄ班3I

pII“………
D“5．３６‐‐’

DII-38

DG-38

DII･DL32

DIz･ＤＩ３１

DI-31

ＤＩ･ＤＪ-31

方形あるいば長方形上蕊あるいは竪穴式住居跡の隅部を検出。詳詞は本文134頁を参照。

ＳP-660.673で栂成ざれる掘尚拝雑物。詳細は本文Ｍ３頁を参照。

SPJ714.720を主椛穴坐する曝穴式佐川跡。ＳＫ々 11に切られる。詳細は本文134頁を参蝋｡

ＳP680,728.734を主柱穴とする竪穴式住居跡。詳細は本文135頁を巻照｡

ＳP､６７６．６８６．７０３．７０４を主柱穴とす-る磯穴式住居跡。詳細は本文137頁を参照．
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4213 |骸

巻末表２文京遺跡１８次調査出土遺物観察表

1７

2６

９

３

４
4437 2６

ロ
リ 2６

全周のl/6ほどの破片。口縁部～胴部の内外面は回転横

ナデ。外底面には回転糸切り離し痕が残る。
ⅢＩ 4215

全周のl/5ほどの破片。胴部外面は回賑横ナデ。内面は
横ナデ。

２
1２

6１ 内外面ともに回転横ナデか？ ZI蛎協 １１２

厚でのつくり。全周の1/5ほどの高台周辺の破片。外面

は横ナデ。内面は荒れが進み調整不明。

全周の1/8ほどの底部破片。内外面ともに荒れが進み調
盤不明。

４

３ 1隅

H１ １２

７ 姫秘結 |U２

両黒土器。口径は不確実。外面は横ナデ、胴部下半には

指頭痕が残る。内面はミガキ仕上げ。

8１ 1２

全周のl/8ほどの高台部周辺の破片。高台部周辺は横ナ

デ。内面は荒れが進み調盤不明。
９ 1２

全周の1/8ほどの高台部周辺の破片。高台部周辺は横ナ
デ。内面はミガキ仕上げ。

10 1２

内面と外底面が黒色であるが、焼成不良のための黒変と

考え、土師器と判断した。全周の1/4弱の高台部周辺の

破片。外面は横ナデ。内而はナデと考えられるが、判然
としない。

1１ 4214 1２

全周のl/3ほどの高台部～底部の破片。高台部周辺は横

ナデ。外底面は不定方向のナデ。内面は荒れが進み調整

不明。

4208 1２

全周の1/4ほどの高台部～底部の破片。高台部周辺は横

ナデ。他の部位は荒れが進み調雛不明。

1２

巻末表２

中国白磁。内外而とも全面施紬。胴部外而は回転ケズリ。

1２

4231 1２

全周の1/6ほどの高台周辺の破片。内外面ともに荒れが

進み調整不明。

全局のI/７

デ。内面Ｉ

207

１２

全周のI/4ほどの高台部～底部の破片。高台部周辺は枇

ナデ。外底面は不定方向のナデ。内面は荒れが進み調整

不明。

i２

3１

4207 1２

全周の1/4強の胴部下半～高台部周辺の破片。内外面と

もに荒れが進み調盤不明。
'２

中国白磁。胴部下半は露胎のまま。回転へラケズリ。内

而は全而施利I｡

4233

中国白磁。胴部下半は露胎のまま。他は施秋。大きめの

貫入。玉縁口縁下半には和垂れ。
1２

両黒土器。外面は荒れが進み調整不明。内面は部分的に
ミガキ仕上げの痕跡が残る。

2４ １２

内黒土器。全周のl/7ほどの高台部破片。外面は横ナデ◎

内面は荒れが進み調整不明。

肩部の破片。外面は横ナデ。内而には平行条線の圧痕が

残る。その後、横ナデ仕上げを行う。

4321

6ほどの高台周辺の破片。内外面ともに荒れが

不明。

4ほどの高台部～底部の破片。商台部周辺は枇
底而は不定方向のナデ。内而は荒れが進み調糖

4319 |陽

中国白磁。内外面とも全面施和。胴部外面は回転ケズリ。

玉縁口縁下半には目砂が部分的に付蒋。
鴫剛： 1２

Ａ区 中国白磁。内外而とも全而施和ｃ 1２

禰図
鋤
醜

剥在区
出flti{＄

逝補
鵬．､状況 個別 器種 形状・器面調壁・胎士・焼成などの特徴

逝物奄

録番号
テ
号
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斗j･ヌカイト製。先端部を欠掘“蝉膿式。現存亜並”９ｓ

全周の

耐は荒

全li1ilの
合部Ⅲ

ほどの高台部周辺の破片。荷台部周辺は横・

上荒れが進み閥整不明。

ほどの高台部～底部の破片。外面は同雌松う・

土荒れが進み澗整不明。

弱の荷台部周辺の破片。外1節は横ナデ。外雌

ｱlhjのナデ篭内面は荒れが進み澗盤不明。

２の1/7ほどの破片で、嵩告径はやや不確爽。

三荒れが進み澗挫不明。

ＩＬが進み調桜不明翁内面は部分的に
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全周のi/7雁どの高台部~胴部「半の破片｡外面は回転
横ヅデ･内而は荒れが進み調蕊不明．

4206

中国白磁。内外面ともに施１１１．：二吹的な火蕊を受けてい

るためか、軸色はくすんでいる．

|縦｡､識繍澗と鯛識…陶爾臓繍鵬の驚喜｡値‘＊
胎はやや灰色みを帯びた白色｡内外面ともに臆戦｡大振
りの賞人がふられる。

摘み部周辺の破片‘,外面は横ﾅデ｡Ikj而臓荒れ力鯉み調
薙ｊ；明蝕
朋部Ｆ'12～底部の1Ａほどの破片。胴部の内外面は横ナ

デ。内底Iiii'よナデ。外底面には脂頭によるかなり強いナ

デ痕跡が残されている。

内外1節ともに横･デ。叢の付け机には幅が狭い強い横ナ

デ痕跡が観る。

内外而ともに横うデ。 ……._…--…－_｜
令周のl/8ほどの平底破片。内外面ともに荒れが進み調

裟 征 明 皇 一 一 ，

蕊瞭L:鷲聯繋向而醗蝋鳴鵬’
す。：I縁部ド而～頚部外而は露胎のまま。

扇‘にな休部の畑った位侭に推定径9mmの小孔を穿孔する。
ド面と;..而の．-部に暗赤褐色の諭を施ｳー 。

全周のl/4弱の商台周辺の破片。高台部周辺は菰ナデ、

他ば脆れが進み瀧笹不明。

両黒土器の１１縁部小片。内外面ともに龍れが進み調盤は

不明。

全周の1/5強の高台部破片瓢外而は横ナデ。内面はナデ
仕上げか？

全周のl/5臆どの商台部～底部の破片。商古郡周辺は横ナ
デ。外底面はナ元内而はナデ仕上げか？

底従からlIILと考えた。全刑のl/7唯どの破片。内外面と

もに'91幅菰ナデ。

全周のＷほどの尚台部破片。内外而ともに陥れが進み

調整不明。

全周の]斑ほどの荷台部～底部の破片。禰台部周辺は横
ぅｰヂ．内面はミガキ仕上げ。

高台部周辺の1/S～l/9の破片のため､商台部徹は不確実。

内外面ともに荒れ力弛み、調整不明。

比較的大粒の磯を含むが、胎二1．自体は鮒還され、灘での
つくり。内外而ともに何転識ナデ。

全周の]妬ほどの破片。内外面坐もに荒れが進み、調鑑

陸判維と!ｆない。

中凶白磁。

外而はカキメ調桜。内底面の角を謂頭で抑言え、ナデ仕
皐げする。

|繍総鰯鮒‘綱砂遁み綱鐸
腰蝋撫蝿繍撫uii博卿迦腫満
全局のI/8侭どの潟台部破片。内外面ともi二荒れ進み詞
整不明。

全周のl苑(まどの潟台郁破片。外而は間台部を含めて被
ナデ。内而は荒れているが、不定方向のナデ仕iちげか？

内黒土饗。全周のl/5ほどの高台部津-底部の破片。潟台
部則辺の談ﾗｰテ。内而はミガキ仕上畔。

内黒土器謬令周のl/4～l/5の高台部破片。間台周辺は強

＃》横ﾅデ｡外底面と内底面は不定方向の．ナデ。
両黒.『器。全局の]/6弱の高台部破片のため、荷台部僅
はやや不碓実･内外面ともに、黒色の器表面がほとんど
磯減しており、調整は不明。

全周の1/9-1/１０の油台部破片。そのため高台部掩はや
や不破笑。内外面ともに荒れが進み、調蔑不明。

繍隙嚇澱W;灘;繍牒薦｡’

キメ調桜｡lAl底面の角を措頭で抑言え、

高台部･-底部の破片｡商箇部周辺は識ナデ。

了向のナデ。内面は荒れが進み細整不明。

全周

ヅー完

全局！

整不’

全周の
黒色。

痕が残

鞍えら

令周の
実。内

4323

４３２２

図版33.⑦

|剛版33-③

#332 】２ 図販３３⑨

４２２６

4228

4224

『1238

423

4282

4189

４１８８

‘皿”

４１９６ 1２

４１“

４２４１

４１９８

４１９９

４３２６

４１Ｗ

４１８３

４１８５

蝿
・
麹

４
。
４

4186

４２００

‘１１９二

１２

４１９２

１２

1２

１２

１２

1２

1２

２
屑
２
』

1２

1２

躍
哩
一
皿
一

１２

１２

１２

１２



1脳

§I創砺

巻末表２

コンテ

雄
420］ 1２

２１Ａ区 4260

坪 陽

426Ｉ 1２

1２

1２

4245 １２

1２

1２

1２

1２

91踊秘 1２

4243 1２

4240

酬匹

4268

1２

1２

4262 1２

２３１Ａ区

209

２５１Ａ区 白磁 4325

１３

坪

U２

1２

4269 １２

4308

２ 4306

３

肺例

図2１

鋤
脇 調在Ⅸ

ＡⅨ ＤＹ４５区

出土層位

近撫

SS"23東側水1.1

出土状況

剛ﾆﾋ゙'ず部

菰別

上師

樋

魂

形状・器而調機・鵬:名・焼成などの特徴

全周の]/6ほどの間台部一底部の破片。,；.f台部則辺は桃
う･式内l前はミガキ仕Ｌｌヅ。

巡物

録番号 稀ー号
淵．J』；

卿2２ Ａ区

■■Ｕ甲勺押甘ＵＵ●００

句Ｕｑ町U■甲Ｕ守り丙

bQ令凸｡●、歯凸■

ＵＵｑＦＰ勺UU勺Ｕ●DUq

A区

２６

２７

２８

２９

，■ＱｃＡｄ●■■｡

：1０

1K'2３

で
《
回
国
咽
グ
埋
回
勾
司
〕
・
・
川
宝

ＡｌＫ

Ａ区

ＡＸ

Ａ区

Ａ‘Ｘ

A区
画自由■由■印

(Ｉ区

DS45IX

量〕Ｗ副5区

DY45区

ＤＵ４２区

DS42区

D1浬１－２３．２４Ⅸ

DS42区

凸

凹
５
．
６
．
７
．
８
９
》
蝿
》
、

“

、
『
Ｕ
■
一
死
叩
凸
一
Ｆ
『
凹

口
品
‐
画
上
。
Ｉ
凸

１６

]７

1９

ＡｉＺ

Ａ区

へ区

八区

へ区

０k区

A区

へ区

、Ｗ､44区

I〕Ｙ:１５区

DE理3区

ＤＶ４５区

ＤＵ,43区

DY45区

ＤＹ４５区

ＤＷ訓4区

Ａ区

ＡＩＺ

Ａ区

へ区 ＤＸ４５ＩＸ東，|§部

k区

Ｍｘ

Ａ区

ＡⅨ

AＸ

区
・
一
×
一

Ａ
埴
難

へlＸ

AⅨ

AIX

AlX

A区 ＤＶ４４区 耕作･上耐

A区 ＤＶ画43区

lJU-42-11.1（

21Ⅸ

ＤＶ,45区

DS.#l31x

DW-45区

DX45区東半部

、X』31Ｚ

DX-44東学部

Ⅸ
．
区
印
瞳

５
．
４
３

潤
・
四
・
．
悪

，
。
，
．
，

ＤＹ４１Ⅸ

ＤＸ４５区

DY-43区

DS､仙区

ＤＷ,45区
■■■●■自由■■■■■■＝■“凸■■－■■

ＤＷ４５区

]〕U42IX

DX45・I21X

DZ45K

砕掘

》

州

》

軸
・
●
》
一
》
》
郵
一
》

ＳＳ２０

SS-23

ＳS-３２．３３

ＳＳ２３

ＳＳ２２ 将作土lEi

耕作｡.-.師～床

.‘呈脳

SS-:７

SS-22

俳作．:2肺～晩

．J岡

SS‐２

sS・班・・・

SＳ２３
1糾作上崎一・床

上対

耕作上層,-床

､1.1Ｗ

弥生::器

弥生.１２

SS-l4・l7iMI畦

畔

SS-l7・ＳＤ､１８間

畦蹄

S３１４．１７間班

畔

畦畔本体

吐岬本体

畦畔本体

_【･師

上師器

土師勝

坪

坪

全周の1/6ほどの底部周辺の砿庁．庇従はやや不確爽，

内外而ともに蝋れが進み測稚不明。

全A1のl/5はどのﾙﾘ部T,､91塁～賎郁の砿ハ･国内外而ともiこ

荒れが進み訓整不明ａ

今周のI/6ほ将の庇那１１１辺の砿jTo底能はく』や不確突。
内外而ともに荒れが進み柵盤不lﾘi句

耕作_1.屈晶･床

:呂晒

耕作'二層

緋伸IJW～･床
･ＪＥｉ

耕作-上嗣

緋仲吊1W～床

i二胴

耕作;名届～床

･具府

耕作-k届～床

二l･塀

耕作IJWF･部

～床上照

耕作!:1Ｗ

耕作士届～床

fKW

Wl:作土層～床
.,1占脳

糾作:'3吋

耕作'二胴～床
Ｊ団

耕作二届

燐作-|Ji5i

耕作-:21Ｗ

耕作':1Ｗ－床

'二胴

耕作：'二1Ｗへ･床

'二用

耕作-k胴

耕作:二肘

土師器

..弓師器

F1弓師器

土師器

＊師器

:邑師器

､二師器

器
．
器
》
器
・
器

師
・
師
。
師
・
師

Ｉ
・
士
・
・
士
・
士

土師器

土師器

_i:師器

土師器

-k師器

土師器

､二師器

::師器

i弓師器

塊
恥
塊

ロ
凸
Ⅱ
■

・
兵

腕

境
・
境

魂

腕
琉

椀
踏
塊
》
塊
．
．
坑
醒
腕
醒
坑
醒
塊
醒
Ⅲ

塊

雄状海台

-世器

作-ＭＷ 白磁

耕作･21Ｗ～･床

．~2岡

糾作．:二吋

作･上届

作土耐

糾作:XlW

M･作:i麺

緋作土届

須恵器

須恵器

鎖恵器…

出色:"二器 椀

出色．:二器

了;磯

菰恵器

K恵筑.:二器

須恵質一器

須恵質土器

Ⅲ？

瓶

壷

壷

一
■
局
ｒ
一

塊
・
碗
Ⅲ

坪
印
壷

兜
．
艶
》
認

身部破舟。内外而ともに:髄ナデ。

全局の1/5ほどの:]緯部破片｡：】径かも長頚壷の;]縁部
と判|計した。内外而ともに横ナデ。タ、には噴然#111がiＷ
<付悲

内外面ともに欲ナ禿

ほぼ全刷の抑台状の上げ唾底部。外而は縦方向の指頭に

よる．ナデの後にナデ仕上げも内面には指頭に.ﾑあナデ調
整批が部分的睡蕊ろ。

全周の]/4ほ』
られるが､荒：

fの上げ娠臓部の破片。外面はノ･デと琴え
|・が進み､判総ともない｡内面はナデ仕.話啄。

内外面とも'二阿転検ｰテ｡

外簡鍬回転横ナデ。内1節'よ荒れが進掛

全局の1八１珊の底那破ﾊ・・外而は槻ナ

ナデI,外Iniには黒斑が雄じてい為。

全周のl/蝿lの底部破片。閥外面とも
不明。

調盤不明。

デ‘，内Iniは皿縦横

み調糖

荷台部周辺の全別のl/6ほどの破片。郷台部周辺は横ナ
デ霧内面は荒れが進み謝整不明。

間台部周辺の]編は砦の破片。外而は縦ナデ。内面は淵
れが進み洲鮭不明ｓ

■■~■由｡■■■■■■■■画■UｰU叩●卯■bUU

商市部周辺のI/4鵬の破片。内外而ともi息jHEれが進み調
路不明

間台部周辺の令周の』/4強の砿l:-･内外而とも:こ陥れが
進み調縦不明。

猫台周辺部の全周の約１/2の破片“内外Ihikもi二荒れが
逃み説腔不明ｃ

滞台稲．､‘底部の全周のl/‘1弱の砿j弓。I苛汽部川辺は横･ツー
穴外哩而は荒れｵ弛み調踏不明。内閲は...寧なナデfｔ
､.愚げｂ

高台部川辺の全周のl/5強の破片｡間台部周辺は横ﾅ式
内面はナデか？

朋部F:12以Ｆの全周の]劉強の破片。内外､臆もi烏荒れ
が進み調整不明。

全肘の脚ほどの商台部～底部の破片．高台部周辺は横
ナデ｡外底面}よ強い指ナデ。内而は脆れが進み調縦不明観

高台部～底部の全局のl/5の破片。内外面ともに荒れが
進み調雛不明。

間台川辺部の全怯lの約:/5の舷)１．．間台稲周辺は横ﾅ･デ。

面霞は荒れが進み訓整不明。

胴部F･半~,苛含部周辺の全川の１忽強の破片。内外面と
もに溺れが巡み澗畦不明。

ぼぼ全冊する間合部～唾舗の破供-．間台部卿辺は槻ナデ。

外戚面も撒ナデ。内面'よ荒れが藩しく調整不明。

全測のl/4臆どの座部破片。内外蒜ともに荒れが進み説
盤不明。

ほぼ令胤の底部破片。内外I罰些も荒れが進み、訓錐の誹
細は不明‘

全周の１

み制雅不Ｉ

両熟.:醤ｃ内外面ともに荒れが進み調蕊不明

H1:''1FI礎．

::』図･唾･磯｡内外而とも全而臆湘で､細鍬跡癌九る｡
;;;副白磁。内外面とも全而施軸。

全周の]み'蚊の頚部付lﾅ根周辺の破｣ざ。外面は横･デ，頚
部内面は横ナデ世Ｌげされ電v,るが、絞り痕がわずか侭
残る。

高台部～庇部の全周する破片。胴部外I訂は横･デ。内1節
はナデ‘，

全周のI/4卿の胴部下半～尚古都周辺の破片”高台部周

辺億横ナデ。商古郡の付け根付近を強くヘラゾ･デし、胴
部ド半は乱雑な横ナデ。内而は談ナデ。

全周のl/8ほどの庇那破片。Ｗ『条線のタタキ目が残る。
底部近くKg細く鋭い沈鯉二条が巡る。内ｍは横ナ'デ。

部破片。平行条線のタタキ目が残る

L沈鯉二条が巡る。内ｍは横"デ。

;の底部周辺の競片。内外而ともに混れが進

LJ外而とも躯荒れが進み調禁ｲﾐ明。
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…卿の織娠時｡’価陰獅…膝凝れが塵癖｜調整不明９
全周の1/3ほどの威部近くの破片。外面は荒れが進み溺
整不明回内而は談ナデ。

全刈のl/3弱の胴部下半～底部の破片。内外面ｋもに荒

れが進み澗整不明。

全川のl/4畷どの潟台部周辺の破片。高台部周辺は横ナ

デ。内而は.J･寧な･デ仕上げ。

全周の1/6ほどの間台部周辺の破片。高台部蝿辺は横ナ

ラi･脚可逆丁寧な『デ仕上げ｡…_…_…-----.-‐
全局の1科弱の測台部周辺～座部の砿ﾊｰＥ間合部刷辺睦

横ナデ。他は荒れが進み調整不明。

全周のl/6ほどの高台刷辺の破片。高台部刷辺は横･ﾉー ヂ。

他は荒れが進み説錐不明。

胴部下半～底部の約1/2の破片園内外面ともに兇れが進

み調桜不明。

全周の1/5強の高台部周辺の破片。外而は検ﾗｰテ。内而

は丁寧なｰヂ仕上げ。

jj職!‘婆底緬…'砿どの嘘院高台部周辺は｜
横ナデ、他は荒れが進み調終不明。

全周の'/6の高台部周辺の破片｡内外面と誰潟tが進

ナデ･内面ばJ寧なうずはl樺一……」

金…臆どの潟篇繍胤辺の曝附｡外両は識ﾅデ｡内｜
両鶏:i二器。外面は部分的にミカキ痕が残る。内蔵は荒れ｜

内熟･‘器｡器体の傾きはやや不確実｡外面は横ﾅデ｡内｜
面には部分的にミカキ痕を綴察できる。｜

謹悪i懸畢I癖’
一…一‐‐」

胴部破片で､器燃の嶺きば示脚｡丙而ijI線が進み燕

全周の

盤不明

全刈の

れが進

全川の

デ。内

全周の

|貿剛縦擬繊溺謡職片｡高台議周辿識．
全周あi/6ほどの潤台部周辺の砿ﾉｔｏ高台部周辺は横ナ
デ、他は荒れが進み調整不明。

尚台川辺のl/6の破片。内外面ともに荒れが進み調技不
明鋤

|灘撫統爾倉離…勝｡脚外而と患に蒜‘
|繍撫濯織…議錨鯛"職ﾅ莞
胴部ド半～成部の全周する破片。：AI外面ともＫＥ荒れが進
み祇整不明。
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形状・器面測整・飴:凸・焼成などの特徴

11M部Ｆ半～庇部のほぼ全周の破片。内外1ｍともに荒れが
進み測整不明。

高台周辺の二極強の破片。内外面ともに荒れが進み調鍵
不明。

全jMの1/5ほどの間台部周辺の破片。内外面ｋもに荒れ
が進み制整不明。

::1K|、磁唇内面と外而朋部_L半までは施軸。胴部下半外
而は粥胎のまま。

:.'国;α:礁愈ｌﾉiI外面ｋもに施剰I。

償断面、縦断面ともにわずかに弧を描く：畠角形の鉄片

素材か製作残津のＩＩＪ能性が考えられる

刃部と柄の大部分が欠失するため、刃閲の布無は不明。
刃部は断面が.と等辺モ角形を呈する。

断１mが蛙方形を呈する板状の鉄棒の・端を７ｍｍぼど直
角にiijげて釘頭生する。
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菰思磁上器

須恵質:N･器
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全川する破片曾外而は陥れが進み調躯不明。内IjIiは折頭

に-よる回蛎枇ナ穴

全周のl/3-,.1ｊ１の破片ｎか斬り原での寺く1J･外而は荒

れが進み調盤不明。内面は乱雑な桁瑚によるナデ。捜色
の焼き‘ｭがり。

全周の１忽の破片。内外面ともＩ二荒れが進み調整不明。

器畦の芯部に黒色の黒化届が残る唇

内黒:5器ｃ外而･‘11織部周辺は機ナデ。凶面はミガキ仕
上げ。

内黒-上器ｃ外面～11織部周辺は談うデ。内面はミガキ,仕
ｌ･げぃ

･刈黒.土器詔内外蜜と鴬>にミカキ仕.話げ。ただし、外面に
はミガキ喪がそれ厭と'明瞭に残ってい姪い、

I1Ihi黒土器。全刑のl/6～】〃の破片。薄でのつくり。商台

周辺は恢ナデ。内圃は荒れが進み澗整不明唇

|Al黒.l_器塁群でのつくり。令周の]/4～]/5の破片。高台

部周辺は横ナデ。内imは荒れが進み謝整不明･

脚黒..z器。厚でのつくり。全周の1/5の破片。高台部周
辺は桃ﾗー テ。内而はミガキイ..､二げと考えられるが、器表
而が薄く剥がれ判然としない篭

１１町黒土器・外蜜は荒れが逆み削整不明ｃ内面1J;ミガキあ

るいはJ興寧なナデ仙・２２げ。

両黒上器。群でのつくり。外面～11縁端部は回娠横ナデ。
内而には部分的にミガキ狐が疑る。

脚黒.‘弓

辺は桃

而が薄

両黒-1器。厚でのつくり．：I緑部周辺は徽ｰヂ噂服部外
面限は指頭摸が多く残る。内面ばへラ状l:具でミガキ梯
の訓整を随す

1町黒-ｋ器。非常に薄く、輔選きれた瀧士をもつ。全刷の

1/5ほどの破片・外商は荒れが進み禰整不明弓内面はミ

ガキイヒ.tげ。

両熟皇器。全周のl/6弱の砿11.．外面は横ﾗｰヂ。内而は

ミガキで仕恥fでいる上考えられるが、器而が荒れ．ご判

然としない。

阿黒上器．全周の]/5ほどの破冷。外面は横ﾅ･デ、内而
はミガキ仕.I白げか？

潤黒::器訟全周のﾕﾉ6ほどの破片。胴部外面髄は謂頭雁
浪が残り、高台周辺は機ナデ。内而は雄れが進み調稚不

阿黒上器禽全周の]/5強の破片＆内外而ともに陥れが進

み調雛不明。

両幾土器曾全間の1/6ほどの破片。内外稲ともに荒れが

進み調雛不明。

両黒上器。全周の1/4ぼどの破片。削部外而には指頭庄痕

が残り、間台周辺は横ナデ。内而は荒れが進み調盤不明。
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｢::回白磁．内外面ともに回娠樵ナデ‘，全面施紬。

此|Ｗ寓磁。内外面ともに回転横う･デ。全面脆紬で、内外

血『には細かな.ロ人力挫曝てぜ-るじ

中|ｴI白磁,内外Iiiともに回転横ー デ｡全面鰭細計
中国白磁。ｌ刈而は施利1．勅には間入がはいる。

令周のl/4-.1/5の破肘･"‘;１回白磁｡胴部外而は'四]賑へラ’
ケズリ、内面は槻ｰヂ．

器而は雌減し、総分的に聯lが剥がれてい』ろ。

中にI白磁｡全周の]/8ほどの破片｡緬息は細かな貫入が
みられる、

内外面に施紬。胎は鎖恵賞。内外面ともに横ナデ。‐’

｢::河内燕。内外面ともに

短頚壷翻11縁部周辺は談ﾅデ｡胴部外而|
後に頚郁付近をうｰテ、内而はへう状I型’

ほぼ全刷の平唾破片。脳部下'ド'よ横ナデ。内簡は不定方

|ﾑjのナデ旬

外面は指頭によるｰテ調雛。IAl而はき.寧な不定方向のナ

デ化上げ宮

底部近くの胴部破片。内外面ともに被ナデ”

器露体の傾きはやや不確実。外面は荒れが進むが、平行条

紳タタキの後にナデ。内而は職ヅデ。

丸底の睡怖破片｡厳郁近くにへう描き沈線を１条巡らす。

外面は､呪狩条線タタキを施す。内面は当て具を乱雑に抑
きえつけるようにして成形:夢たまま。

短頚壷の蕊。全1Mの1〃ほどの破片。内外面とも横ナデ

仕上げ。

坪蓋。１/:0ほどの破片のため、ｉ･筏はやや不確実･内外
IiIiともに縦ナデ”

ばカキメ識蛙の

に.頂る識ナデ。
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全周のl/6の高台部周辺の破片。内外而ともに荒れが進

み調整不明。
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|坪身。全周の1/8ほどの破片。内外画ともに横ナデ。’

|燃身｡全脚の”ほどの破片｡内外面ともに締デ。 ４０３９

一
軍

椀

皿

腕

１
１
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一
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境
一
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内外櫛ともに談ナデ。

土師賞。端郁の破片。

外而に赤描色粘質上の化粧がlﾅを施す。

４０３６

４１７８

4098

全周のl/6の商台部破片。外面は横ナデ。内面は非常に

~ざ寧なナデ仕.1舌げ。

令周のl/6ほどの高台部の破片。外面は横ナデ。内面は

鬼れが進み調雛不明。

全周の1/6ほどの高台部鼓片｡内外而ともに荒れが進み

訓整不明。

内外面ともに識ナデ。

全周のl/3ほどの高台部の破片。外面は横ナデ。内面は
荒れが進み糊裟不明鶏

全局の1/5ほどの高台部破時｡外面～高台部は横ナデ。
内而は丁寧なナデ{1.1．げ。

全周のl/4強の胴部下半～高台部の破片。外面は指頭に
よる回噛横ナデ。内而はミガキ疫跡がごく一部に残る。

底部のほぼ全周の破片。外而は横ナデ。内而は荒れが進

み調整不明。

全周の1猟～l/5/の底部破片<,内外面ともに荒れが進み
調整不明。

全周の』

荒れがｉ

全測のl/5税の破片。外而はﾅｰヂ、内而は荒れが進み調
鮭不明画

山|,;IFI磁｡高台周辺の破片｡外而は凹転へラケズリで、
露胎の零9脚ｉｎは全而施紬。
両黒二F二農｡外面は荒れが進み澗整不明。内面はﾐ汀ｷ仕
上げ。

内黒土器。厚でのつくり。外面は横ｰヂ。内面はミガキ

仕上げの換跡が部分的に残る。

内黙土器。厚でのつくり。外面は横ナデ、内面はミガキ
仕上げ口

金周の]拠弱の破片｡器体の盃みが若い､｡内而は指頭に
よる強い回転被ﾂ･デ壱外面は器面の荒れが進み調姓不明。

…''‘…胸｡剛‘耐…織婚室．
全周のﾕ/6ほどの破片。内外面ともiこ回戦桃プー テ。外底
而の切り離し方法は不明。

全周の1/6ほどの高台部破片。原でのつくり。外而は横

うデ･内面は誰常に１．軍なﾅデ仕:;げ。
全周の]/6ほどの高台部破片。内外面ともに荒れが進み
剥挫不明。

全１Ｍの1/4～l/5の破片.｡外面～獅台部は横ナデ。内而
はミガキ仕上げ６

口繕部周辺は横ナデ。胴部外面は措馴によ為押さえの後

にﾅデｲﾋ上げb内而はだれが進むが､ナデ仕１．げか？
底部のほほ全川の破片｡外面は横ナデ。内面は兇れが進

み調糖不明。

内黒.昌器。外面は横ナデ。内面はミガキ代ｆげ。

内黒化器｡全周1/3弱の間台部破片｡高台部周辺は横ナデ。
内面はミガキ仕上げ。

全周のl/8の破片。内外画ともに識ナデ。外底面の切り
雛:"方法は不明。

全周のl/8ほどの底部破片。内外面ともに荒れが著しく
洲整不明｡外而は二次的な火熱を受けているためか赤変｡｜

外面は回転横ナデ。内而はミガキイ1.1.げ雷
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全jiWの2/3ほどの破片。内外間とも:二荒れが進み調整不

明電

内黒上器。全周の破片＄胴部外而はミガキ．胴部F半

間台部周辺は識ナデ含内面はミガキ仕.ﾇｮげ。

内黒土器。外面は横ﾂ･デ。内面億ミガキ仕..2げ．

内黒－１器‘，；I緑部局辺は凹戟横･デ。,他はミガキ調機
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内外IHiともに回継投ナデ壱

IlLlﾀ師裏に横涛;?…蚕箕…す烹意冨
全間の1/4刺の破片。内外Imiともに２次的象火熟を受け

て赤変”また、器面が荒れ澗整不明．

|撫綴職片“外蕊は蝿吻雛融調薙不明凶耐
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￥
婆
坑
・
境
塊
》
碗

全周iこ'/4ほどの荷台部破片ｃ外而は指頭による強v,横
ナデ。内而はミガキ仕上げ。

全局のl/4ほどの商台部川辺の破片。内外而とも臆協れ
が進み調整不明。

全周のl/4強の胴郎下'1世～為台部の般片。内外面ともに
陥れが進み澗整不明。

'峰':勝｡剛繊憾不礁鍵｡嗣綱:拳職紗謡…｜指頭症が多く残る。内面はﾐガｷ仕上げ禽

内黒七瀞。全肺の】綿ほどの高台周辺の破片朝原でのつ
くり。高台部の付け製には瀧く調い沈線が巡る。外而は

荒れが進み制雛ｲﾐ明露内面は5.寧左ナデ.ｆｔｋげ．

lこ柚ツ･デビ．

全周の

れオ

内外面と＆

全局の
が進み

外面は桃ナデ。内而はミガキ仕.‘.,二げｾﾛ

全周の:/3ほどの胴部.ド半～臓部の破片･高台稲周辺は

横ナデ。内面は丁寧なナデ仕上ｉｆｂ

輝ほ奄周の服部．､弓半～底部の砿ﾊー 。胴部の内外而胤噸広
のミガキ仕.I･げ曙粥台郎川辺は桃ナデ。タ睦而は不定方

向の･デ化1..げ目内底面ば．寧なﾗｰテ澗挫の後にやや乱
雑熊ミガキ化:二げ。

'んi強の荷台部破片。外底面は不定方向のヅデ仕

也は警而が荒れ調鴨不明回

1編ほどの間台部破片。内外而とも:こ陥れが進み

認桜不明．

全局の１編ほどの底部破片患内外面生もに荒れが進み抑
雌不明。

全局の1/3強の破片。外面はI''1転横･デ副外底而生内面
はナデ調雛偽

金周の1/3弱の胴部下'1§～底部の破片。高台部周辺は描

テデ。内1筋は不定方向のブデ徒上げ。他は荒れが進み調

瀧不明。

全周の1忽弦の底部破片。外面は横ナデ。内面は焔れが
進み謂稚不明，外底面はナデ仕Ｌげか？

【l織部の破片含外而には蝶が付若。指頭で11縁部を湾曲
苔せ、横ナデを施して代上げる。

内外而ともにミガキ仕上げ。

端面の破片

全周の1/10以Fの破片で、：]径は不確実。内外面ともに
職ナデ。外唾而の切り離し方法は不明。

全開の

鯛終不

端面の砿ｌ

全周の肱

枇ナデ。』

全周の

｣弓げ

全NMのl/6強の間台部川辺の砿｣i・間台部則辺は俄ナデｅ

内而はナデ仕_:二げ。

全局の]/6の商台部周辺の破片‘,外面は縦ナデ。内面は
麓れが進み調終不明､、

全局のＭｊほどの胴部ド半～底部の破岸内外而とも臆
荒れが進み調整不明｡

全周の]/6～l/7の破片。内外面＆もに荒れが進み調整不

明。底部の器壁芯部には淡黒色の黒化層が残る。

l/10厩どの破片のため、底径は不砿実。外面は競れが進
み調雌不明。：jLI而は横ナデか？

全周の]/2強の破片。

内熟士器。外面は回転横ブデ。内面'よミガキらしい痕跡
もみられるが判然と:鍔ない。

内黒･ﾆ器｡外面は検うデ｡1AJ面はミカキ仕fげぷ
内熱土器･内外面ともにミガキ.代上げ。

I;-;勤白磁s、胴下部は露胎のまま。囚外霞ともに横ナデ。

巾国脚磁。全而施紬。細かな貫入が入る剣
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外聞は露胎のまま。内面施軸。

lAj外面ともに讃ナデ、また自然軸が付荊

内外面ともに横ナデ。

全周する胴部ド半～底部の破片。服部ｊ

は横ナデ。外哩而には板、圧痕が残る。

向のｰヂの後に脳部内面を乱雑にｰヂｉｉ

ほぼ令馬の破片。内外面ともに荒れがｊｉ

全周のi癖'ﾉ１３の披片｡内外面ともにリ
明。

全周の1/6ほどの破片。外面は塊れがiｌ

辺は横ナデ。内

上げ･

面～尚台部周辺
内底面を不定方

P，内面は指頭による検ﾃー テ。

而とｉｌ隷部周辺は横ナデ。内面はミガキ他

内黙‘z器。全周のl/3弱の破片。厚でのつくり。内外而

坐も一:次的な火熱を受け、器而が荒れ飼挫不明。外面は

薄いピンク色に変色。

内黒-k器。全周のl/3弱の破片。胴部.』､.半の外面はへう

状.工具で回転縦ナデ。高台部周辺は職ナデ。内面はミガ

キ仕且呈げも

全1節施糟。内外面ともに横ブデ。

全而施勅。．E縁11縁の.ド端にはへう状誼具で小巻康段を
紙ける。

口緑端部を折り曲げて横ナデ調離で成形．

'1｣同F1隙｡全而施軸｡見込み部分に段状の沈線を巡らす。

器体の傾きはややｲ<蕊実。外面は平ｲ｣･条線タタキ、内面
は談ﾗー テ。

内外面ともに回転機ヅデ。胎二.二に大粒の砂牒が混￥I〕、
ややざらついた賞感であるので､須惑街土器と判I箭した。

外面は横ナデ。内面はミガキ仕上げ。

全刷の:/6ほどの破片｡底薩はやや不煎実｡外器表面が
荒れ調維不明。

全周の1/2弱の鰯部下半の破片。外面は荒れが進み調整
不明。内面はミガキ仕'二げか？

全川の』/5ほどの底部破片。内外面ともに横ナデ・外庇
lajには回雌糸切り離し痕が祁分的に残悉。

全周の

不明。

lajには

全周の]/3ほどの破片。内外面生もに俄ナデ･外唾面値

は阿転糸切り離し摸が残る．

全周の1/7ほどの破汁。内外面ともツ･デ化1tげｂ外底面
は回転糸切り篠し。

胴部下､'且～睡部の2/3鮒の破片。胴部外而ﾊ゙ 荷台部周辺
は横ナデ｡外底而に催板硬圧痕が残る.内面はナデ仕上i元
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全li1の]懲弱の破片。外而は荒れが進み調蕊不明。内面
はナデの可施性があるが、判然としない。
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3/24ほどの全周する破片。外面は荒れが進み調整不明。
内面、とく臆内底而は指頭によみ弦い横ナデ･

全周のl糾弱の破片。外而は何転横ﾅｰテ。内面、とく;品

内底面は揃頭による強い談ナデ。

全而施軸｡内外面ともに誠ナデ.二吹的求火燕を受けて
いるためか、論．破而はくすんだ色調に変化。

内外面ともに横ぅデ。

の
犠
一
の
転
一

周
阿
周
回
一

全
は
全
は
一

全周のl/6ほどの破片。薄でのつくり。内外而ともに競れ

が進み、内面の・龍にナデ調整痕が認められる以外、調
整は不明ｃ

全周の1/１０ぼどの破片のため、復元I:径は不確実。内外

面ともに器面の荒れが進み澗整不明。

全胤のl/3の破片。服部の内外面は讃ナデ。外底而には

指頭症が多く残る｡内底面は乱雑で不定方向のヘラナデ。

全捌の:/4ほどの破片。内而には指頭による強い.ｼ･デ調
盤を施す。

全周の1刺ほどの破片・・外面は荒れが進み棚整不例。内
面は不定方向のナデ仕上i。

全周のl/6ほどの破片・・外面は荒れが進み祇整不明。阿
而は指頭による不定方向のナデ。

令間のl剣ほどの砿ﾊｰ。内外而ともに陥れが著しく、調
盤は不明。
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全周の1/flほどの破片・胴部外面はミガキ、高台部周辺

はナデ。内面は陥れが将Ｌ<調盤不明．

全周のl/dほどの破片。外餌は荒れが進み調整は不明竃

1人1面は丁寧厳ナデ仕上げ。

全周の]曲１－１/5の破片‘，内外面とも:､.器面が荒れ澗雅不
明。ただし、IJW面はミガキィ１２報か？

全周のl/4瞳どの破片。、Al外而とも}こ雄れが進み調雑不

明。

全周’

内面Ｉ

明。ただし、内Ⅲ

全周の

はナデ

全周のl/‘1ほどの破片I，外鰯は荒れが軒し<湖整不明薯
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全刷のl/3ほどの破片。服部外而は|面I祇横ナデ、商台付iナ

机をへう状.工具でナデつけ。内而は不定方向のＪ,軍なう
デ化１名げ電
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全周のl/7ほどの破片ョ川部外面は龍れが進み調穂不明｡｜
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外面は横方向の脂戚ﾅデ｡指頭疫が全面に残る｡内面は｜
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全周の]慰強砂破片。内外面ともに荒れが進み調雛不明。

全周のl/5ほどの砿片。内外面上もに荒れが進み鯛整不
明。

内外而培も}こ荒れが軒L,〈訓整不明。

金川のl/5ほどの破片。外而IJk同転機ｰヂ。内而はミガ
キ雌1.げか？

どの破片。薄でづくり。内外而とも:こ陥れ

戊不lyl

:/4ほどの破片ｃやや間色みをおびた灰白色の焼

りロ内外面ともに荒れが進弗調整不明。

l拠強の破片｡外面は全面､内面催部分的に熱色化。

皿転横ナデロＩ畑iはナデ。

l/6の破片｡外而はIIjI娠横ナデ。内面は非常に丁
ﾃ゙ 仕上げｂ

Ｌ/2～』/3の破片。外面は荒れが藩し<調整不明。

丁寧駁ナデ仕上げ０，

１毎～l/6の破片。内外面４もK『荒れが進み調躯不

全間の

進み

金川の

騨上が

全局の
外面は

令周の

:Al面は

全周の

明。

凱挫

全間のH/5ほどの破片。内外l前ともに何１１世機ナテ。

全周の二趣ほどの破片‘,外冨はlEl娠横･デ⑪内面はナデ？

全周の1/4ほどの破片ｐ内外、ともi畠洗れが進み調躯不

明。

全局の1/5ほどの破片。内外而ともに塊れが箸!"<澗桜

不明。

ほぼ全周の破片唇胴部外面一両ず?部は|且Ｉ転横ナデ･内面
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ほぼ全周する高台部～底部破片。内外面ともに荒れが進

み調整不明。

コンテ

SS-108

GI別蝦 ９SS-115

<調整

DX4412.17.

18.22.23区
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61羽6’
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B側恥SS-lO8

SS-109

ナデ調整

３

i9I

？
8砿惚

DS44区 須恵器SS-108 393］ ９型虹

4346

DS43区 瓦 ９SS-108

１

全周の１/4の破片。外面は回転検ナデ。内面は荒れが進

むがナデか？
3948

全周の1/4～l/5の破片。内外面ともに荒れが著しく調整

は不明。
Ⅲ１ 3946

全周の1/2弱の破片。器体の歪みが著しい。内外面とも

に荒れが進み調整不明。ただし、内面は回転横ナデか？
4396

全周の1/7ほどの破片。内外面ともに荒れが著しく調整

の詳細は不明。

全周のl/4弱の破片。外面は回転横ナデ。高台近くI土へ

ラ状工具が用いられている。内面は丁寧なナデ仕上げ。

全周の1/7ほどの底部周辺の破片。胴部外面は横ナデ。

内面はナデ仕上げ。
4398 H１

９

内外面ともに回転横ナデ。 H１

2４

全周の1/3ほどの破片。外面は回転横ナデ、内面は荒れ

が進み訓盤不明。
畦畔本体 ９

全周の1/4ほどの破片。外面は回転横ナデ。内面は丁寧

なナデ仕上げ。外底面は不定方向のナデ調繋。

全周のl/2弱の厚い円盤高台の破片。外面は棒状工具を

用いた強めの枇ナデ。内面は回転描ナデ。
珪畔本体 ９

218

９

内外而ともに枇ナデ。 4366

H１
全周の1/3強の胴部下半～底部の破片。内外面ともに荒

れが進み調整不明。

全周の1/5ほどの破片。外面は検ナデ、外底而は不定方
向のナデ調整。内面はミガキ仕上げ。内底而の一部には
指頭によるナデ痕跡がみられる。

全周の1/4弱の破片。外面は回転横ナデ。内面は不定方

向の丁寧なナデ仕上げ。

ほぼ全周する高台部～底部破片。内外面ともに荒れが進

み調整不明。

全周の1/2強の胴部下半～底部の破片。高台部周辺は横

ナデ、外底面は不定方向のナデ。内面は丁寧なナデ仕上
げ。

器体はもう少し傾きが急か？外面は回転横ナデ。内面

はヘラケズリの後にナデ仕上げ。口縁部内面にヘラケズ

リ痕が部分的に残る。

９

全周の1/2弱の破片。器体の歪みが著しい。内外面とも

に荒れが進み調整不明。ただし、内面は回転横ナデか？

全周の1/7ほどの破片。内外面ともに荒れが著しく調整

の詳細は不明。

全周の1/7ほどの底部周辺の破片。胴部外面は横ナデ。

内面はナデ仕上げ。

全周の1/3～1/4の破片。外底面と内面には回転横ナデ。

他は器面の荒れのため、調整不明。
H１

i9I

高台部が全周する破片。高台部周辺をナデ仕上げ、外底

而を不定方向の指頭によるナデ調整で仕上げる。内面は
丁寧なナデ。

3934
口
尾

全周の1/4弱の破片。器面も荒れ調整の詳細は不明。

全周の1/3強の胴部下半～底部の破片。内外面ともに荒

れが進み調整不明。
ＤＵ４３区 畦畔本体 4343

2１

鵬

９

全周の1/5ほどの破片。外面は横ナデ、外底而は不定方

向のナデ調整。内面はミガキ仕上げ。内底而の一部には
指頭によるナデ痕跡がみられる。

口
尾

鰯

全周の1/4弱の破片。外面は回転横ナデ。内面は不定方

向の丁寧なナデ仕上げ。
土師器 離職 ９

§

が著し

/3～1/4の破片。外面は荒

勺而は丁寧なナデ仕上げ。

/6ほどの破片。内外而と

全周の1/2強の胴部下半～底部の破片。高台部周辺は横

ナデ、外底面は不定方向のナデ。内面は丁寧なナデ仕上

げ。

内外面ともに回転横ナデ。

全周の1/3ほどの破片。外面は回転横ナデ、内面は荒れ

が進み訓整不明。

全周のl/2弱の厚い円盤高台の破片。外面は棒状工具を

用いた強めの横ナデ。内面は回転横ナデ。

内外而ともに横ナデ。

器体はもう少し傾きが急か？外面は回転横ナデ。内面

はヘラケズリの後にナデ仕上げ。口縁部内面にヘラケズ

リ痕が部分的に残る。

全周の1/3～1/4の破片。外底面と内面には回転横ナデ。
他は器面の荒れのため、調整不明。

高台部が全周する破片。高台部周辺をナデ仕上げ、外底
而を不定方向の指頭によるナデ調整で仕上げる。内面は
丁寧なナデ。

全周の1/3強の胴部下半～底部の破片。内外面ともに荒
れが進み調盤不明。
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全周のl/4ほどの破片。外面は荒れが著しく訓雅不明。

内而はミガキもしくは丁寧なナデと考えられるが、判然
としない。

3941 ９

全周の1/3ほどの破片。外面は荒れが著しく調整不明。
内面は丁寧な不定方向のナデ仕上げ。
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坪

塊

内外1ｍともに丁志な横ｊ･デ、

全周のI/8以.Fの彼jﾔのため、底径はやや不確実‘，もう
少:"大きくなるか？胴部外面は回転横ナデ。･他の部位

lま温れが進み嗣耀不明。

全周の1/7ほどの破片。内外而ともiこ荒れが著しく調磯

不明。

全周の]/6ほどの破片。器面は荒れ調整不明。

3857 ９
．
０

令周のl/3弱の破片路内外而砦もに器画が荒乱､調盤不明。

全胤のl/3ほどの胴部下学へ底部の破片。内外面ともに
荒れが進み削整不明。

'緋の''5侭どの綾附｡1M'価ともに鵜蝿が遥嬢調耀不
内外'雌も臆指頭による成形後に讃ﾅデ｡内閲には煤が｜薄く付藩国

内黒土器｡【l織部周辺ﾊ‘1A｣面はﾐ方ｷｲﾋIげ。服部外而
は5‘寧愈横ナデ。

内黒-上器。全陶の1/3ほどの高台部周辺の破片。外面～

荷台部周辺は横ナデ。内面ばミカキ仕.:ろ晩
内黒土器｡全周の]畑ほどの破片。高台部川辺は談ヅデ｡｜
内面はミガキ催晶げ輿
U”UmDU●｡■■あり■“QQdQQ■b･凸一・画“■■~■■■■ﾛ■■■■■■-=U戸UU再勺■－■甲qPOU丙DUOﾛ

;１１部破片のため、径はやや不確実。

Mﾘ部破片のため器体の傾きは不明。外面にはriの細かな
平桁条線タタキを交差して施す。i,､i面には同心円文の当

て具痕が残る．

､ド庇の唯部破片。全刷の1/4ほど。外而にはへう状:.:具

で描き.しげたよう承摸跡が部分的に残為。その後、ナデ
仕上げ

脚台状の上げ庇。服部外面はへう状'二具で'ﾅ･デＬげあ蜜
底部周辺は職ナデ。内面は．ノーデト瀞。

|ﾙﾘ部外而

伏Ｉ：異を

の上半部･～

抑きえつけ

内面はlbl輯

てのナデ調

全周のl狐ほどの破片。内外面ともに回転横ﾗｰテ。外底

面は･デイ.塞げのため、切り離し方法は不明。

全周の1/5ほどの破片。内面は回転横ナデ‘，

全周の]/6ほどの破片吻内外而ともに回転職ナデ、

外面は1,】職縦ラーデか？内面は荒れが進み調蕊,f明。

内外而ともに荒れが進み調裟の詳細は不明。
,こ揃ナデ

全周の1/5～l躯の砿ハ･･

横ﾂー 完胴部.F,半はへう
牲命抑底而は．』.割1.-1qげ

全刷の:/4～１局の彼ハ・・内外而ともに同糎枇す｡完タ眠

面はナデ仕.:二げのため、切り離し方法は不明。

全局の]/2ほどの破片。外面は競れが箸1戸〈洲終の詳細

不明。内而はブｰテ。
hbaAd凸自■■■■■■自由■自由■■自巴■自由■ａ■由■■■■凸■■■■■■--h自画■■■■■■■■■■■■■■■

全周のl/5ほど破片。lﾉLI外面ともに踊れが進み調1催不明。

全局の]澱敷の破片。外而はlgl転菰う･デ禽尚台部の付聞・

根には細呼､へラ状Ｅ具で雄でつけた沈線状の謹みが巡

る。内面はき~寧な不定方向のナデ仕上iヅ。

全ｌＭの1/4～]/5の砿ハ。外面は|可転横ナデ、内面はナデ
仕:己げ

全周のl/5雁どの破片釦他は陥れが進み調桜不明

令周のl/3～1/4の破片｡外Ini～癌台郁開辺は回1侭談ナデ。

内面はナデ訓蕊．

全周の1/4ほどの彼14.．弼台部周辺は横ー ﾃf･内弼はミ
ガキ仕上げ。

今問の1編ほどの破片・外底面がナデ削整である以外、

善而の兇れが著しく詞桜不明。

全周の1/51ifどの破片畠外面は回振械ラデ。内面は雄れ
が進み測粧は判然としないが、ナデ仕上げか？

全周のl/5.-1/6の破片。内外而ともに荒れが進む。外面

｢よ同聴撒ナデか？
3874
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内外面ともに回転横ナデｃ

コンテ

NＯ

2６ SS-ll5

調整不明。

Iま回転へラ切り離しの

220

DU44区

3711胴部は回賑枇ナデ。内底面は不定方向の指ナデ。

ＤＴ４５ＩＸ

坪

９

Ａ区

4356 ９

８
全周のl/4ほどの破片。内外面ともに荒れている。内面

の一部では回転横ナデの痕跡をわずかに観察できる。

８

全周のl/4ほどの破片。外面は回転横ナデ。内面はミガ

キ仕上げ。

1０

床土層 内外面ともに枚ナデ｡口縁部下而に指頭痕が災中して残る。3６ SSlO5

4376外面は枇ナデ。内面は荒れが進み調整不明。

内黒土器。全周の1/5ほどの破片。高台部周辺は横ナデ。

内面はミガキ仕上げ。
SS-115

内黒土器。全周の2/5ほどの破片。器而が荒れ調整不明。

埋土中層

内黒土器。全周の1/6ほどの破片。高台部周辺は横ナデ。

内面はミガキ仕上げ。
８

ＤＷ４４区

4０ SS-lO7 鵬】鰯 ９

3721

全周の2/3ほどの破片。内外面ともに回賑枇ナデ。外底
而の切り離し方法は荒れが進み不明。

埋 土

外面は乱雑なナデ。内面は丁寧なミガキ仕上げ。堅繊に

焼き上がる。
SS-llO H矧顕

百
尾

318W耐 9１

９

３ DW-44区

須恵器 4172 ９

８3716

９

3881 H１

ＤＷ４４区

９

DＷ望141図

全周のl/3ほどの破片｡内外面ともに回転横ナデ｡その後、
内底而に指頭によるナデを部分的に施す。

4９ ９

Ｄｌ/4ほどの破片。内外面ともに荒れている。内面

冊では回転横ナデの痕跡をわずかに観察できる。

土回賑猫ナデ。内底而は不定方向の指ナデ、

弥生土器 H１

弥生土器 NＩ

4419 2６

小片のために復元底径はやや不確実。内外面ともに回転

横ナデ。外底而はナデ仕上げされ､切り離し方法は不明。

SD-lO3・ＳＳ１０９

間畦畔
蹄

全周の1/3～1/2の破片。内外面ともに回転横ナデ。外底

面は荒れ、切り離し方法は不明。

4393

全周のI/4強の底部破片。外面は荒れが進み調整不明。
内而は不定方向のナデ仕上げ。
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出土状況 種別 器種 形状・盤面鋤整・胎-.台・娩成などの特徴

遺物蕊
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'全周のl/4の破片。高台部周辺は回蛎横･ナデ・外底面は

ヅ･デ。内而は荒れが進み訓整不羽。

外而は器両の濡しが進み擢淘｡耐はﾀ雪亭仕.l:‘鍵’
全周の'んlほどの破片。内外而ともに何i騰横ナデ。外底

|唯ﾅ邪柔げ｡…－…_….．

'潔臓"…雨-外腫爾繊構ｱデ｡内櫛“
全胤'ﾘﾉﾘの錨・IWi農劃静が鯉み鼠嘩不職
令周の二必弱の破片。脳部外面は横ナデ。内而は談ツ･デ
仕二けｂ

ｌ高台部周辺の全周の班の破片｡1州外而ともに荒ｵLが進
み調整不明。

全刷のl/5ほどの破片。内外面ともに荒れが耕し<澗鑑

不例。

全周のl/5ほどの破片。器而が競れ，詞部外而に|凶転機

学･デを施している＆とを確認できあだﾄﾅであ器。
3887

,全周

望欺･；

えた。全周の1/5～l/6の破片。…__…」

|脚離破片｡坪部との接合面で欠損。
|内外両ともに何議横うデ。

短頚壷の錐。Ｊ苛径132cmで復J直したが、推定:i篠は122
--13,2cino内外而ともに121転撒ナデ．

外面は縦方向の平行条線タタキ痕を方キメ調機で消す。
内而には同心円文の当て共換が残る。

|小迦圃耐と綱識…デ。
外而がﾐ方ｷ仕上げのさぬ竜の織峨と判断。‐
内外而ともに横ナデ。

内外Iiiiともiこナデ仕上iﾂ『･脚台接合部と内底面には粘士
接合のための指頭圧痕が残為。

全周の'/5ほどの破片。外面の詞雛は、成祁裾を指頭で

押さえている以外､器飼の荒れが進み不明。内面はナデ、
内底面には猫頭で押さえつけた痕跡が残る。

サヌカイ!､製・来部を欠損。現存砿溌:,２９．

片岩製。両刃。残存並並133座。

片岩製。両刃。刃こぼれが著しく、：:央部は大きく欠損。
敢踊７４７９ｓ

半折紬｡残存”11邸gｏ

もに回転横ナデ。外底雁

れているが、内外面と:

内外
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蹴訴
出土状況 穂別 器種 形状・器面副整・胎上・焼成詮どの蒋微

逝物蕊

録笹母． ヅ番号
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1-1織部周辺は桃ﾅデ｡胴部外而は指頭による識ゾ･デで､
器而腫はかなりの111】凸があみ。、Al而はミガキ仕.~二げ｡

内外1訂とも仁同11厩機ナデ。

内黒．二器。掘定15径は

内面はミガキ牡;そげ。

やや不確突ｕ外iiIjはkj1娠横ﾂー ヂⅢ

推定l~I椎はやや不碓笑ご内外面ともＩこ阿転横ｰテ。外哩

lnjは回転へラ切り離し。

全陪lの１/3ほ』fの破片。胴部外商～間台問辺は柚ナデ。

外底面くま不定方lillのナデ。内面はミガキ仕上げ。

全M1の1/7ぼどの脚や.::外面は回!I届横･ナデ｡:j9而億IuI嘱
横ナデ。

全州の1/4脈どの破片‘，内外面ともに回蛎横ぅ･デ。

全刷の1/6ほどの破片‘,服部外面～間合部周辺は横ｰテ。

卿輔‘鯛癖施ｵi,ｶﾂ野調整不明Ｌ
令周のl/6ほどの破片｡外而はM転横ﾅデ､内澗はﾐガ
ｷ化1.ｳ。

全周のl/5臆どの破片。内面は荒れが進み調躯不明。【Ｉ
織部周辺は横ナデ。朋部外而は指頭侭よる横ナデ。服部
ｒ半の高台部周辺は回蛎へラケズリ。商台部は横ナデ。

内胤上器。外而はｕ娠横ナ･汽内卿はミガキ詞盤昌

内娯:13器。外而は回転横ナデ。内閲はミガキ澗整っ‐‐‐．．．’

内黒士器。蔀でのつくり。外面は:卯1転横ナデ霊内面はミ
ガキ調膳。

内黒.:弓器。脚外面ともにミガキ洲雅。

内熟.i,器。全周の1/4ほ＆'の破片。外澗は回転横ヅデ。
内面はミガキ。外底面の｢n画火は･デ‘代ｆｌｆｂ

内胤土器。全周の1歴～l/5の脚占部片。内1ｍはミガキ。
外面は何椛槻ナデα

両器-.二農。外面億回転横ナデ。内1節はミガキ。

内黒.:弓器・全周のl/8ほどの破偶･で、商台径は不硫実，

禰満の侭け郷蝿雌へうで難く､鱗，需岬雪１測整。

肉黒上器。全周の1/6の砿｣羽･勺外画は回転横ナデも内而

は非常娼:I蝉なソデ仏，:げ･………‐…_……
全周のl/8職どの破玲で、底従はやや不確実．内外面と

もに回聴横ナデ。内哩而は不定方向の指頭によるナデ化
､1-げを施す。

Mil部～内底而は'''1帳揃ナデ‘

全局の'/3－''2の破片:内外面ともに回転横読デ霞……」

完形胎。内外而ともにF1転揃ﾅ･テ『｡、

ぱぽ全周の破片。胴部外而一商古郡周辺は横ナデ。１癖
淵台部周辺のうデは歌い。外底面:ｉ１央はナデ“内面はミ
ガキ痕跡が都分的に残ゐ。

内外面ともに回転横ナデ句

全周の1/10の破片で、１５径は不確実。内外面ともに皿転
職･；ｰヂ。外唾而の切り離し方法は不明。

全周のl/5ほどの破片。内外而ともに回転横ナデ。

外面は回線横ナデ尋内面はミガキ。
■q守弱卯■’･甲’･酌?ｐ●F甲■■･■

；I縁部内外liiは回蛎横･ナ完ルリ部(よミガキ仕上げ。

内外面ともに饗而が荒れ識確不Wlo

全周の]編ほ汗の破片。胴部i可外1節は回蛎横･ﾅー ヂ。内唆

而は桁戚による不定方向のナデ。外底面はﾗｰヂ仕上げの
ために切り離し方法は不明。

全悔I/6ほどの破片。内外而ともに同転機･デ･外底而
は回転へラ切り隙しの後に．;-デ？

全局のﾕ狐ほどの破片。外l訂は回娠横ナデ。内耐はミガ
キ調確と思われるが、器而が兇ﾙﾘ然と１戸ない９，

全川のl/６．~1/7の舷ji･･胴部外面･＝為台部局辺は識ナデ。

内閲は荒れが進象判然とし＊いが、ナーデか？

内黒.2器。外曲はi,I縁郡付砿が回転露横ナデ．liIｲ部の削整
は荒れが進みぷ明．ljJimはミガキ仕ｌｅげ。

内黒･邑器｡外曲はiI

は荒れが進みぷ明．

内黒上器”推定l:径はややｲ《確実。外面は回職横ナデ。
内面催ミガキイいげ。

内黒土器。舎周の1狐ほどの破片。外面は回転横ナデ。

内面はミガキ。

全局のl/3ほどの破片。器体が罷み、推定11径は79～8.5

値m・内外l雌もに回職横ﾅ･デ。

内外面ともに回転横ﾂｰヂ。

内外而ともに1,,】娠職ナデ。
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全周の1忽ほどの破片。内外面ともに回娠検ナデ。

坪身の受け部周辺の砿j哨・･内外ともに回娠横ﾂ･デ｡.~~~１

１繍緋ずしで上方臆わずか健摘…｡内

|鵬‘鍔:懲撫総i鍵耀駕
平底。内外面ともに荒れが進み、底部側面に指頭摸が部

分的侭槻崇できるのみ。
籾製｡器休が篭んでいるためか､［1緑部は級やかに波打っ

ている。外面は貝殻条痕。内面には細密条綴の調整疫が
残る。

遡製｡外､蝿唯なｹズﾂ．瑚而二は鴫2-…デ｜糊雅疫が残る。

円盤形の砂岩円礁のⅢ識に離打痕が残る。残存重蹴

201』ｇｏ

円盤形の砂岩円磯の周隷に擦過渡が残る。また．、部には

被打棋がみられる｡残存垂iitl60H。

先端を環状に曲げた棒状鉄器。街面は隔丸方形を呈す。

残存重鮭4,11z・

断面が方形を呈する棒状鉄善。残存重IitL3g・

断面が曇方形を呈する｡刀子の柄の可能性が巷えられる。

戒存垂避3.89･

環状の鉄製品。残存重砥13,4月。

内黒土器｡外面は回転横ナデ｡内面はﾐガｷ仕ﾆﾆげ。

内黒土器。ほぼ令周の破鵬・・胴部外面は回娠横．ｊ･デ。高
台部付近は回転ケズリ。寓台部は横･デ。内面はミガキ
仕上げ．

内器上器。全周の]/6ほどの破片。胴部外而は回転横ナ
デ。尚台那は横ナデ。内面はミガキ仕上げと考えられる

が、判然とL"ない。

阿黒ｆ器。全周の1/5ほどの砿j帝・・胴部外面～高台部周

辺は縦ﾂー ヂ。内Iijはミガキ仕上げ。

外煎iよ荒れが著しく調整不明。内而は何帳瀧ナデか？

全周のl/7ほどの破片。内外面ともに回蛎横ナ完外底

面は･デ仕上げのため、切り離し方法は不明。

外面は回嘱揃ナデ。内面は荒れ力譜;〆<調整不明。

１ｺ織部周辺を横ナデした後に､胴部外面をミガキ仕上げ。
内面はナデ仕上げと考えられるが、競れが進み判然とし

＊い。

薄でのつくりで、胎土も砂粒を含まず鮪選されている。
外面は荒れが著しく謝些不明。内面は何幡談ナデ。

内黙土器。外面は回転横ﾅｰテ。内而はミガキ仕上げ。

内黒｣二器。口径はやや不確実。１１縁部内外面は回転談ナ
デ。胴部の内外而はミガキ仕上げ。

内黒.上器聖外面は回娠横ナデ。両面はミガキ代上げ。

内黒::畠器｡!｣緑部外而は何転検ﾅ･デ｡服部外面は瀧れが
薪し<調整不明、内而はミガキ仕上げ。

内黒上器。Ｌｌ織部内外而は阿転横ﾅー テ。蛎部の内外而Iま
ミガキ仕上げも

内黒土器｡I｣緯部内外面は何議検ﾅデ｡胴部は内外面と
もにミガキ仕上iy。

内黒土器｡外而は回転横ﾅデ｡内面はミカキイ.島･当げ。
内熟-1名器。外面は回転検ﾅー テ。内而はミガキ仕上Gえ

内黒土器。外ｉＴ

内熟-1名器。外面

内熱土器｡ほぼ全周の破片｡胴部外而､高台部周辺は横
ナデ｡内面はミカキ仕上げｂ‐｜
外面は回転横ヅデ。内面はミガキ仕上げ鴫

Ｌｌ縁部周辺は横ナデ。強い横ナデのため、；I緑下端は粘

土がよれて突出する。ｎ縁外面には横ナデに先行するへ

ラ状~I:具痩が残る。胴部外面は刷毛目訓整、内面はへう
状工具で蚊いﾂｰヂ。

;部分的にミガキ調整摸が残る

;横ナデ。

'口径は不確実。内外而ともに

内外面と

"刺外而と

371

８

3741

3740

3739

3745

3746

“3２

４４３３

“5６

4460

4464

1462

3767

4381

４３８３

４３８２

3756

３７７８

３７７９

377：！

~論I.‐

3771

3848

3775

３７７２１

３７８３

４３８０

3784

369］
■７専面Ｕ戸叩■

3804

３６８７

3689

2６

８
．
８
８
８
．
８
８

の
パ
リ
都
。
○
・
同
亮
〕
』
Ｏ
《
）
・
【
旦
画

図版39-⑨(写其>、
図爆泌⑪｛Ｘ線）

図版３６⑩

に鷺二二悪罵

…§皇二

２６１
弱’

2６

図版39-⑫

閃版40‐

|jxlifji40．

図版39-③(写其)、
図版４０⑬（Ｘ総）

)〔写真)、

，｛Ｘ線）

似1版39.③

図版39-④


